
始
業
生
業
民
俗
論

II

ー
ー

マ
ス
漁
を
中
心
と
し
て

l

7巻2号1996. 1 文学・芸術· 文化

は

め

に

狩
猟 、
河
川
漁
拐 、
堅
果
類・
根
茎
類・
山
菜
類
と
い
っ
た
食

料
の
採
集 、
道
具
や
衣
類
を
作
る
た
め
の
加
工
素
材
の
採
集

I

こ
れ
ら
は
縄
文
時
代
以
来
連
綿
と
続
け
ら
れ
て
き
た
生
業
要
素
で

あ
る 。
山
村
と
通
称
さ
れ
る
ム
ラ
ム
ラ
で
は
近
代
以
降
も
こ
れ
ら

を
複
合
さ
せ 、
さ
ら
に 、

始
原
性
の
強
い
焼
畑
や 、
炭
焼•
養
蚕

•
木
製
品
製
造
・

時
に
稲
作
な
ど
を
も
複
合
さ
せ
て
暮
ら
し
を
立

て
て
き
た
の
で
あ
る 。

従
来
の
生
業
研
究
は 、
こ
れ
ら
の
中
の

個
々
の
要
素
を
と
り
あ
げ 、
そ
れ
を 、
独
立
し
た
も
の
と
し
て
扱

う
場
合
が
多
か
っ
た
の
で
あ
る
が 、
庶
民
の
暮
ら
し
や
生
業
の
実

態
は 、
こ
れ
ら
の
複
合
実
態
を
総
合
的
に
見
つ
め
て
み
な
け
れ
ば

見
え
て
こ
な
い
の
で
あ
る 。
こ
こ
で
は 、
ま
ず 、
始
原
性
の
強
い

山
の
生
業
要
素
と 、
そ
の
複
合
の
実
態
資
料
を
収
集
提
示
す
る
こ

と
を
目
ざ
し
た 。
そ
の
際 、

標
高一
0
0
0
1�
 以
上
ま
で
潮
上

し 、
産
卵
す
る
サ
ク
ラ
マ
ス
を
山
の
恵
み 、

山
の
幸
と
し
て
注
目

じ

野

本

寛

し 、
こ
れ
を
指
標
と
し
た 。
渓
流
漁
携
の
メ
ル
ク
マ
ー

ル
と
し
て

の
マ
ス
に
注
目
し
な
が
ら 、
始
原
性
の
強
い
他
の
生
業
要
素
に
も

目
を
配
っ
た 。
調
査
地
は 、
秋
田
県·
岩
手
県・
山
形
県
・

福
島

県
の
サ
ク
ラ
マ
ス
潮
上
河
川
河
畔
の
一
0
村
落
で
あ
る 。
本
来

は 、
共
通
性
の
あ
る 、
一
定
の
調
査
項
目
に
よ
っ

て
調
査
を
進
め

る
べ
き
で
は
あ
る
が 、
小
論
に
お
い
て
は
調
査
地
に
よ
る
項
目
の

変
動 、

調
査
内
容
の
粗
密
が
あ
り 、

恣
意
性
な
し
と
し
な
い 。

小
論
は 、
近
畿
大
学
文
芸
学
部
論
集
『
文
学・
芸
術・
文
化』

第
二
巻
第
三
号
(-
九
九一
年
三
月）

所
収
の
「
始
原
生
業
民

俗
論
ー
—

マ
ス
漁
を
中
心
と
し
て

1
I

」
・
「
飛
騨
山
民
と
生

活

山
民
の
生
活
カ
レ
ン
ダ
ー

ー」
（
第
二
回
飛
騨
国
府
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
・

飛
騨
と
文
化
|
—

豊
か
な
生
活
の
再
現

ー
」

一
九
九
ニ
・

十一
月
三
十
日
・

岐
阜
県
国
府
町
主
催
の
テ
キ
ス
ト）

に
続
く
も
の
で
あ
り 、
「
始
原
生
業
複
合
論
ノ
ー
ト

秋
山
郷

•
伊
那
谷
か
ら

l
」
(
『
信
濃』
一
九
九
六
年一
月
号）
と
並
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ぶ
も
の
で
あ
る 。
今
後 、
さ
ら
に
資
料
報
告
を
続
け
る
予
定
が
あ

る
こ
と
か
ら 、
小
論
所
収
の
内
容
は 、
「
始
原
生
業
民
俗
論」
の

中
間
的
な
資
料
報
告
の
一
部
と
い
う
こ
と
に
な
る 。

本
来
な
ら
ば
調
査
地
ご
と
に
地
形
圏
を
入
れ
る
べ
き
で
は
あ
る

が 、
こ
こ
で
は
紙
幅
の
関
係
上
割
愛
し
た 。

野本

-
•

山
形
県
西
置
賜
郡
小
国
町
樋
倉ー

�
荒
川
水
系
と一
二
面

川
水
系

人
は
川
の
ほ
と
り
に
住
み 、
川
は
民
俗
文
化
を
育
む
の
で
あ
る

が 、
そ
の
川
は
山
に
よ
っ

て
生
成
存
立
す
る 。
人
び
と
の
暮
ら
し

と
民
俗
文
化
の
母
と
な
る
い
く
つ
か
の
川
を
生
み
出
し
た
山
塊
が

あ
る 。
山
形
県
の
朝
日
岳
山
塊

l

大
朝
H
岳
(-
八
七
O
·

三
認）
・

中
岳
(-
八―
――
話）
•

平
岩
山
(-
六
0
九
認） 、

新

潟
県
境
の
西
朝
日
岳
(-
八―
―――
•

七
財）
．

袖
朝
日
岳
(-
六

六
五
•

一
認） 、
な
ど
の
山
々
は
そ
の
典
型
と
も
言
え
よ
う 。
山

形
県
西
置
賜
郡
小
国
町・
新
潟
県
岩
船
郡
を
経
て
日
本
海
に
注
ぐ

荒
川
は 、
こ
の
朝
日
山
塊
に
馬
蹄
型
に
囲
ま
れ
た
南
向
き
の
斜
面

を
水
源
と
し
て
い
る 。
荒
川
左
岸
最
上
流
部
の
ム
ラ
が
徳
網
で
あ

り 、
右
岸
最
上
流
部
の
ム
ラ
が
戸
数
六
戸
の
小
国
町
樋
倉
で
あ

る 。
樋
倉
は 、
現
在
五
味
沢
の
一
部
と
な
っ

て
お
り 、
五
味
沢
は

――1
0
戸
あ
る
が
約一
キ
ロ
ほ
ど
離
れ
て
い
る
の
で
樋
倉
は
独
立
性

始業生業民俗論lJ

が
強
い 。

西
朝
日
岳
↓

袖
朝
日
岳
↓

檜
岩
屋
山
(-
―一
五
ニ
・

五
訳）
↓

柴
倉
山
（
八
七一
2
JVI
)

と
稜
線
は
次
第
に
標
高
を
さ
げ
て
西
南
に

続
く
の
で
あ
る
が 、
そ
の
線
が
そ
の
ま
ま
山
形
県
と
新
潟
県
の
県

境
と
な
っ

て
い
る
の
で
あ
る 。
西
朝
日
岳
の
北
方
か
ら
北
西
方
に

は 、
竜
門
山
(-
六
八
八げ
JVl
)

↓
寒
江
山
(-
六
九
四・
九
認）

↓
北
寒
江
山
(-
五
九一
訳）
↓

以
東
岳
（一
七
七一
認）
↓

化

穴
山
(-
五
0
六
”

Wl
)

↓
重
蔵
山
(1
0
三
六
認）
と
い
っ
た

山
々
が
連
り 、
こ
の
県
境
ラ
イ
ン
の
西
南
斜
面
が
三
面
川
水
系
の

集
水
域
と
な
っ

て
い
る 。
三
面
川
河
口
部
に
は
村
上
市
が
あ
り 、

サ
ケ
漁
で
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る 。
ま
た 、
ダ
ム
建
設
の
た
め

に
解
村
し
た
岩
船
郡
朝
日
村
三
面
は
マ
タ
ギ
集
落
と
し
て
そ
の
独

自
な
民
俗
が
広
く
知
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た 。

小
国
町
樋
倉
は
裏
山
を
越
え
れ
ば
三
面
水
系
の
谷
に
至
る
と
い

う
地
形
で 、
狩
猟・
渓
流
漁
榜
等
で 、
こ
の
ム
ラ
の
人
び
と
は
荒

川
水
系
と―-＿
面
川
水
系
の
谷
と
山
を
利
用
し
続
け
る
こ
と
が
で
き

た
の
で
あ
っ
た 。
狩
猟
民
俗
に
お
い
て
三
面
が
脚
光
を
浴
び
続
け

た
の
に
対
し 、
こ
の
地
の
民
俗
は
あ
ま
り
知
ら
れ
る
こ
と
が
な

か
っ
た
の
で
あ
る
が 、
樋
倉
に
は 、
実
に
豊
か
な
山
の
民
俗
が
伝

承
さ
れ
て
い
る 。
以
下
は 、
同
地
で
生
ま
れ
育
ち 、
狩
猟・
渓
流

漁
榜
等
の
経
験
を
積
ん
だ
佐
藤
静
雄
さ
ん
（
大
正
七
年
生
ま
れ）
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の
体
験
と
伝
承
で
あ
る 。
第
1

表
は
佐
藤
さ
ん
が
昭
和
十
年
前
後

に
体
験
し
た
生
業
暦
で
あ
る
が 、
以
下
こ
の
表
に
そ
っ

て
話
を
進

め
る 。H・

狩
猟

1
•

熊
狩

こ
の
地
の
狩
猟
に
は
十
月
十
五
日
か
ら
四
月
十
五
日
ま
で
の
間

に 、
ム
サ
サ
ビ
・

テ
ン
・

兎
•

山
鳥
な
ど
を
対
象
と
し
て
行
う
個

人
狩
猟
と 、
四
月
十
五
日
か
ら
五
月
十
五
日
ま
で
の
間
春
熊
を
対

象
と
し
て
行
う
熊
狩
が
あ
っ
た 。
熊
狩
集
団
は
四·
五
人
か
ら
多

い
時
は
十
人
で 、
樋
倉
マ
タ
ギ
の
テ
リ
ト
リ
ー

に
は 、
荒
川
水
系

と
三
面
川
水
系
の―
つ
が
あ
っ
た 。
荒
川
水
系
は 、
西
朝
日
岳
と

袖
朝
日
岳
の
中
間
点
か
ら
平
岩
山 、
そ
し
て
長
井
市
の
五
貫
沢
を

下
り 、
丸
森
峰
か
ら
不
動
山
（
九
三
三
2
IV
) 、
白
太
郎
山
(1
0

0
ニ
・

八
訳）

、
柴
倉
山
か
ら
ま
た 、
袖
朝
日
岳
へ
の
県
境
ラ
イ

ン
を
結
ん
だ
範
囲
だ
っ
た 。
こ
の
範
囲
の
中
で 、
角
楢
沢
の
つ
ま

り 、
標
高
六
五
〇
認
の
位
置
お
よ
び ‘
針
生
平
の
向
い
山
中 、
標

高
六
0
0
認
ほ
ど
の
位
置
に
熊
狩
小
屋
が
あ
っ
た 。

三
面
水
系
は 、
岩
井
沢
上
流
部
の
大
上
戸
沢
水
源
ガ
ッ
コ
沢
と

中
俣
沢
の
合
流
点 、
畑
沢
の
水
源
よ
り
南 、
巣
戸
々
山
の
西
南
斜

面
標
高
六
0
0
認
ほ
ど
の
ラ
イ
ン
か
ら
末
沢
峠
を
越
え
た
位
置
以

北
と
い
っ
た
範
囲
だ
っ
た 。

小
屋
は
末
沢
川
の
上
流
部 、
標
高

文学・芸術・文化

六
o
o::::;
の
東
南
斜
面
に
あ
っ
た 。
新
潟
県
朝
日
村
三
面
マ
タ
ギ

の
勢
力
も
こ
の
範
囲
に
は
及
ん
で
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る 。
猟
期

に
は 、
ま
ず
流
川
水
系
ヒ

流
部
の
山
々
で
猟
を
し 、
一
通
り
荒
川

水
系
を
終
え
て
か
ら
三
面
水
系
の
奥
山
に
入
る
と
い
う
形
が
多

か
っ
た 。
三
面
水
系
で
も
最
初
末
沢
に
入
り 、
そ
こ
を
終
え
て
か

ら
岩
井
又
沢
へ
入
る
の
で
あ
る 。
毎
年 、
九
月
末
か
ら
十
月
初

め 、
マ
タ
ギ
小
屋
の
小
屋
掛
け
に
出
か
け
る
の
が
常
で
あ
っ
た 。

マ
タ
ギ
の
衣
類
は
お
よ
そ
次
の
通
り
だ
っ
た 。
下
は
木
綿
の
モ

モ
ヒ
キ
を
は
き 、
そ
の
上
に
麻
で
織
っ
た
タ
ッ
ツ
ケ
を
は
い
た 。

麻
の
タ
ッ
ツ
ケ
は
雪
が
つ
か
な
い
と
言
わ
れ
て
い
る 。
上
は
「
ド

ン
プ
ク」
と
呼
ば
れ
る
綿
入
れ
半
線
で
あ
る 。
山
を
歩
く
時
は
暑

い
の
で
こ
れ
で
よ
か
っ
た 。
寝
る
時
は
カ
モ
シ
カ
の
皮
が
よ
い
と

さ
れ
た 。
カ
モ
シ
カ
の
皮
で
作
っ
た
沓
を
は
い
た
こ
と
も
あ
っ
た

が 、
滑
り
や
す
く
ふ
ん
ば
り
が
効
か
な
か
っ
た 。
た
だ
し 、
夜
寝

る
と
き
は
暖
か
く
て
よ
か
っ
た 。
春
熊
狩
に
は
T
字
型
を
し
た
鉄

の
カ
ン
ジ
キ
を
つ
け
る
の
が
普
通
だ
っ
た 。
普
通一
週
間
の
泊
り

込
み
で
あ
る
か
ら
そ
れ
な
り
の
食
糧
を
用
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た 。
米・
味
噌
•

塩 、
そ
れ
に 、
大
根
の
干
し
葉 、
里
芋
の

ズ
イ
キ
な
ど
で
あ
る 。
佐
藤
さ
ん
の
泊
り
こ
み
の
最
長
記
録
は
二

0
日
間
だ
っ
た
と
い
う 。
二
十
日
泊
り
こ
む
と
蹟
は
の
び
る
し 、
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野本

マ
タ
ギ
小
屋
の
火
に
燻
さ
れ
る
の
で
顔
中
真
黒
に
な
る 。
そ
ん
な

時
は 、
途
中
で
獲
物
を
里
に
運
び 、

帰
り
に
食
料
を
運
び
あ
げ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
が 、
こ
の
運
搬
係
に
は
猟
の
下
手
な

も
の
が
当
っ
た 。

熊
狩
の
た
め
に
入
山
す
る
折
は 、
ま
ず一
同
で
徳
網
の
は
ず
れ

に
あ
る
山
の
神
に
参
り 、
そ
こ
か
ら
は
里
言
葉
を
禁
じ 、
「
山
言

葉し
に
切
り
替
え
た 。
山
か
ら
下
る
折
も
同
様
に
こ
の
山
の
神
を

境
と
し
て
山
言
葉
を
里
百
葉
に
も
ど
し
た 。
佐
藤
さ
ん
は
次
に
示

す
よ
う
に
四
十
語
以
上
の
山
言
菓
を
記
憶
し
て
い
る 。
大
正
七
年

生
ま
れ
で
四
十
語
以
上
の
山
言
葉
を
記
憶
し
て
い
る
人
は
稀
で
あ

り 、

佐
藤
さ
ん
こ
そ
は
最
後
の
マ
タ
ギ
だ
と
言
っ

て
も
よ
か
ろ

う 。

始業生業民俗論11

以
下
佐
藤
さ
ん
が
今
も
記
憶
し
て
い
る
山
言
葉
を
記
そ
う 。
上

に
里
こ
と
ば 、
下
に
山
こ
と
ば
を
示
す 。
①
熊
↓
シ
シ

②
牡
熊

↓
シ
カ

③一
歳
熊
↓
ワ
カ
メ

④
二
歳
熊
↓
ャ
ラ
イ

⑤
仔
連

熊
↓
コ
ッ
キ

⑥―
歳
仔
熊
付
↓
ワ
カ
メ
ッ
キ

⑦
二
歳
仔
熊
付

↓
ャ
ラ
イ
ツ
キ

⑧
胆
涎
↓
キ
ン
チ
ャ
ッ
ク

⑨
肺
↓
ア
カ
フ
ク

⑩
膵
臓
↓
タ
チ

⑪
心
臓
↓
ホ
ナ

⑫
血
↓
ヤ
ゴ
リ

⑬
手
足
↓

エ
ダ

⑭
丙
臓
↓
ウ
チ
ド
ー
グ

⑮
男
根
↓

サ
イ
タ
チ

⑯
女
陰
↓

サ
ッ

ペ

⑰
皮
を
剥
ぐ
↓
ナ
ラ
ス

⑱
熊
狩
↓
シ
シ
ヤ
マ

⑲
狩

場
↓
ク
ラ
テ

⑳
命
中
↓
ヨ
オ
ヨ
オ

⑪
糞
↓
シ
ダ
ミ

⑫
脱
糞

↓
シ
ダ
ミ
ホ
ロ
キ

⑬
追
い
込
む
↓
フ
テ
ル
（
熊
が
追
い
つ
め
ら

れ
た
こ
と
に
気
付
い
て
寝
て
動
か
ぬ
状
態
に
な
る
こ
と
を
指
す）

⑳
山
に
泊
る
↓
ス
ノ

⑮
寝
る
↓
フ
ス

⑳
弾
道
↓
ヤ
ミ
チ

⑰
山
刀
↓
キ
リ
ハ

⑱
槍
↓
ナ
メ

⑳
椀
↓
モ
ッ
ツ
オ

⑳
鍋

↓
ク
マ

⑪
箸
↓

テ
コ

⑫
笠
↓
ア
マ
プ
タ

⑬
引
返
す
↓
ム
ジ

ル

⑳
猿
↓
ア
カ
ッ

ペ

⑮
烏
↓

サ
ラ
イ

⑯
蓑
↓
ケ
ン
タ
イ

⑰
米
↓

ハ
ミ

⑱
塩
↓
カ
リ

⑳
味
噌
↓
ク
サ
リ

⑩
和
尚
↓

カ
ッ
ク
イ

＠
目
↓
ク
バ
リ

右
に
よ
れ
ば
こ
の
地
に
は
か
な
り
体
系
的
に
山
こ
と
ば
が
残
っ

て
お
り 、
マ
タ
ギ
集
団
で
遅
く
ま
で
山
こ
と
ば
を
使
っ

て
い
た
こ

と
が
わ
か
る 。

山
言
葉
を
間
違
え
た
り 、
山
中
で
里
言
葉
を
使
っ
た
り
す
る
と

先
輩
の
マ
タ
ギ
か
ら
厳
し
く
叱
責
さ
れ
た
と
い
う 。

マ
タ
ギ
小
屋
は
二
間
に
三
間
で 、
中
央
に
囲
炉
裏
が
あ
り 、
入

口
か
ら
見
て
右
手
の
座
に
「
ヤ
マ
サ
キ」
と
呼
は
れ
る
マ
タ
ギ
の

棟
梁
が 、
そ
の
向
い
に
古
参
が 、
座
し 、
入
口
側
と
そ
の
向
い
に

は
新
参
の
者
が
座
し
た 。
入
口
の
対
位
が
上
座
の
よ
う
に
見
え
る

が 、
そ
こ
は
煙
が
く
る
の
で
よ
く
な
い
の
だ
と
い
う 。
人
口
か
ら

見
て
右
奥
隅
に
棚
が
あ
り 、
そ
こ
に
飯
な
ど
を
置
い
た 。

ヤ
マ
サ
キ
は
熊
の
習
性
や
狩
猟
技
術 、

捕
獲
儀
礼
な
ど
を
熟
知

し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
か 、
山
の
地
形
や
気
象
条
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件
な
ど
に
つ
い
て
の
知
識
も
な
け
れ
ば
な
ら
な
い 。

に
つ
い
て

ー
ニ 、
三
日
晴
れ
る
と
雪
が
乾
く 。

カ
ン
デ
ナ
リ

0
（
勢
子）

7巻2号1 996. l 

O
カ
ン
デ

（
射
手）

ナ
リ
コ
ミ

t

↑
 0
 (
勢
子）ム

カ
ダ
テ

゜

（
指
令
・

ヤ
マ
サ
キ）

文学・芸術・ 文化

0
サ
イ
ジ
リ

（
射
手）

流下
＜
 

゜

サ
イ
ジ
リ
ナ
リ

（
勢
子） 上流

例
え
ば
雪
崩

そ
の
上
に
新

樋倉マタギ熊狩の布陣第1図

雪
が
降
っ
た
場
合
は
雪
崩
が
起
き
や
す
い 。
そ
ん
な
時
プ
ナ
林
を

歩
く
と
ビ
シ
ビ
シ
と
雪
が
し
ま
る
音
が
す
る 。
吹
雪
に
逢
う
と
体

カ
の
弱
い
人
か
ら
や
ら
れ
る 。
あ
る
時 、

激
し
い
吹
雪
に
逢
い 、

比
較
的
体
の
弱
い
マ
タ
ギ
が
命
を
落
と
し
た 。
と
こ
ろ
が 、
自
分

達
も
危
険
に
な
っ
た
の
で
死
者
を
峰
の
松
の
木
に
縛
っ

て
お
い
て

山
を
下
り 、
吹
雪
が
お
さ
ま
っ

て
か
ら
死
体
を
迎
え
に
行
っ
た
こ

と
が
あ
っ
た 。
シ
カ
リ
は
こ
の
よ
う
に
咄
嵯
の
判
断
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る 。
こ
の
地
で
は 、
山
で
死
ん
だ
者
は
山
の

神
の
前
を
通
し
て
は
な
ら
な
い
と
言
わ
れ
て
お
り 、
死
体
は
山
の

神
の
後
側
を
通
る
よ
う
に
し
て
運
ん
だ 。
ま
た 、
山
で
歌
を
歌
う

と
山
の
神
が
雪
崩
を
起
こ
す
と
も
伝
え
た 。

樋
倉
マ
タ
ギ
の
熊
狩
の
布
陣
は
第
1

図
の
通
り
で
あ
る 。
こ
の

図
は 、
沢
を
挟
ん
だ
両
斜
面
を
狩
場
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
が 、

―
つ
の
狩
場
の
ま
と
ま
り
の
こ
と
を
「
ク
ラ
テ」
と
呼
ぶ 。
例
え

ば 、
「
針
生
の
ク
ラ
テ」
「
角
楢
の
ク
ラ
テ」
と
い
っ
た
呼
び
方
を

す
る 。
こ
の
布
陣
に
よ
る
集
団
狩
猟
は
雪
上
で
行
う
の
が
条
件
で

あ
る 。
射
手
の
中
で
最
も
腕
の
良
い
者
は
中
心
的
な
待
ち
場
に
つ

く
の
で
あ
る
が
こ
れ
を
ム
ク
ラ
と
呼
ぶ 。
ム
ク
ラ
の
上
流
側
に
配

置
す
る
射
手
を
カ
ン
デ
II

上
手 、

下
流
側
に
配
置
す
る
射
手
を
サ

イ
ジ
リ
と
呼
ぶ 。
向
い
の
山
に
ム
カ
ダ
テ
（
向
立
て）
を
置
く 。

ム
カ
ダ
テ
は
射
手
や
熊
の
い
る
山
に
相
対
す
る
山
に
立
ち 、
熊
の
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動
き
を
観
察
し
な
が
ら
そ
の
動
き
を
模
倣
す
る
よ
う
な
形
で 、
そ

れ
を
向
い
山
の
射
手
に
伝
達
す
る
役
で 、
こ
れ
に
は
山
の
こ
と 、

狩
猟
の
こ
と
に
最
も
明
る
い
ヤ
マ
サ
キ
が
当
っ
た 。

ナ
リ
コ
ミ
と
は
「
嗚
り
込
み」
の
意
で
大
声
を
立
て
て
熊
を
追

う
役
目
を
意
味
し
て
い
る 。
ナ
リ
コ
ミ
は 、
本
来 、
熊
が
動
か
な

く
な
っ
た
時
ム
カ
ダ
テ
側
か
ら
入
れ
る
も
の
で
あ
る
が 、
カ
ン
デ

ナ
リ
・

サ
イ
ジ
リ
ナ
リ
も 、
「
カ
ン
デ
ナ
リ
コ
ミ」
「
サ
イ
ジ
リ
ナ

リ
コ
ミ」
の
略
で 、
随
時
セ
コ
と
し
て
働
く
の
で
あ
る
が 、

同
時

に
熊
が
ク
ラ
テ
か
ら
逃
れ
出
る
こ
と
を
防
ぐ
見
張
り
役
も
勤
め
る

こ
と
に
な
る 。
雪
が
消
え
て
ヤ
プ
に
な
る
と
こ
の
猟
法
は
威
力
を

失
う 。
弾
が
細
枝
に
さ
わ
っ

て
そ
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
の
で

そ
ん
な
時
は
弾
が
通
る
道
に
当
る
ヤ
ブ
を
山
刀
で
伐
っ

て
お
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い 。

熊
を
仕
止
め
た
時
は
「
ヨ
オ

ヨ
オ

ダ」
と
大
声
で
叫
ん
で

仲
間
に
知
ら
せ
る 。
熊
を
仰
伏
さ
せ 、
皮
を
剥
ぐ
の
で
あ
る
が 、

皮
に
刃
物
を
入
れ
る
こ
と
を
「
皮
目
を
立
て
る」
と
言
う 。
①
ま

ず 、
熊
の
下
唇
か
ら
下
に
向
か
っ

て
刃
物
を
入
れ
る
の
で
あ
る

が 、
山
刀
を
入
れ
る
前
に
「
シ
バ
シ
タ
ソ
ワ
カ」
と
三
回
唱
え

る 。
唱
え
終
る
と
下
唇
か
ら一
気
に
股
間
ま
で
切
る 。
下
唇
か
ら

刃
物
を
入
れ
る
と
い
う
こ
と
は 、
ニ
ホ
ン
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
の
「
月

の
輪」
を
切
る
こ
と
に
な
り 、
熊
の
生
命
を
絶
つ
呪
力
が
期
待
さ

始業生業民俗論 n

れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る 。
続
い
て
②
仰
臥
状
で
の
右
手
を
爪

先
か
ら
根
方
へ 、
③
左
手 、
④
右
足 、
⑤
左
足
の
順
で
刃
物
を
入

れ 、
全
体
の
皮
を
剥
が
す 。
皮
を
完
全
に
剥
ぎ
取
る
と 、
そ
れ
を

い
た
だ
き 、
そ
の
ま
ま
広
げ
て
熊
の
体
に
皮
を
掛
け
る
所
作
を
三

回
く
り
返
す 。

そ
れ
が
終
る
と
解
体
に
移
る 。
解
体
は
次
の
順
序
で
行
う 。
①

腹
の
内
皮
を
裂
く

②
肝
臓
と
胆
巫
を
取
る

③
心
臓
を
取
り
出

し 、
「
ホ
ナ
ワ
リ」
と
称
し
て
心
臓
に
十
字
を
三
回
刻
む 。
心
臓

は
山
の
神
に
供
え
る 。

④
シ
カ
リ
が
呪
文
を
唱
え 、
一
同
は
拍

手
し
て
礼
拝
す
る

⑤
仰
位
右
手
（
右
枝）
を
切
る

⑥
仰
位
左

手
を
切
る

⑦
仰
位
右
足
を
切
る

⑧
仰
位
左
足
を
切
る

⑨
頭

を
切
る

⑩
胴
を
二
分
す
る

⑪
胴
前
半
体
を
縦
に
二
分
す
る

⑫
胴
後
半
体
を
縦
に
二
分
す
る 。

猥
物
の
分
配
は
ヤ
マ
サ
キ
も
含
め
て
平
等
に
行
う 。
マ
タ
ギ
小

屋
に
泊
る
時
は
肝
臓
や
肺
な
ど
を
煮
て
食
べ
た 。
骨
は
分
配
し 、

血
は
腸
詰
め
に
し
て
里
へ
持
ち
帰
り 、
マ
タ
ギ
の
宴
会
の
時
煮
て

食
べ
た 。
血
の
腸
詰
め
は
次
の
よ
う
に
し
て
作
っ
た 。
棒
を
使
っ

て
大
腸
を
裏
が
え
し 、
よ
く
洗
う 。
血
と
脂
と
を
交
互
に
入
れ
て

両
端
を
縛
る 。
こ
れ
を
持
ち
掃
っ

て
煮
て
か
ら
切
っ

て
食
べ
る
の

で
あ
る 。
肉
の
処
理
に
は
二
種
類
の
方
法
が
あ
っ
た 。
夏
ま
で
保

存
し
よ
う
と
す
る
場
合
は
甕
か
樽
に
塩
漬
け
に
し 、
当
面
食
べ
る
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分
は
味
噌
煮
に
す
る
が 、
汁
が
な
く
な
る
ま
で
煮
詰
め
て
か
ら
甕

に
入
れ 、
石
の
オ
モ
シ
を
し
て
お
い
た 。
塩
漬
け
肉
は
田
植
時
に

も
ど
し
て
煮
て
食
べ
る
こ
と
も
あ
っ
た 。

熊
の
胆
は 、
売
っ
た
金
を
分
配
す
る
場
合
と 、
干
し
あ
げ
た
現

物
を
分
配
す
る
場
合
と
が
あ
っ
た 。
熊
の
胆
を
商
品
に
す
る
に

は 、
コ
タ
ツ
の
中
へ
吊
っ

て
お
き 、
揉
み
な
が
ら
板
に
挟
ん
で
形

を
整
え
た 。
熊
の
胆
は
春
早
く
獲
っ
た
熊
の
も
の
ほ
ど
良
質
だ
と

言
わ
れ 、
青
草
を
喰
っ
た
熊
の
胆
は
良
く
な
い
と
さ
れ
た 。
胆
汁

を
使
う
か
ら
で
あ
る 。

熊
の
皮
も
売
り
も
の
で
あ
り 、
こ
の
地
の
マ
タ
ギ
は
自
分
達
で

皮
張
り
を
し
た 。
ま
ず 、
捕
獲
し
た
熊
の
大
き
さ
に
応
じ
て
広
げ

た
熊
皮
の
縦
横
よ
り
も
長
い
十
五
セ
ン
チ
角
の
杉
材
を
組
ん
で
長

方
形
の
木
枠
を
作
る 。
こ
れ
を
「
ケ
タ」
と
呼
ぶ 。
ケ
タ
枠
を
依

り
ど
こ
ろ
と
し
て
縦
に
三
本 、
横
に
五
本
の
細
角
材
を
等
間
隔
に

結
び
つ
け 、
さ
ら
に 、
熊
の
毛
皮
の
胴
体
部
の
幅・
丈
に
沿
っ

て

四
寸
ほ
ど
の
余
裕
を
と
っ
た
寸
法
で 、
「
ホ
ケし
と
呼
ば
れ
る
杉

の
棒
材
を
長
方
形
に
な
る
よ
う
細
角
材
に
結
び
つ
け
る 。
熊
皮
の

手
足
・

頭
部
お
の
お
の
の
先
端
に
ロ
ー

プ
を
つ
け
て
ケ
タ
枠
に

縛
っ

て
ぴ
っ
し
り
と
張
る 。
頭
部
は
上
の
横
木
の
中
央
部
に
三
箇

所
く
く
る 。
熊
皮
の
胴
部
外
周
に
は
等
間
隔
に
穴
を
あ
け 、
糸
縄

（
ミ
ゴ
縄
即
ち
邸
芯
の
縄）
を
通
し
て
ホ
ケ
に
く
く
り
つ
け 、
た

文学・芸術・文化

る
み
の
な
い
よ
う
に
張
る 。
こ
う
し
て 、

十
日
か
ら
半
月
か
け
て

乾
燥
さ
せ
る
の
で
あ
る 。
も
と
よ
り
ケ
タ
枠
に
張
る
前
に
熊
皮
の

脂
を
取
り
除
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い 。
脂
と
り
は 、
山
刀
を
よ
く

研
ぎ 、
四
•

五
人
の
者
が
約
二
時
間
か
け
て
丁
寧
に
脂
を
除
く
の

で
あ
る 。
取
っ
た
脂
は
フ
ラ
イ
パ
ン
に
入
れ
て
火
を
か
け 、
油
に

す
る 。
こ
れ
を
髪
の
毛
に
つ
け
る
と
髪
が
黒
く
な
る
と
言
わ
れ
て

い
る 。こ

の
地
で
は
か
つ
て
カ
モ
シ
カ
も
捕
獲
し
た
の
で
あ
る
が 、
カ

な
め

モ
シ
カ
の
皮
の
鞣
し
は
コ
ヌ
カ
を
使
っ

て
脂
を
除
き 、
草
桂
を
履

い
て
皮
を
踏
む
と
い
う
方
法
を
と
っ
た 。

熊
皮
は
牝
の
も
の
よ
り
も
牡
の
皮
の
方
が
良
質
と
さ
れ
た 。
そ

れ
は 、
牝
は
仔
を
産
み 、
仔
に
乳
を
吸
わ
れ
る
た
め
に
腹
の
毛
が

薄
く
少
く
な
る
か
ら
で
あ
る 。
そ
の
よ
う
に 、
毛
の
少
く
な
っ

て

い
る
牝
熊
の
腹
の
毛
の
状
態
を
「
ヒ
バ
ラ」
と
呼
ん
だ 。

狩
猟
対
象
と
し
て
猿
を
狙
う
こ
と
も
あ
っ
た 。
猿
の
肉
は
女
性

の
体
を
暖
め
る
と
言
わ
れ
た 。
ま
た
猿
の
毛
皮
は
男
女
と
も
に
背

皮
と
し
て
利
用
し
た 。

兎
狩
は
鉄
砲
猟
の
他
に 、
バ
イ
と
呼
ば
れ
る
尺
五
寸
ほ
ど
の
棒

や 、
サ
ン
ダ
ワ
ラ
の
中
央
に
尺
五
寸
ほ
ど
の
棒
を
結
び
つ
け
把
手

と
し
た
も
の
を
投
げ
て
兎
を
獲
る
方
法
が
あ
っ
た 。
降
雪
の
あ

が
っ
た
日 、
雪
上
に
出
て
い
る
兎
の
上
を
通
過
す
る
よ
う
に 、
右
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の
猟
具
を
投
げ
る
と 、

兎
は
こ
れ
を
天
敵
の
鷹
と
錯
覚
し
て
木

の
根
の
下
に
で
き
た
空
間
に
逃
げ
込
む 。
猟
師
は
間
髪
を
入
れ

ず
そ
の
穴
の
上
に
雪
を
踏
み
込
ん
で
か
ら
捕
獲
す
る
と
い
う
も

の
で
あ
る 。

兎
の
食
法
に 、
肉
片
の
残
っ

て
い
る
ア
バ
ラ
骨
な
ど
を
叩
き
に

し
て
食
べ
る
方
法
が
あ
っ
た 。
平
石
の
上
で
金
鎚
を
使
っ

て
叩
く

の
で
あ
る
が 、
そ
の
際 、

水
で
も
ど
し
た
大
豆
や
豆
腐
カ
ラ
を
混

ぜ
な
が
ら
叩
き 、
そ
れ
を
団
子
に
し
て
煮
つ
け
て
食
べ
た
の
で
あ

る 。

始業生業民俗論 I]

熊
の
冬
眠
穴
籠
り
は
冬
至
か
ら
春
土
用
ま
で
だ
と
言
わ
れ
て
い

る
が 、

前
年 、
プ
ナ
の
実
が
豊
饒
の
年
は
二
十
日
ほ
ど
早
く
穴
か

ら
出
る
と
い
う 。
こ
の
地
で
は
ブ
ナ
の
実
の
こ
と
を
「
コ
ノ
ミ」

と
呼
ぶ 。
プ
ナ
林
の
雪
溶
け
は
ブ
ナ
の
幹
の
根
も
と
の
周
囲
か
ら

広
が
っ

て
ゆ
く 。
雨
が
幹
を
伝
っ

て
落
ち
る
の
で
そ
こ
か
ら
雪
が

消
え
て
ゆ
く
の
で
あ
る 。
こ
の
よ
う
に
し
て
雪
溶
け
が
径
五
甘
ほ

ど
に
な
る
と 、

積
雪
二
財
の
場
合
に
は
ブ
ナ
の
幹
を
中
心
に 、
深

さ
二
訳 、

径
五
訳
の
円
形
の
穴
が
で
き
て
い
る
こ
と
に
な
る 。
穴

か
ら
出
た
熊
が
こ
の
よ
う
な
円
形
穴
に
人
っ

て
前
年
の
秋
落
ち
て

幹
の
根
も
と
に
び
っ
し
り
と
た
ま
っ

て
い
る
ブ
ナ
の
実
を
夢
中
に

な
っ

て
食
べ
て
い
る
こ
と
が
あ
る 。
穴
か
ら
出
た
熊
は
腹
を
へ
ら

し
て
お
り 、
プ
ナ
の
実
は
最
高
の
御
馳
走
だ
と
い
う
こ
と
に
な

る 。
こ
の
よ
う
な
熊
は一
人
で
行
っ

て
も
狙
撃
で
き
る
も
の
だ
と

い
う 。
い
わ
ば
檻
の
中
の
熊
を
撃
つ
よ
う
な
も
の
で
あ
る 。

樋
倉
か
ら
奥
の
山
の
中
心
樹
木
は
プ
ナ
八
0
% 、
シ
ダ
ミ

（
ミ
ズ
ナ
ラ）
二
0
％
と
い
っ
た
比
率
で
あ
る 。
「
プ
ナ
の
実
が

不
作
の
年
は
熊
が
里
に
下
り
る」
と
言
わ
れ
て
い
る 。
プ
ナ
の
花

は
固
ま
っ

て
お
り 、
花
の
多
い
年
は
遠
く
か
ら
見
て
も
そ
れ
が
わ

か
る 。
そ
ん
な
年
は
熊
が
里
に
下
り
る
こ
と
は
な
い 。
先
に
も
ふ

れ
た
が 、
春 、
穴
か
ら
出
た
熊
が
ブ
ナ
の
青
葉
を
食
べ
始
め
る
と

胆
の
歩
止
り
が
悪
い
と
い
う 。
プ
ナ
の
葉
は
春
熊
の
好
物
で
あ

り 、
プ
ナ
の
芽
吹
き
は
標
高
の
低
い
と
こ
ろ
か
ら
高
い
と
こ
ろ
へ

と
移
動
す
る 。
春
熊
も
そ
れ
を
追
っ

て
低
い
と
こ
ろ
か
ら
高
い
と

こ
ろ
へ
と
移
動
す
る
の
で
あ
る 。
逆
に 、
ブ
ナ
の
実
は
高
い
と
こ

ろ
か
ら
実
り
始
め 、

実
り
は
次
第
に
低
い
と
こ
ろ
へ
と
移
動
す

る 。
秋
熊
は 、
プ
ナ
の
実
入
り
に
そ
っ

て
高
位
か
ら
低
位
へ
と
移

動
す
る
の
で
あ
る 。
そ
の
他
熊
は
栗
の
木
の
下
へ
も
や
っ

て
く
る 。

こ
の
地
に
は 、
「
熊
は
大
寒
•

小
寒
に
獲
っ

て
は
い
け
な
い 。」

「
寒
の
う
ち
は
熊
の
穴
を
の
ぞ
く
な」
と
い
う
マ
タ
ギ
の
掟
が
あ

り 、
こ
れ
は
厳
正
に
守
ら
れ
て
き
た 。
こ
の
禁
忌
伝
承
は 、
「
熊

は
寒
の
う
ち
に
仔
を
産
む」
と
い
う
伝
承
に
も
と
づ
く
も
の
で 、

種
の
保
存 、

資
源
の
保
全
を
目
的
と
し
た
伝
承
で
あ
る 。
し
か

し 、
穴
熊
を
全
く
獲
ら
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
く 、
一
二
月 、

雪
が
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固
ま
っ

て
か
ら
「
穴
見」
を
し
た
と
い
う
伝
承
も
あ
る 。

ロ
・

渓
流
漁
携

1996. 1 

1
・

マ
ス

こ
の
地
の
渓
流
漁
榜
の
中
心
は
マ
ス
漁
だ
っ
た 。
そ
れ
も 、

第

1
表
を
見
て
も
わ
か
る
通
り 、
み
ご
と
に
構
造
化
さ
れ
た
も
の
で

あ
っ
た 。
小
国
町
樋
倉
あ
た
り
に
は 、
毎
年
田
植
前
の
五
月
に
マ

ス
が
の
ぼ
っ

て
き
て
い
る 。
し
か
し 、
五
月
中
は
雪
代
が
濁
っ

て

お
り 、
ガ
ラ
ス
（
箱
メ
ガ
ネ）
が
効
か
な
い 。
ガ
ラ
ス
が
効
く
の

は
六
月
に
入
っ

て
か
ら
で
あ
る 。
し
か
し 、
田
植
直
後
で
も
水
温

は
十
度
と
冷
た
く 、

水
中
に
潜
っ

て
獲
る
こ
と
は
し
な
い 。
六
月

か
ら
七
月
上
旬
の
田
の
草一
番
草
ま
で
は 、
ハ
コ
メ
ガ
ネ
と
長
柄

の
ヤ
ス
を
使
っ

て 、
潜
ら
な
い
で
瀬
に
い
る
マ
ス
を
獲
る 。
ャ
ス

は一―
本
ヤ
ス
で 、

第
2

図
の
よ
う
に
離
頭
回
転
式
だ
っ
た 。
鉄
の

柄
が
六
十
セ
ン
チ
で
木
の
柄
が
二
•

五
認
で
あ
る 。
離
頭
部
即
ち

カ
サ 、
こ
の
地
で
言
う
「
ア
ゲ」
に
は
麻
糸
が
つ
け
ら
れ
て
お

り 、
そ
の
麻
糸
は
た
る
み
を
持
た
せ
て
柄
に
結
ば
れ
て
い
る 。
ヤ

ス
が
マ
ス
の
体
を
突
く
と
マ
ス
が
逃
げ
る
力
で
カ
サ
（
ア
ゲ）
が

ャ
ス
本
体
か
ら
離
れ 、
カ
サ
（
ア
ゲ）
が
強
く
引
か
れ
る 。
す
る

と 、
カ
サ
（
ア
ゲ）
が
回
転
し
て
マ
ス
の
体
を
貰
通
し
て
い
る
場

合
は
外
側
で 、
貫
通
し
て
い
な
い
場
合
で
も
体
内
で
の
抵
抗
が
強

く
な
り 、
マ
ス
が
逃
げ
ら
れ
な
く
な
る
と
い
う
も
の
で
あ
る 。

7巻2号文学 ・ 芸術・文化

七
月
中
旬
か
ら
下
旬
に
か
け
て
は
水
温
も
上
が
る
の
で 、

水
中

メ
ガ
ネ
を
か
け 、
ヤ
ス
も
木
柄
部
を一
認
の
短
い
も
の
に
し
て
淵

に
も
ぐ
っ

て
獲
っ
た 。
佐
藤
さ
ん
に
よ
る
と 、
こ
の
地
に
は 、
田

の
草
取
り
の
時
期 、
昼
休
み
の
十―一
時
か
ら―一
時
ま
で
の
二
時
問

の
間
に一―
•

三
人
の
仲
間
で
組
を
作
っ

て
マ
ス
獲
り
に
ゆ
く
習
慣

が
あ
っ
た
と
い
う 。
昼
休
み
と
い
う
短
い
時
間
に
マ
ス
獲
り
を
す

る
範
囲
は 、

樋
倉
を
中
心
と
し
て
川
下
の
五
味
沢
境 、
川
上
の
徳

網
上
の
末
沢
峠
へ
の
上
り
口
ま
で
の
四
キ
ロ
の
間
だ
っ
た 。
一
番

草
は
七
月
上
旬
な
の
で 、
ガ
ラ
ス
と
長
柄 、
―一
番
草
は
七
月
下
旬

な
の
で
水
中
メ
ガ
ネ
で
短
柄
ヤ
ス
だ
っ
た 。
昼
休
み
だ
け
で
も
三

匹
か
ら
五
匹
は
と
れ
た
と
い
う 。

樋
倉
の
標
高
は一―1
0
0
認
で
あ
る
が 、
荒
川
水
系
の
マ
ス
ド
メ

は 、

標
高
五
五
0
認
の
一
の
滝
と
そ
の
上
の―一
の
滝
を
過
ぎ 、
標

高
六
0
0
”い
の
滝
だ
っ
た 。
樋
倉
の
ム
ラ
か
ら
マ
ス
ド
メ
ま
で
は

約
十
ニ
キ
ロ
あ
り 、
六
月
か
ら
七
月
二
十
五
日
ご
ろ
ま
で
は
荒
川
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野本

水
系
で
マ
ス
獲
り
を
し
た 。
こ
の
頃
ま
で
に
荒
川
の
マ
ス
を
充
分

漁
獲
し
た
後 、
七
月
末
日
に
徳
網
の
対
岸
か
ら
末
沢
峠
を
越
え
て

三
面
水
系
の
末
沢
へ
入
っ
た 。
峠
を
下
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
末
沢
の

マ
ス
ド
メ
ま
で
は
約
八
キ
ロ
あ
り 、
標
高
三
五
〇
＼

四
五
〇
屈
の

こ
の
間
が
漁
場
と
な
っ
た 。
末
沢
ま
で
三
面
の
者
が
入
る
こ
と
は

絶
対
に
な
か
っ
た
の
で
こ
こ
は
三
面
川
水
系
で
は
あ
る
が
樋
倉
の

人
び
と
の
テ
リ
ト
リ
ー

だ
っ
た 。

八
月
に
な
る
と
三
面
川
水
系
の
岩
井
又
沢
上
流
部
へ
入
っ
た 。

岩
井
又
沢
は
さ
す
が
に
遠
く 、
行
き
つ
く
だ
け
で
一
日
か
か
っ

た 。
漁
場
は
標
高
五
0
0
”10
か
ら
五
五
0
屈
ほ
ど
で
あ
る 。
そ
の

日
は
野
宿
し 、
翌
日
マ
ス
猥
り
を
し
て 、
そ
の
日
の
う
ち
に
獲
っ

た
マ
ス
を
背
負
っ

て
樋
倉
に
帰
っ
た
の
で
あ
る 。
三
面
水
系
へ
の

遠
出
は
二
人
＼

四
人
で 、
そ
の
時
期
に
は 、
も
と
よ
り 、
水
中
メ

ガ
ネ
·

短
柄
ヤ
ス
で
淵
に
潜
っ

て
ヤ
ス
を
使
っ
た
の
だ
っ
た 。

当
地
で
は 、
こ
の
他
に 、
古
く
は
ホ
リ
マ
ス
即
ち
産
卵
期
の
マ

ス
を
獲
る
習
慣
が
あ
っ
た
が
昭
和
十
年
ご
ろ
に
は 、
樋
倉
を
含
む

五
味
沢
全
体
で
ホ
リ
マ
ス
を
獲
っ

て
は
い
け
な
い
と
い
う
と
り
決

め
を
し
た 。
資
源
保
全
の
た
め
で
あ
っ
た
の
だ
が 、
ホ
リ
マ
ス
は

味
も
よ
く
な
か
っ
た
の
で
こ
の
申
し
合
わ
せ
は
よ
く
守
ら
れ
て
い

た
と
い
う 。
ホ
リ
マ
ス
の
漁
獲
に
は
ボ
ー

ズ
ヤ
ス
と
呼
ば
れ
る
ヤ

ス
が
用
い
ら
れ
て
い
た 。
こ
の
ヤ
ス
は
離
頭
（
カ
サ
11
ア
ゲ）
が

始業生業民俗論 n

な
い
四
本
ヤ
ス
で 、
幅
五
寸•
針
の
長
さ
七
寸•
鉄
柄―
”101
で
こ

れ
に
一
•

五
討
の
木
の
柄
を
つ
け
た
も
の
だ
っ
た 。
産
卵
期
の
マ

ス
を
上
か
ら
の
ぞ
い
て
突
く
と
い
う
方
式
だ
っ
た 。
産
卵
を
終
え

た
マ
ス
の
こ
と
を
「
ホ
ッ
ク
サ
レ」
と
呼
ん
だ 。
「
ホ
ッ
ク
サ
レ」

即
ち
「
掘
り
腐
れ」
の
意
と
思
わ
れ
る 。

マ
ス
の
食
法
は
お
よ
そ
次
の
通
り
で
あ
っ
た 。
①
切
っ

て
焼

き 、
醤
油
を
つ
け
て
食
べ
る 。
②
煮
る

③
塩
び
き
に
し
て
保
存

し 、
焼
い
て
食
べ
る 。
④
ス
シ
潰
け
に
す
る 。
八
月 、
マ
ス
を
二

セ
ン
チ
幅
に
切
っ

て
塩
・

大
根
•

山
椒
の
菓•
飯
と
と
も
に
漬
け

こ
み 、
正
月
ま
で
置
い
て
食
べ
た 。
ス
シ
は
こ
の
期
間
に
自
然
発

酵
し
て
い
た 。
マ
ス
ズ
シ
は
一
斗
桶―
ぱ
い
潰
け 、
板
蓋
の
上
に

石
の
オ
モ
シ
を
の
せ
た 。
正
月
に
食
べ
る
の
を
主
目
的
に
す
る
の

だ
が 、
実
際
に
は
十
二
月
か
ら
二
月
ま
で
食
べ
た 。
マ
ス
の
腹
子

は
大
根
オ
ロ
シ
で
食
べ
た 。
こ
の
地
で
は
春
マ
ス
は
脂
が
あ
っ

て

う
ま
い 、
早
い
ほ
ど
う
ま
い
と
言
い 、
梅
雨
明
け
の
夏
マ
ス
は
脂

が
な
く 、

春
マ
ス
ほ
ど
は
う
ま
く
な
い
と
言
う 。
佐
藤
さ
ん
の
若

い
頃
に
は 、
一
人一
夏
二
十
本
の
マ
ス
を
獲
り 、
大
き
い
も
の
は

九
十
セ
ン
チ 、
五
キ
ロ
グ
ラ
ム
も
あ
っ
た
と
言
う 。
マ
ス
は 、
水

が
冷
た
い
ほ
ど
う
ま
く 、
水
が
暖
か
く
な
る
に
つ
れ
て
味
が
落
ち

る 、
切
り
口
が
赤
い
ほ
ど
う
ま
く 、
白
む
ほ
ど
味
が
落
ち
る
と
い

う 。
佐
藤
さ
ん
は 、
「
ダ
ム
が
で
き
た
時
は
淋
し
か
っ
た 。
今
で
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も
昔
の
春
マ
ス
の
味
は
忘
れ
ら
れ
な
い 。」
と
語
る 。

2
•
イ
ワ
ナ

イ
ワ
ナ
は
七
月・
八
月・
九
月
の
三
ヶ

月
間
に
獲
っ
た 。
イ
ワ

ナ
の
ホ
リ
は
十
月
末
か
ら
十一
月
初
旬
で
稲
刈
り
後
だ
っ
た 。
漁

法
は 、
釣
り・
ヤ
ス
・
カ
ギ
の
三
種
類
だ
っ
た 。
釣
り
は
疑
似
針

で 、
ヤ
マ
ド
リ
の
羽
毛
を
使
っ

て
作
っ
た 。
カ
ギ
は
洋
傘
の
骨
を

使
っ

て
作
っ
た
も
の
で 、
鉤
の
幅
は一
•

五
セ
ン
チ 、
鉄
の
部
分

は
十
セ
ン
チ
程
で
あ
る 。
そ
れ
に
竹
の
柄
を
連
接
す
る
の
で
あ
る

が 、
鉤
と
柄
と
の
間
に
は
ゴ
ム
紐
と
糸
と
が
つ
け
ら
れ 、
鉤
の
根

方
は
袋
式
で
イ
ワ
ナ
を
懸
け
る
と
鉤
と
柄
が
離
れ
る
よ
う
に
で
き

て
い
る 。
鉤
を
使
う
場
合
は
水
中
メ
ガ
ネ
を
か
け 、
腹
側
か
ら
ヒ

レ
を
狙
っ
ょ
う
に
し
た 。
イ
ワ
ナ
の
食
法
は 、
ス
シ
潰
け
•

塩
焼

•
煮
つ
け
な
ど
だ
っ
た 。

ヤ
マ
メ
も
釣
り
と
鉤
で 、
食
法
は
イ
ワ
ナ
と
同
様
で
あ
る
が 、

他
に
ナ
マ
ス
に
し
て
食
べ
た 。

3
•

共
同
の
毒
流
し

樋
倉
で
は 、
八
月
十
三
日 、
八
月
二
十
四
日
に
渓
流
魚
の
共
同

漁
携
を
行
う
こ
と
が
あ
っ
た 。
ム
ラ
中
総
出
で
毒
流
し
を
行
う
の

で
あ
る 。
前
者
は
盆
で
あ
り 、
後
者
は
山
神
々
社
の
祭
り
で
あ

る 。
盆
の
も
の
は
盆
魚
と
称
し
た 。
対
象
魚
種
は 、
イ
ワ
ナ
・

ヤ

マ
メ
・
カ
ジ
カ
・

ア
ユ
な
ど
で
あ
り 、
漁
法
は
瀬
干
し
兼
毒
流
し

文学 ・ 芸術 ・ 文化

だ
っ
た 。
瀬
干
し
の
方
法
は
草
と
土
と
を
混
ぜ
て
土
手
を
作
り 、

水
を
遮
断
し
て
瀬
を
干
す
と
い
う
形
で
あ
り 、
毒
は 、
ト
コ
ロ
の

根
を
砕
い
た
も
の
と 、
ク
ル
ミ
の
葉
・
ク
ル
ミ
の
実
の
皮
を
川
に

流
す
の
で
あ
る 。
獲
物
は
煮
た
り 、
焼
い
た
り
し
て
ム
ラ
中
で
共

食
し 、
酒
を
飲
ん
だ 。
毒
流
し
は一
年
間
に
こ
の
時
期
だ
け
で
あ

り 、
他
は
禁
じ
ら
れ
て
い
た 。
こ
こ
に
は
渓
流
魚
の
共
同
管
理
の

匂
い
が
あ
る 。

曰
・

採
集

1
•

木
の
実

m
．

栗

樋
倉
に
は
ム
ラ
共
有
の
栗
山
が
あ
っ
た
が
山
の
口
あ
け
と
い
う

慣
行
は
な
く 、
自
由
に
拾
っ
た 。
風
が
吹
け
ば
栗
の
実
が
落
ち
る

と
い
う
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
り 、
稲
刈
り
の
最
中
で
も
強
い
風

が
吹
け
ば 、
人
び
と
は
鎌
を
置
い
て 、
サ
イ
テ
ゴ
と
布
袋
を
持
っ

て
栗
拾
い
の
た
め
に
山
へ
入
っ
た 。
例
え
ば
昭
和
十
年 、
佐
藤
家

で
は
三
俵
の
栗
を
拾
い 、
う
ち
二
俵
は
五
味
沢
へ
売
り 、
一
俵
を

自
家
用
に
し
た 。

自
家
用
の
栗
は
次
の
よ
う
に
処
理
し
た 。

①

拾
っ

て
き
た
栗
を 、
水
を
替
え
な
が
ら
十
日
間
ほ
ど
水
に
潰
け 、

出
し
て
三
日
間
ほ
ど
干
す 。
俵
に
入
れ
て
保
存
す
る 。
②
拾
っ

て

き
た
栗
を
内
ニ
ワ
に
盛
り 、
砂
を
か
ぶ
せ
て
埋
め
る 。
雪
の
降
る

直
前
に
洗
っ

て
天
日
で
二
日
間
ほ
ど
干
す 。
俵
に
入
れ
て
天
井
か
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ら
吊
り
さ
げ
て
お
く 。
こ
う
し
て
お
く
と
雪
が
消
え
る
ま
で
保
存

で
き
た 。
子
供
達
は
俵
を
棒
で
つ
つ
い
て
栗
の
実
を
落
と
し 、
囲

炉
裏
で
焼
い
て
食
べ
た 。
栗
の
食
法
と
し
て
は 、
①
焼
く

②
茄

で
る

③
煮
る

④
栗
飯 、
な
ど
が
あ
る 。
栗
飯
に
す
る
に
は
シ

ブ
皮
を
除
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
が 、
そ
れ
に
は 、
水

受
け
の
羽
を
つ
け
た
水
車
式
の
籠
の
中
に
堅
皮
を
む
い
た
栗
の
実

を
入
れ 、
そ
れ
を
谷
川
に
か
け
る
と
い
う
方
法
を
と
っ
た 。
ウ
ル

チ
米
に
栗
を
混
ぜ
る
栗
飯
は
平
素
食
べ
た
が 、
晴
れ
の
日
は
襦
米

を
使
っ

て
栗
オ
コ
ワ
を
作
っ
た 。
正
月
に
は
栗
の
赤
飯
を
作
り 、

干
し
柿•
干
し
魚•
み
か
ん
・

毘
布
と
と
も
に
栗
を
供
え
た 。

②
•

栃
の
実

栃
の
実
に
も
山
の
口
あ
け
は
な
く 、
二
百
二
十
日
前
後
に
拾
っ

た 。
栃
の
実
の
ア
ク
ヌ
キ
法
は
次
の
通
り
で
あ
る 。
①
採
集
↓

②

叩
く
↓

③
煮
る
↓

④
皮
を
除
く
↓

⑤
砕
化
し
た
実
を
ア
ク
水
で
煮

る
（
ア
ク
即
ち
灰
は
プ
ナ
か
ナ
ラ
の
も
の
が
よ
い）
↓

⑥
ワ
ラ
ミ

ゴ
（
邸
の
芯）
で
▽
—

の
よ
う
な
形
を
作
り 、
煮
汁
に
ひ
た
し
て

み
て
こ
れ
に
幕
が
張
る
状
態
に
な
れ
ば
ア
ク
が
抜
け
て
い
る 。
幕

が
張
っ
た
状
態
を
「
鏡」
と
呼
ぶ 。
鏡
が
で
き
な
け
れ
ば
も
う一

度
ア
ク
汁
を
入
れ
て
煮
直
す
↓

⑦
実
を
入
れ
て
水
か
ら
煮
る 。
こ

れ
を
三
回
行
う 。
こ
の
よ
う
に
し
て
ア
ク
ヌ
キ
し
た
実
を
稲
と
混

ぜ
て
栃
餅
に
し
た 。
こ
の
他 、
皮
の
ま
ま
灰
を
か
け
て
休
め
て
お

始業生業民俗論l]

き 、
ア
ク
を
抜
く
方
法
も
あ
っ
た 。

③
・
ク
ル
ミ
・

山
ブ
ド
ウ

ク
ル
ミ
は 、
二
百
十
日
過
ぎ
の
晴
天
の
日 、
各
戸
か
ら
二
人
ず

つ
出
て 、
男
は
又
枝
竿
を
使
っ

て
コ
ジ
て
枝
を
折
り 、
女
が
そ
れ

を
拾
っ
た 。
採
集
し
た
実
は
各
戸
均
等
に
分
配
し
た 。
山
ブ
ド
ウ

は
秋
の
彼
岸
に
色
が
つ
く
が
ま
だ
酢
っ

ぱ
い 。
酢
っ

ぱ
い
う
ち
に

採
る
と
葡
萄
涌
が
た
く
さ
ん
で
き
る 。
壺
の
中
に
入
れ
て
お
き 、

砂
糖
を
入
れ
て
飲
ん
だ 。

2
•

山
菜

第
1

表
に
あ
る
種
類
を
中
心
に
採
取
し
た 。
ゼ
ン
マ
イ
は 、
種

と
し
て一
箇
所
二 、
三
本
残
す
も
の
だ
と
教
え
ら
れ
た 。
こ
の
地

の
田
植
は
六
月
二
十
日
か
ら
始
ま
っ
た 。
田
植
が
始
ま
る
前
の
六

月
十
九
日 、
女
達
は 、
「
田
植
の
野
菜
採
り」
と
称
し
て 、
ミ
ズ

・
フ
キ
・
ワ
ラ
ビ
・
ウ
ル
イ
・
シ
ド

キ
な
ど
を
採
り
に
山
へ
入
っ

た 。
ゼ
ン
マ
イ
は
田
植
野
菜
に
は
入
れ
な
か
っ
た 。
採
っ

て
き
た

山
菜
は
そ
の
日
に
ア
ク
ヌ
キ
等
の
処
理
を
し 、
煮
つ
け
て
お
い
て

田
植
期
間
中
に
食
べ
た 。

3
・

キ
ノ
コ

第
1

表
に
見
る
通
り 、
キ
ノ
コ
の
種
類
は
豊
か
で
あ
る
が 、
そ

の
ほ
と
ん
ど
が
ブ
ナ
の
木
に
生
え
る
点
が
注
目
さ
れ
る 。
例
え

ば 、
ナ
メ
コ
も
ブ
ナ
の
木
に
出
る
の
で
あ
る
が 、
木
器
加
工
の
た
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め
に
伐
っ
た
木
に
も
出
る 。
た
だ
し 、
す
べ
て
の
ブ
ナ
に
出
る
と

い
う
も
の
で
は
な
い 。
夏
伐
り
し
た
木
に
は
ナ
メ
コ
は
出
な
い 。

秋
ま
た
は
冬
に
伐
っ
た
木
に
出
る 。
細
い
木
に
は
次
の
年
に
出

て 、
二
年
で
終
り 、
太
い
も
の
は
三
年
目
か
ら
出
始
め
て
五 、
六

年
間
出
る
も
の
だ
と
い
う 。
し
た
が
っ

て 、
自
分
か
伐
っ
た
プ
ナ

の
木
の
位
置
を
覚
え
て
お
い
て
そ
こ
ヘ
キ
ノ
コ
採
り
に
行
く
と

い
っ
た
行
動
が
可
能
に
な
る 。

4
•

樹
皮

m・
オ
リ
カ
ワ
（
ウ
リ
ハ
タ
カ
エ
デ）

オ
リ
カ
ワ
と
い
う
呼
称
は
「
織
皮」
の
意
に
よ
る
と
考
え
ら
れ

る 。
オ
リ
カ
ワ
の
皮
は 、
八
月 、
立
木
の
ま
ま
内
皮
を
剥
い
で一

週
間
干
し 、
そ
の
ま
ま
冬
ま
で
保
存
し
て
お
く 。
秋
に
な
る
と
内

皮
は
剥
げ
な
く
な
る 。
「
コ
ン
ギ
ミ
ノ」
と
い
う
荷
を
背
負
う
時

に
背
中
に
当
て
る
ミ
ノ
と 、
ケ
ミ
ノ
と
い
う
雨
除
け
ミ
ノ
の
二
種

類
を
作
る 。

冬 、

蓑
に
編
ん
で
か
ら
シ
ブ
田
に
四
•

五
日
漬
け

る 。
シ
プ
田
に
漬
け
る
と
色
が
黒
く
な
る 。
蓑
は 、
す
べ
て
オ
リ

カ
ワ
で
編
ん
だ
も
の
と 、
邸
と
オ
リ
カ
ワ
を
使
い 、

外
側
に
出
る

と
こ
ろ
に
オ
リ
カ
ワ
を
使
う
も
の
と
が
あ
る 。
混
合
素
材
の
蓑
を

シ
プ
田
に
潰
け
る
と
オ
リ
カ
ワ
の
部
分
は
黒
く
な
る
が
邸
の
部
分

は
黒
く
な
ら
な
い 。
オ
リ
カ
ワ
の
瞬
は
粗
い
の
で 、
着
物
が
痛
ん

で
仕
方
が
な
い
の
で 、

作
り
た
て
の
年
は
他
人
に
貸
し
て
や
れ
と

文学 ・ 芸術· 文化

言
わ
れ
る
ほ
ど
だ
っ
た 。

②
・

マ
ダ
（
シ
ナ）

八
月
か
ら
九
月
上
旬
に
か
け
て
内
皮
を
剥
ぎ 、
一
ヶ
月
水
に
潰

け
て
お
い
て
内
皮
を
さ
ら
に
海
く
剥
ぎ 、
よ
く
洗
っ

て
干
し
あ
げ

て
か
ら
縄
に
絢
っ
た 。
こ
れ
を
莫
i

座
の
タ
テ
イ
ト

に
使
っ
た
の
で

あ
る 。③

•
山
ブ
ド
ウ
の
皮

六
月
末
か
ら
八
月
ま
で
に
剥
が
な
い
と
剥
げ
な
く
な
る 。
蔓
を

刈
っ

て
き
て
剥
ぐ
の
で
は
な
く 、
山
で
蔓
か
ら
直
接
に
皮
を
剥
い

で
く
る 。
ス
ワ
と
呼
ば
れ
る
腰
籠
や
背
負
い
ハ
ケ
ゴ 、
蛇
の
鞘
な

ど
を
作
っ
た 。
山
ブ
ド
ウ
の
蔓
を
切
る
と
実
が
採
れ
な
く
な
る
と

い
う
点
で
さ
さ
や
か
な
デ
ィ
レ
ン
マ
が
あ
っ
た 。

④
・
イ
タ
ヤ
（
イ
タ
ヤ
カ
エ
デ）
そ
の
他

内
皮
を
剥
ぎ 、
池
に
潰
け
て
お
い
て
箕
や
蛇
鞘
を
作
る
の
に

使
っ
た 。
ア
ケ
ビ
蔓
は
這
っ

て
い
る
蔓
を
九
月
下
旬
か
ら
十
月
上

旬
に
か
け
て 、
ま
だ
葉
の
あ
る
う
ち
に
採
り 、
ハ
ケ
ゴ
（
籠）
を

作
っ
た 。
マ
タ
タ
ビ
の
蔓
は 、

十
月
に
採
り 、
池
に
潰
け
て
お
い

て
冬 、
籠
な
ど
の
細
工
に
使
っ
た 。

5
•

草
本
類

ス
ゲ
は
九
月
上
旬
に
刈
り 、
ム
シ
ロ
を
織
っ
た 。
藁
よ
り
も
細

か
い
目
の
ム
シ
ロ
が
で
き
る
の
で
そ
れ
を
精
米
の
際
の
敷
き
物
に
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し
た 。
ガ
マ
は 、
七
月・
八
月
に
刈
り 、
ハ
ン
バ
キ
（
ハ
バ
キ）

•
草
履・
ハ
ケ
ゴ
な
ど
を
作
っ
た 。
ヒ
ヨ
リ
を
八
月
に
抜
き 、
陰

干
し
に
し
て
お
い
て
ケ
ミ
ノ
を
作っ
た 。
カ
ヤ
（
ス
ス
キ）
は
ム
ラ

の
共
有
山
が
あ
り 、
十
月
末
に
山
の
口
あ
け
を
し
た 。
屋
根
萱
は

こ
れ
に
よ
っ
た 。

野本

6
•

樹
木

「
コ
ウ
ス
キ」
と
呼
ば
れ
る
雪
か
き
ヘ
ラ
は
雪
国
の
人
び
と
の

生
活
必
需
品
で
あ
る 。
樋
倉
の
人
び
と
は 、
自
分
達
の
使
う
コ
ウ

ス
キ
は
自
分
達
で
作
っ
た 。
コ
ウ
ス
キ
の
素
材
は
ブ
ナ
で
あ
る

が 、
個
人
個
人
で
ブ
ナ
の
木
を
伐
り
倒
す
の
は
不
経
済
な
の
で 、

五 、
六
人
で
組
を
作
っ

て
山
へ
入
っ
た 。
山
の
奥
ま
で
入
り 、
枝

の
少
い
真
直
な
木
を
選
ん
で
伐
る
の
だ
が 、
「
風
を
受
け
る
と
こ

ろ
に
生
え
て
い
る
プ
ナ
の
木
の
材
は
割
れ
易
い」
と
い
う
口
誦
が

あ
り 、
人
び
と
は
こ
の
伝
承
に
耳
を
傾
け 、
風
を
受
け
な
い
位
置

に
生
え
て
い
る
ブ
ナ
を
伐
る 。
プ
ナ
を
伐
る
季
節
は
二
月
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と 、
そ
の
適
性
伐
期
も
し
っ

か
り
と
語
り
継
が
れ

あ
ら
ど

て
い
る 。
伐
り
倒
し
た
プ
ナ
か
ら
コ
ウ
ス
キ
の
粗
取
り
を
し 、
薄

く
割
っ
た
も
の
を
必
要
な
だ
け
取
っ

て
運
び
お
ろ
す 。
残
り
は
そ

の
ま
ま
に
し
て
お
く
の
で
あ
る
が 、
そ
れ
は
無
駄
に
す
る
の
で
は

な
く 、
前
述
し
た
よ
う
に
キ
ノ
コ
の
母
胎
と
し
て
利
用
で
き
る
の

で
あ
る 。

始業生業民俗論Il

佐
藤
さ
ん
の
若
い
こ
ろ 、
樋
倉
の
橋
む
こ
う
に
二
軒
の
木
地
屋

が
あ
っ
た 。
製
品
は 、
汁
椀•
盆
•

香
鉢
だ
っ
た 。
二
月 、
木
地

ど
り
に
適
し
た
木
を
伐
っ

て
お
き 、
秋
雨
の
増
水
時
に
山
か
ら
流

し
た 。
水
車
を
使
っ

て
木
地
挽
き
を
し
て
い
た
が 、
こ
ち
ら
も
木

を
無
駄
に
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た 。

③
・
ト
リ
キ
（
ク
ロ
モ
ジ）

冬
山
に
入
っ

て
兎
や
山
鳥
を
捕
獲
す
る
場
合
は
輪
カ
ン
ジ
キ
を

使
っ
た 。
ま
た 、
家
か
ら
表
通
り
に
出
る
時
に
も
輪
カ
ン
ジ
キ
を

つ
け
た 。
輪
カ
ン
ジ
キ
の
素
材
は
こ
の
地
方
で
ト
リ
キ
と
呼
ぶ
ク

ロ
モ
ジ
で
あ
る 。
九
月
に
伐
り 、
束
ね
て 、
根
の
方
を
下
に
し
て

池
の
中
に
十一
月
ま
で
立
て
て
お
く 。
落
葉
し
て
か
ら
の
も
の
が

大
丈
夫
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
が
遅
く
な
る
と
堅
く
な
る 。
早
過
ぎ

る
と
水
分
が
多
い
の
で
だ
め
だ
と
い
う 。
十一
月
に
池
か
ら
出
し

て
火
で
焙
り 、
足
を
使
っ

て
湾
曲
さ
せ
て
型
を
つ
け
る 。
カ
ン
ジ

キ一
足
分
に
四
本
の
ト
リ
キ
が
必
要
で
あ
る 。
片
足
分
に
前
後
二

本
を
使
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る 。
同
じ
太
さ 、
同
じ
長
さ
の
も
の

を
四
本
そ
ろ
え
る
の
は
容
易
で
は
な
い
と
い
う 。

こ
の
他 、
毎
年
三
月 、
燃
料
と
し
て
の
焚
木
を
伐
り 、
雪
上
を

ソ
リ
で
運
び
出
し
た 。
焚
木
伐
り
は
個
人
で
や
る
こ
と
も
あ
っ
た

し 、
共
同
で
行
う
こ
と
も
あ
っ
た 。
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國
・

農
業

7 巻 2号1996. 1 

1
・

カ
ノ
（
焼
畑）

佐
藤
家
の
農
業
は
昭
和
十
年
時
点
で
水
田一
町
歩・
定
畑一
反

歩 、
そ
れ
に
毎
年
カ
ノ
を
拓
い
て
い
た 。
カ
ノ
と
は
焼
畑
の
こ
と

で
あ
る 。
カ
ノ
は
草
山
の
草
を
刈
る
の
で
あ
る
が 、
こ
れ
は
夏
の

土
用
か
ら
七
月
下
旬
に
行
っ
た 。
八
月
上
旬
に
火
入
れ
を
し 、
焼

い
た
年
は
赤
カ
プ 、
大
根・
ソ
バ
を
蒔
い
た 。
二
年
目
に
は
小
豆

を
栽
培
し
た 。
掘
り
残
し
の
蕪
か
ら
出
た
芽
の
こ
と
を
「
フ
ク
タ

ツ」
と
呼
ん
だ 。
そ
の
フ
ク
タ
ツ
を
お
し
た
し
に
し
て
食
べ
る
と

苦
み
が
あ
っ

て
う
ま
か
っ
た 。
カ
ノ
ソ
バ
は
毎
年一
俵
ほ
ど
収
穫

し
た 。
ソ
バ
は
カ
イ
モ
チ
に
し
て
食
べ
た
の
で
あ
る
が 、

小
豆
を

煮
て
お
い
て
ソ
バ
カ
イ
モ
チ
に
混
ぜ
た
り 、
ク
ル
ミ
を
揺
っ

て
醤

油
を
入
れ
て
食
べ
た
り
し
た 。
水
田
が
一
町
歩
あ
る
と
こ
ろ
か

ら 、
こ
の
地
の
焼
畑
は
主
穀
型
で
は
な
く 、
補
助
型
で 、
漬
け
も

の
に
す
る
蕪
•

大
根
や
補
助
的
に
食
べ
る
ソ
バ
を
得
る
た
め
の
も

の
で
あ
っ
た 。

文学 ・ 芸術 ・ 文化

2
•

水
田
稲
作
と
そ
の
予
祝

―
町
歩
の
水
田
稲
作
を
行
っ

て
い
た
だ
け
に
稲
作
を
中
心
と
し

た
予
祝
儀
礼
が
盛
ん
だ
っ
た 。
一
月
十
五
日
に
は
稲
邸
の
芯
を
七

本
•

五
本・
三
本
と
ま
と
め 、
さ
ら
に
そ
の
根
も
と
を一
括
し
た

も
の
に
粒
状
の
餅
片
を
練
り
つ
け
た
も
の
を
作
っ
た 。
こ
れ
を
マ

ユ
玉
と
は
呼
ぶ
が 、
明
ら
か
に
餅
花
で
あ
り 、
稲
の
稔
り
の
予
祝

呪
物
で
あ
る 。
「
田
植
野
菜」
に
つ
い
て
は
先
に
ふ
れ
た
が 、
田

植
が
終
っ
た
日
に
「
タ
ワ
ラ
ユ
イ」
（
俵
結
い）
と
い
う
行
事
を

行
っ

た 。
朴
の
葉
の
上
に
精
米
の
繭
玉
（「
稲
穂」
と
も
い
う）

と
炒
っ
た
大
豆
を
盛
り 、
そ
の
上
に
も
う一
枚
の
朴
の
葉
を
逆
に

な
る
よ
う
に
か
ぶ
せ 、
そ
れ
を
認
で
し
ば
る 。
こ
れ
が
秋
の
俵
に

見
立
て
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る 。
田
植
が
終
る
と
お
の
お
の
の
家

で
こ
れ
を
作
り 、
ム
ラ
中
の
家
に
配
っ
た 。
こ
れ
は 、
年
頭
の
餅

花
と
は
別
の 、
田
植
に
随
伴
す
る
稲
作
予
祝
儀
礼
で
あ
る
こ
と
は

ま
ち
が
い
な
い 。
二
者
が
重
層
す
る
と
こ
ろ
に
稲
作
予
祝
の
意
味

の
重
さ
が
あ
る
と
言
え
よ
う 。

一
月
十
四
日 、
午
前
十
二
時
に
な
る
の
を
待
っ

て
焼
餅
と
小
豆

粥
を
門
松
に
あ
げ 、
そ
れ
が
済
む
と
直
ち
に
門
松
を
抜
い
て
庭
の

真
中
に
立
て
た 。
こ
れ
が
遅
れ
る
と 、
そ
の
家
の
田
に
鳥
が
来
る

と
言
い
伝
え 、
遅
れ
な
い
よ
う
に
務
め
た 。
一
月
十
五
日
に
は 、

ム
ラ
中
の
家
の
門
松
を
広
場
に
集
め 、
そ
の
周
囲
に
腿•
豆
ガ
ラ

•
麻
ガ
ラ
を
径一一
間
ほ
ど
に
立
て
並
べ
て 、
「
サ
イ
ト

ヤ
キ」
と

称
し
て
こ
れ
に
点
火
す
る
の
で
あ
る
が 、

周
囲
に
道
を
つ
け
て
お

き 、
「
ホ
ー」
「
ホ
ー」
と
叫
ん
で
そ
の
道
を
ま
わ
っ
た 。

十
四

日 、

十
五
日
と
つ
な
が
る
こ
の一―
つ
の
行
事
の
中
に
は
「
鳥
追

い」
の
予
祝
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る 。
サ
イ
ト

ヤ
キ
の
燃
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料
と
な
る
邸
と
豆
ガ
ラ
は
「
食」
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
り 、
麻

ガ
ラ
は
「
衣」
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
る 。
ま
た 、
邸
は
稲
作 、

豆
と
麻
は
畑
作
に
か
か
わ
る 。

一
月
十
五
日
に
は 、
こ
の
他 、
幅
ニ
セ
ン
チ
長
さ
十
五
セ
ン
チ

の
モ
チ
片
に
腿
の
吊
り
手
を
つ
け 、

居
間
の
周
囲
の
カ
モ
イ
に

そ
っ

て
五
十
セ
ン
チ
間
隔
で
吊
る
し 、
こ
れ
を
「
ア
ワ
ボ」
と
呼

ん
だ 。
当
地
は
粟
栽
培
に
力
を
入
れ
て
い
た
わ
せ
で
は
な
い
が 、

こ
れ
は
畑
作
予
祝
で
あ
る 。
他
に 、
一
月
十
五
日
に
は
ミ
ズ
キ
の

枝
に
団
子
を
刺
し
た
も
の
も
作
っ
た 。
一
般
の
繭
玉
に
相
当
す
る

も
の
で
あ
る 。
ま
た 、
柿•
梨
な
ど
の
木
に
対
し
て
蛇
を
入
れ
る

所
作
を
し
な
が
ら
「
ナ
ル
カ

ナ
ラ
ネ
ー

カ

ナ
ラ
ネ
ー
ト

キ
ル

ゾ」
と
唱
え
る
生
り
木
責
め
も
こ
の
日
に
行
っ
た 。

始業生業民俗論l]

四
•

川
魚
の
豊
漁
予
祝

さ
て 、
当
地
で
は一
月
十
五
日
に
い
ま―
つ
注
目
す
べ
き
儀
礼

を
行
っ

て
き
た 。
政
の
芯
を
網
状
に
組
み 、
そ
の
交
点
を
餅
で
固

め
た
も
の
を
作
り 、
こ
れ
を
「
網」
と
称
し
た 。
そ
し
て 、
こ
れ

を
恵
比
寿•
大
黒
に
供
え
た
の
だ
と
い
う 。
網
と
恵
比
寿
の
結
び

つ
き
に
注
H
し
て
み
る
と 、
こ
の
呪
物
が 、
川
魚
の
豊
漁
祈
願
の

た
め
に
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に
思
い
が
至
る 。
そ
し
て 、

そ
の
川
魚
の
中
心
は
マ
ス
だ
っ
た
の
で
あ
る 。
当
地
に
は
マ
ス
の

網
漁
は
な
い
が 、
網
が
マ
ス
漁
を
象
徴
す
る
も
の
と
見
る
こ
と
は

許
さ
れ
よ
う 。
赤
羽
正
春
氏
は
荒
川
下
流
部
の
サ
ケ
漁
に
つ
い
て

(1)
 

調
査
し 、
次
の
よ
う
な
事
例
を
報
告
し
て
い
る 。

a
•

新
潟
県
岩
船
郡
荒
川
町
鳥
屋

十
二
月
十
四
日
は 、

邸

で
直
径
十
セ
ン
チ
の
サ
ラ
を
作
り 、
煮
し
め
な
ど
を
用
水
の

と
こ
ろ
に
供
え
た 。
こ
の
晩
オ
オ
ス
ケ
・
コ
ス
ケ
が
の
ぼ
る

と
い
わ
れ 、
網
の
目
を一
＼

ニ
ヶ

所
切
っ

て
お
い
た 。

b
•

新
潟
県
岩
船
郡
荒
川
町
佐
々
木
—
�

十
二
月
十
四
日
の

晩 、
直
径
三
十
セ
ン
チ
の
既
皿
に
モ
チ 、
鮭
の
ヒ
レ
全
部 、

お
神
酒
を
盛
り 、
鮭
川
の
Jll
べ
り
に
お
い
て
お
が
む 。
お
神

酒
を
あ
げ
る
の
は
夜
中
の
十
二
時
頃
で 、

裸
に
な
っ

て
川
に

と
び
込
み 、
水
ご
り
を
と
っ

て
体
を
清
め
て
か
ら
銚
子
を
と

り 、
川
に
お
神
酒
を
た
ら
し
た 。
こ
の
日
の
晩 、
オ
オ
ス
ケ

•
コ
ス
ケ
が
の
ぼ
る
の
で
イ
ク
リ
ア
ミ
の
一
目
を
切
り 、
漁

に
は
出
な
か
っ
た 。

右
の
a
.
b
の
事
例
に
は
重
要
な
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
込
め
ら
れ
て

い
る 。
十
二
月
十
五
日
は
水
神
祭
り
で
あ
り 、
水
神
祭
り
の
日
に

漁
網
の
一
目 、
二
目
を
切
る
と
い
う
儀
礼
は 、
漁
網
使
用
放
棄
の

象
徴
行
為
で
あ
り 、
こ
の
こ
と
に
よ
っ

て 、
水
神
祭
り
の
日 、
サ

ケ
の
潮
上 、

産
卵
を
認
め 、
よ
っ

て
種
の
保
存 、
資
源
の
保
全
を

図
ろ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る 。
こ
の
行
事
に
お
け
る
漁
網
の
儀
礼
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的・
象
徴
的
意
味
は
見
逃
し
難
い 。
下
流
部·
上
流
部
と
離
れ
て

は
い
る
が 、
同
じ
荒
川
流
域
に
お
い
て
海
洋
回
循 、

河
川
回
帰
の

サ
ケ
・

マ
ス
に
関
し
て 、

水
神
祭
り
ー—

漁
網
|
ー

サ
ケ 、
と

い
う
構
造
に
対
し 、

小
正
月

模
造
漁
網

I
マ
ス 、
と
い

う
構
造
を
持
つ
行
事
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
輿
味
深
い 。
も
と

も
と 、

小
正
月
は
収
穫
物
や
そ
れ
に
か
か
わ
る
道
具
な
ど
の
模
造

品
や
ミ
ニ
チ
ュ
ア
を
作
っ

て
予
祝
を
行
う
要
素
が
多
様
に
展
開
さ

(
2
)
 

れ
る
の
で
あ
る
が 、
こ
の
日 、
漁
網
を
想
起
さ
せ
る
網
を
作
り 、

漁
の
守
り
神
で
あ
る
恵
比
寿
様
に
供
え
る
と
い
う
事
例
は
決
し
て

多
く
な
い 。
こ
れ
は 、
マ
ス
を
中
心
と
し
た
渓
流
魚
の
豊
漁
祈
願

で
あ
り 、
そ
れ
も
予
祝
的
盟
漁
祈
願
だ
と
見
て
ま
ち
が
い
な
か
ろ

う 。
先
に
見
た
通
り 、
こ
の
地
の
マ
ス
漁
の
実
態
は
み
ご
と
に
構

造
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た 。
そ
う
し
た
基
層
が
あ
っ

て
初
め

て 、
こ
の
よ
う
に
ユ
ニ
ー
ク
な
上
層
民
俗
が
生
成
さ
れ
る
の
で
あ

る 。

文学・芸術 · 文化

ニ
・

山
形
県
西
置
賜
郡
小
国
町
長
者
原

荒
川
支
流

川
水
系

藤
田
俊
雄
さ
ん
（
明
治
四
十
五
年
生
ま
れ）
は
祖
父
幸
四
郎

の
代
か
ら
続
い
た
当
地
の
マ
タ
ギ
で
あ
る 。

長
者
原
は 、

福
島

県
境
の
飯
豊
山
（
ニ
―
0
五
•

一
財）
の
北
斜
面 、

烏
帽
子
岳 玉

（―i
O
 
I

七•
八
訳）
・

北
股
岳
(―-
0
二
四
・

九
財）
な
ど
の

北
東
斜
面
を
水
源
と
す
る
玉
川
上
流
部
の
ム
ラ
で 、

藤
田
さ
ん

は 、
こ
れ
ら
の
山
々
で
狩
猟
を
行
い 、
玉
川
水
系
で
渓
流
漁
携
を

続
け
て
き
た
人
で
あ
る 。
以
下
は
藤
田
さ
ん
の
体
験
と
伝
承
に

よ
る 。日

・
狩
猟

1
•

熊
狩

熊
狩・
カ
モ
シ
カ
狩
は
マ
タ
ギ
集
団
で
行
っ
た 。
泊
り
こ
み
の

狩
猟
に
出
か
け
る
場
合
は 、

山
へ
入
る
気
持
に
な
っ
た
時
か
ら
山

言
菓
を
使
っ
た 。
先
輩
の
マ
タ
ギ
か
ら 、
山
へ
入
っ
た
ら
歌
を
歌

う
な
と
言
わ
れ
た 。
ま
た 、
に
ぎ
や
か
な
こ
と
を
し
て
も
い
け
な

い
と
言
わ
れ
た 。
そ
れ
は 、

山
の
神
様
は
女
で 、
山
の
神
様
が
歌

を
聞
く
と
気
を
ゆ
る
め
て 、
マ
タ
ギ
を
雪
崩
な
ど
か
ら
守
る
こ
と

を
忘
れ
て
し
ま
う
か
ら
だ
と
い
う 。

熊
を
捕
獲
し
た
場
合
は 、
熊
の
頭
を
谷
の
上
流
に
向
け
て
仰
位

に
寝
か
す 。
皮
を
剥
ぐ
こ
と
を
「
サ
ナ
デ
ル」
と
い
う 。
山
刀
を

持
っ
た
マ
タ
ギ
が
お
の
お
の
四
肢
を一
本
ず
つ
持
ち 、
手
足
の
爪

先
か
ら
刃
物
を
入
れ 、

中
央
に
向
か
っ

て
切
り
進
め
る 。
そ
れ
が

済
む
と 、
尻
か
ら
下
顎
に
向
け
て
刃
物
を
入
れ
る 。
皮
を
剥
が
し

て
し
ま
う
前
に 、
皮
を
体
に一二
回
ぶ
っ

つ
け
る 。
そ
れ
が
済
む
と

皮
を
完
全
に
剥
が
し
て
四
肢
の
部
分
を
寄
せ
る 。
次
に
腹
を
裂
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き 、
心
臓
を
取
り
出
し
て
刃
物
で
十
字
を
入
れ
る 。
次
に 、

熊

の
胆
を
取
る 。
続
い
て
以
下
の
よ
う
に
す
る 。

手
足
を
切
る
↓

顕
を
切
る
↓

胴
を
二
つ
に
切
る 。
心
臓
に
卜

字
を
入
れ
る
の

は 、
完
全
に
射
止
め
た
し
る
し
だ
と
い
う 。
ま
た 、
そ
の
心
臓

と 、
切
り
と
っ
た
熊
の
頭
を
据
え
て
山
の
神
に
お
礼
の
拝
礼
を

す
る 。
マ
タ
ギ
と
し
て
初
山
入
り
を
し 、
初
め
て
獲
物
を
獲
っ

た
時
に
は
片
貝
の
不
動
院
の
法
印
さ
ん
を
呼
ん
で
湯
立
て
を
し

て
も
ら
っ
た 。

始業生業民俗論 Il

2
・
カ
モ
シ
カ
狩

カ
モ
シ
カ
猟
は
寒
の
う
ち
に
行
っ
た 。
寒
中
は
雪
が
柔
か
い
の

で
カ
モ
シ
カ
の
走
力
が
鈍
く
な
る 。
ま
た 、
寒
中
に
捕
獲
し
た
カ

モ
シ
カ
の
皮
が
最
も
良
質
だ
と
言
わ
れ
て
い
る 。
寒
中
の
カ
モ
シ

カ
の
皮
は
脂
が
多
い
の
で
鞣
し
易
い
が 、
寒
が
明
け
て
春
に
な
る

と
脂
が
少
く
な
り 、
鞣
し
に
く
い
と
言
う 。
カ
モ
シ
カ
の
皮
の
鞣

し
方
は 、
薪
の
上
に
カ
モ
シ
カ
の
皮
を
内
側
を
上
に
し
て
広
げ 、

新
し
い
草
鮭
を
は
い
て 、
そ
の
上
を
二
日
間
踏
み
続
け
る
の
だ
と

い
う 。
カ
モ
シ
カ
の
皮
は
着
皮
（
背
皮）
と
し
て
最
も
優
れ
て
お

り 、
狩
猟
の
際
に
も
持
参
し
た 。
藤
田
さ
ん
に
よ
る
と 、
天
気
の

良
い
日
に
カ
モ
シ
カ
の
皮
を
着
て
歩
く
と 、
真
冬
で
も
暑
く
て
歩

け
な
い
ほ
ど
だ
と
い
う 。
そ
ん
な
時
は 、
脱
い
で
細
長
く
畳
み 、

背
中
に 、
斜
め
に
背
負
っ

て
歩
い
た
も
の
だ
と
い
う 。

口
・

マ
ス
漁

第
2
表
に
見
る
通
り 、
こ
の
地
の
マ
ス
漁
は
極
め
て
合
理
的
に

組
み
立
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る 。
毎
年
六
月
末
か
ら
七
月
初
め
に

か
い

ら

ぎ

か
け
て
梅
花
皮
温
泉
の
温
泉
開
き
が
あ
る
の
だ
が 、
そ
の
頃 、
マ

ス
は
大
フ
タ
ガ
リ
沢·
オ
ー

ヘ
ズ
イ
と
い
う
二
箇
所
の
難
所
を
く

ぐ
り
ぬ
け
て
梅
花
皮
沢
ま
で
上
っ

て
い
る 。
こ
の
地
に
は 、
「
ウ

ツ
ギ
の
花
ざ
か
り
が
マ
ス
の
盛
り」
と
い
う
口
誦
が
あ
る
が 、
ウ

ツ
ギ
の
花
ざ
か
り
が
マ
ス
の
潮
上
の
盛
り
な
の
で
あ
る 。

六
月
末
か
ら
七
月
い
っ

ぱ
い
は
玉
川
本
流
で
マ
ス
を
獲
る
の
で

あ
る
が 、
地
理
的
自
然
環
境
の
特
色
に
よ
っ

て 、
こ
の
地
で
は
独

自
な
マ
ス
漁
を
強
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た 。
六
月
か
ら

七
月
い
っ

ぱ
い 、
こ
の
地
で
は 、

午
後
に
な
る
と
雪
代
が
増
水

し 、
し
か
も
濁
っ

て
き
て
マ
ス
が
見
え
な
く
な
る
の
で 、
こ
の
期

間
の
マ
ス
漁
は 、
水
の
澄
ん
で
い
る
午
前
十
時
か
ら
十
二
時
半
ま

で
だ
っ
た
と
い
う 。
早
朝
は
早
朝
で
水
が
冷
た
い
の
で
あ
る 。
午

後
に
至
っ

て
雪
代
が
増
水
す
る
と
い
う
の
は 、
二
0
0
01;
 級
の

飯
豊
山
塊
北
斜
面
の
雪
か
午
前
中
に
溶
け
そ
れ
が
午
後
玉
川
本
流

ま
で
下
っ

て
く
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る 。
八
月
に
な
る
と一
日
中

水
が
澄
む
し 、
水
温
も
上
昇
す
る
の
で一
日
中
マ
ス
漁
が
で
き
る

こ
と
に
な
る 。

出
水
の
際
は
投
網
を
使
う
の
で
あ
る
が 、

平
常

時 、
渇
水
時
に
は
水
中
メ
ガ
ネ
を
か
け
て
潜
水
し 、
ヤ
ス
を
使
っ
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て
淵
に
い
る
マ
ス
を
突
く
の
で
あ
る 。

こ
の
地
の
ヤ
ス
は一一
本
ヤ
ス
で 、
回
転
式
の
離
頭
が
つ
い
た
も

の
で
あ
る 。
カ
サ
と
呼
ば
れ
る
離
頭
は
樋
倉
の
も
の
と
同
形
式

で 、
マ
ス
を
貫
通
し
た
場
合
回
転
し
て
抵
抗
が
大
き
く
な
る
よ
う

に
作
ら
れ
て
い
る 。
―一
本
の
針
の
幅
は
六
＼

七
セ
ン
チ 、

針
の
長

さ
は
二
十
五
セ
ン
チ 、
鉄
の
柄
が一
"10 、
そ
れ
に一

、
二”10
の
ナ

ラ
製
の
柄
を
つ
け
る 。
こ
れ
と
は
別
に 、
瀬
に
い
る
マ
ス
を
狙
う

場
合
は一―
•

五
認
の
柄
を
つ
け
る 。
俊
雄
さ
ん
が
小
学
校
へ
入
学

す
る
頃
に
は
ま
だ
水
中
メ
ガ
ネ
を
使
う
習
慣
は
な
く 、
そ
の
頃

は 、

鉄
の
部
分
七
十
セ
ン
チ 、
柄
五
十
セ
ン
チ
の
鉤
を
使
っ

て

7 巻2号1996. 1 
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ヽ

こ
°

,
t

 
八
月·
九
月
は
五
•

六
人
の
マ
タ
ギ
組
で 、
梅
花
皮
沢 、
檜
山

沢 、
大
又
沢
へ
入
っ
た 。
大
又
沢
で
は
標
高
六
0
01;
ほ
ど
の
と

こ
ろ
に
千
本
峰
の
滝
と
呼
ば
れ
る
滝
が
あ
り 、
そ
こ
が
マ
ス
ド
メ

II
ウ
オ
ド
メ
に
な
っ

て
い
た 。
檜
山
沢
に
も
マ
ス
ド
メ
の
滝
が

あ
っ
た 。
マ
タ
ギ
組
の
棟
梁
を
「
ヤ
マ
サ
キ」
と
呼
ぶ
が 、
ヤ
マ

サ
キ
は
狩
猟
の
時
だ
け
で
な
く
マ
ス
漁
の
際
に
も
漁
を
と
り
し

(
3)
 

き
っ
た 。
梅
花
皮
沢・
檜
山
沢・
大
又
沢
へ
入
る
時
は
山
中
に一

泊
す
る
の
で
あ
る
が 、
ヤ
マ
サ
キ
は
泊
る
場
所
を
決
定
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た 。
ま
た 、
集
団
漁
携
に
馴
れ
な
い
者
は
早
く
獲

り
た
い
の
で
自
分
だ
け
先
に
行
き
た
が
る
も
の
だ
が 、
そ
う
す
る

と
魚
が
逃
げ
る
の
で 、
魚
を
見
る
時
は一
同
同
時
に
見
る
よ
う
に

戒
め
た 。
獲
物
の
マ
ス
は
清
水
に
潰
け
て
お
き 、
ナ
マ
の
ま
ま
持

ち
帰
る
の
で
あ
る
が 、
荷
持
ち
役
は 、
三
人
分
の
荷
物 、
獲
物
を

背
負
籠
に
入
れ
て一
人
で
持
つ
と
い
う
き
ま
り
が
あ
っ
た 。
荷
持

ち
役
を
指
名
す
る
の
も
ヤ
マ
サ
キ
の
仕
事
で
あ
る 。

同
じ
山
中
の
谷
で
も 、
大
又
沢
に
比
べ
て
梅
花
皮
沢・
檜
山
沢

の
方
が
水
が
冷
た
か
っ
た 。
大
又
沢
は
北
西
向
き
に
流
れ 、
陽
当

り
が
よ
い
の
で
水
温
が
高
い
の
で
あ
る 。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら 、

梅
花
皮
沢
・

捨
山
沢
の
マ
ス
は
気
温•
水
温
の
あ
が
る
八
月
中
に

獲
り 、
大
又
沢
の
マ
ス
は
九
月
に
人
っ

て
か
ら
獲
る
こ
と
に
し
て

始業生業民俗論Tl

い
た 。
こ
こ
に
は 、
地
形
や
日
照
と 、
そ
れ
に
も
と
づ
く
水
温
の

相
違
を
見
て
漁
期
を
ず
ら
し
て
漁
場
移
動
を
図
る
と
い
う
じ
つ
に

合
理
的
な
渓
流
漁
榜
が
展
開
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る 。
こ
の
よ
う

な
行
動
様
式
は一
朝一
夕
に
成
る
も
の
で
は
な
く 、
こ
れ
は
長
い

間
の
マ
ス
漁
が
民
俗
と
し
て
定
着
し
て
き
た
事
情
を
よ
く
物
語
っ

て
い
る
の
で
あ
る 。

こ
の
地
に
は
「
止
め
沢」
と
い
う
言
葉
が
あ
る 。
か
つ
て 、
西

の
又
沢
の
中
の一
沢 、
檜
山
沢
の
中
の
二
沢 、
大
又
沢
の
中
の
一

沢
を
止
め
沢
に
す
る
と
い
っ
た
慣
行
が
あ
っ
た
と
い
う 。
い
う
ま

で
も
な
く 、

種
の
保
存・
資
源
の
保
全
の
た
め
の
配
慰
で
あ
っ

た 。
玉
川
水
系
に
マ
ス
が
渕
上
し
た
時
代 、
藤
田
さ
ん
は一
夏
平

均
五
十
本
の
マ
ス
を
獲
っ

て
い
た
と
い
う 。
最
も
た
く
さ
ん
獲
っ

た
の
は
梅
花
皮
沢
の
出
口
で 、
二
日
で
二
十一
本
獲
っ
た
こ
と
が

あ
っ
た 。
マ
ス
は
自
家
用
の
他 、
飯
田
温
泉
（
梅
花
皮
沢
温
泉）

で
も
よ
く
は
け
た 。

自
家
用
は 、
次
の
よ
う
に
し
て
食
べ
た 。

①
ス
シ
漬
け
II

七
月・
八
月
に
潰
け
こ
み 、
正
月
を
中
心
と
し
て

冬
中
食
べ
た 。
正
月
ご
ろ
に
は
自
然
発
酵
し
て
い
た 。
②
塩
引
き

II
二
日
間
塩
潰
け
に
し 、
尾
を
迎
で
く
く
っ

て
頭
を
下
に
し
て

吊
っ

て
お
き 、
必
要
に
応
じ
て
切
っ

て
食
べ
た 。
③
焼
き
マ
ス
11

マ
ス
を
焼
い
て
か
ら
さ
ら
に
焙
炉
で
焙
り 、
よ
く
乾
燥
さ
せ
て
か

ら一
斗
罐
に
人
れ
て
保
存
し 、
身
を
ほ
ぐ
し
て
山
菜
な
ど
を
煮
る
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時
の
出
し
と
し
て
使
っ
た 。
マ
ス
の
食
法
が
暮
ら
し
に
密
着
し 、

変
化
に
富
ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か
る 。

こ
の
地
の
イ
ワ
ナ
漁
は
釣
り
専
門
で 、
毛
針
を
使
っ
た 。
毛
針

は 、
鶏
の
足
の
ツ
ケ
根
の
羽
根
が
好
ま
れ
た 。

当
地
の
山
の
神
祭
り
は
九
月
七
日
で
あ
る
が 、
こ
の
日 、
五
色

の
ボ
ン
デ
ン
を
立
て 、
マ
ス
と
イ
ワ
ナ
を
神
憫
と
し
て
さ
さ
げ

た 。
身
近
な
魚
を
あ
げ
た
の
だ
と
言
え
ば
そ
れ
ま
で
で
あ
る
が 、

マ
ス
と
イ
ワ
ナ
を
山
の
神
様
に
供
え
る
と
い
う
伝
統
の
背
後
に

は 、
マ
ス
も
イ
ワ
ナ
も 、
山
の
恵
み
で
あ
り 、
山
の
神
の
恵
み
で

あ
る
と
い
う
認
識
が
あ
っ
た
の
で
あ
る 。
正
月
の
マ
ス
ズ
シ
と
併

せ
て
考
を
る
と
き 、
マ
ス
が
山
の
人
び
と
に
と
っ

て
重
要
な
蛋
白

源
で
あ
る
と
と
も
に
貴
重
な
神
餓
で
あ
り 、
儀
礼
食
で
あ
っ
た
こ

と
が
わ
か
る 。

こ
の
地
に
は 、
三
月
下
旬
か
ら
四
月
中
旬
に
か
け
て
「
ハ
ル

キ」
と
称
し
て
焚
木
を
山
か
ら
伐
り
出
し 、
雪
上
を
ソ
リ
で
搬
出

す
る
習
慣
が
あ
っ
た 。

文学・ 芸術・ 文化

三
•

山
形
県
東
田
川
郡
朝
日
村
中
向
|
ー

赤
川
水
系
大
鳥
川

東
大
鳥
川•
西
大
鳥
川
の
水
を
塞
き
止
め
て
作
っ
た
の
が
荒
沢

ダ
ム
で 、
中
向
は 、
そ
の
す
ぐ
下
流
左
岸
の
ム
ラ
で
戸
数
は
十
四

戸 、
か
つ
て
は
マ
ス
漁
が
盛
ん
だ
っ
た 。
以
下
は 、
同
地
に
住
む

亀
井
寿
太
郎
さ
ん

る 。

（
大
正
二
年
生
ま
れ）
の
体
験
と
伝
承
で
あ

H
・

マ
ス
漁

桜
が
咲
く
頃一
番
マ
ス
が
上
っ

て
く
る 。
だ
か
ら
サ
ク
ラ
マ
ス

と
い
う
の
だ
と
亀
井
さ
ん
は
語
る 。
そ
れ
は
こ
の
地
の
田
植
の
頃

で
も
あ
る 。
一
番
マ
ス
の
こ
と
を
「一
番
の
ぼ
り」
と
も
呼
ぶ 。

一
番
の
ぼ
り
の
マ
ス
は
目
方
の
割
に
体
長
が
短
い 。
太
短
い 。
味

は
こ
れ
が
最
高
で
あ
る 。
二
番
の
ぼ
り
は
ち
ょ
っ
と
遅
れ
る 。

「
三
番
の
ば
り」
は
麦
刈
り
の
頃
で 、
体
に
斑
点
が
あ
り 、
目
方

の
割
に
体
長
が
長
い 。
こ
の
地
に
は 、
「
三
番
の
ぼ
り
の
多
い
年

は
マ
ス
が
多
い」
と
い
う
口
誦
が
あ
る 。

マ
ス
の
ホ
リ
は
稲
刈
の
頃
で 、
産
卵
を
終
え
た
マ
ス
の
こ
と
を

「
ホ
ッ
ト
ー
レ」
と
呼
ぶ 。
「
掘
り
倒
れ」
の
意
と
思
わ
れ
る 。

サ
ケ
・

マ
ス
と
も
に
雌
に
は
「
命
と
り
卵」
と
い
う
も
の
が
あ

る 。
最
後
に一
二
粒
ほ
ど
残
っ

て
い
る
卵
を
こ
の
よ
う
に
呼
ぶ
の
だ

と
い
う 。
サ
ケ
も
マ
ス
も 、
最
後
の
一
粒
に
な
る
ま
で
掘
り 、
そ

れ
で
お
の
れ
の
生
命
を
終
え
る
の
で
あ
る 。
「
春
は
マ
ス
が
の

ぼ
っ

て
く
る 、
秋
は
サ
ケ
が
や
っ

て
く
る 、
盆
前
に
な
る
と
ア
ユ

が
大
き
く
な
る 。」
ー
ー

う
ま
く
で
き
て
い
る
も
の
だ 、
と
亀
井

さ
ん
は
語
る 。
下
流
部
に
梁
が
な
か
っ
た
頃
に
は
こ
の
地
で
も
サ

ケ
を
獲
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
が 、
こ
の
地
の
メ
ル
ク
マ
ー

ル
は
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マ
ス
だ
っ
た 。
「
ア
ユ
は
稲
の
花
水
を
飲
ん
で
か
ら
下
る 。」
と
い

う
美
し
い
口
誦
が
あ
る 。
稲
の
花
が
散
り 、
そ
れ
が
水
に
落
ち 、

そ
の
水
が
川
に
流
れ
こ
む
頃
ア
ユ
が
下
る
と
い
う
の
で
あ
る 。

同
じ
赤
川
水
系
で
も
大
鳥
川
に
比
ぺ
て
梵
字
川
の
方
が
水
が
冷

た
い
の
で
マ
ス
漁
の
最
盛
期
が
半
月
ず
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
る 。

同
じ
魚
種
を
対
象
に
し
て
も 、
河
川
環
境
に
よ
っ

て
漁
具
や
漁

法
が
異
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る 。
左
岸
中
向
と
右
岸
の
下
田

沢
（
青
龍・
虻
崎）
の
マ
ス
漁
場
は
隣
接
し 、
最
大
隔
離
約
四
キ

ロ
で
あ
る
が 、
両
者
の
漁
具
漁
法
は
大
き
く
異
っ

て
い
た 。
中
向

が 、
セ
ブ
チ
ト

ア
ミ
（
瀬
打
投
網）
を
主
と
し 、
ヤ
ス
漁
を
従
と

し
た
の
に
対
し
て 、
下
田
沢
は
ヤ
ス
漁
を
主
と
し 、
フ
ネ
ブ
チ
ト

ア
ミ
（
舟
打
投
網）
を
従
と
し
た 。
マ
ス
漁
期
と
農
繁
期
が
重

な
っ

て
い
る
折
に
は
昼
休
み
だ
け
マ
ス
漁
を
し
た
の
で
あ
る
が 、

下
田
沢
で
は
ヤ
ス
漁
を 、

中
向
で
は
投
網
漁
を
し
た 。
こ
の
こ
と

は 、

中
向
の
漁
場
テ
リ
ト
リ
ー

の
河
川
環
境
と
し
て 、

瀬
が
多

く 、
逆
に 、
下
田
沢
の
テ
リ
ト
リ
ー

に
淵
が
多
か
っ
た
と
い
う
こ

と
と
か
か
わ
る 。

亀
井
さ
ん
は
セ
プ
チ
ト

ア
ミ
の
本
場
に
属
し
て
い
た
だ
け
に
マ

ス
の
投
網
漁
に
関
し
て
は
じ
つ
に
詳
細
な
伝
承
を
持
っ

て
い
る

C

セ
ブ
チ
ト

ア
ミ
と
フ
ネ
プ
チ
ト

ア
ミ
の
相
違
は
お
よ
そ
次
の
通
り

で
あ
る 。

始業生業民俗論Il

a
・

セ
プ
チ
11

目
の
対
角
寸
法
は
一
寸 、

太
め
の
糸
で
六
＼

七

段 、
丈
は一
間
半 、
ア
シ
（
錘）
は
軍
く
す
る 。

b
・
フ
ネ
プ
チ
11
目
の
対
角
寸
法
は一
寸
二
分 、
糸
は
セ
ブ
チ
よ

り
細
く 、
ア
シ
は
セ
プ
チ
よ
り
軽
く 、
丈
は
セ
プ
チ
よ
り
長

く
す
る 。

原
理
的
に
糸
が
細
け
れ
ば
ア
シ
は
軽
く
て
よ
い
こ
と
に
な
る 。

右
の
目
寸
法
は
下
部
の
も
の
で 、
上
部
は
さ
ら
に
粗
く
て
も
よ

い 。
網
丈
は
長
い
方
が
破
ら
れ
る
率
が
少
い 。
網
の
差
異
は
瀬
と

淵
と
い
う
河
川
環
境
の
み
に
よ
っ

て
生
ず
る
と
は
限
ら
な
い 。
例

え
ば 、
同
じ
セ
プ
チ
で
も 、
若
者
が
使
う
網
と
老
人
が
使
う
網
と

で
は
差
異
が
あ
る
の
は
自
然
の
こ
と
で
あ
る 。
若
者
の
使
う
投
網

の
糸
は
太
く 、
ア
シ
は
重
い 。
水
勢
の
強
い
と
こ
ろ
の
獲
物
が
狙

え
る
の
で
あ
る 。
そ
れ
に
対
し
て 、
老
人
の
投
網
の
糸
は
細
く 、

足
は
軽
い 。
水
の
弱
い
と
こ
ろ
で
な
け
れ
ば
打
て
な
い
か
ら
で
あ

る 。
体
力
の
弱
い
者
は 、
た
と
え
水
の
強
い
と
こ
ろ
へ
網
を
打
っ

て
も
魚
を
取
り
出
し
に
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
の
だ 。

フ
ネ
プ
チ
ト

ア
ミ
は
「
ヨ
プ
チ」
（
夜
打
ち）
が
中
心
だ
っ

た 。
川
舟
の
紬
先
を
上
流
に
向
け
て
松
明
を
つ
け
な
い
で
マ
ス
の

集
ま
る
淵
に
入
る 。
舟
に
は 、
紬
乗
り・
中
乗
り
・

鑢
乗
り
の
三

人
が
乗
り 、

紬
↓

中
↓

肱
の
順
で
リ
レ
ー

式
に
網
を
打
つ
の
だ
と

、う
つ。
し
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セ
ブ
チ
ト

ア
ミ
を
使
う
場
合
は 、
瀬
の
中
で
泡
が
立
っ

て
い
る

と
こ
ろ
を
狙
っ °
泡
が
立
っ

て
い
る
と
こ
ろ
に
マ
ス
が
い
る
か
ら

で
あ
る 。
そ
れ
も 、
瀬
の
下
側
か
ら
斜
上
に
向
け
て
打
つ 。
投
網

が一
ぱ
い
に
広
が
る
と
マ
ス
が
逃
げ
る
の
で 、

据
物
線
状
に
投
げ

な
い
で 、

水
す
れ
す
れ
に
打
ち 、
落
ち
る
瞬
間
に
開
く
よ
う
に
す

る 。
網
の 、
上
三
分
の
二
ほ
ど
を
た
め
る
つ
も
り
で
打
つ
の
が
よ

い
と
い
う 。

亀
井
さ
ん
の
家
に
は
鉛
の
錘
の
鋳
型
が
あ
っ
た 。
投
網
を
何
年

も
使
う
と
錘
が
減
っ

て
く
る
の
で
鋳
直
し
て
使
っ
た
の
で
あ
る 。

戦
争
中
に
は
鉛
が
手
に
入
ら
な
く
な
っ
た
の
で
投
網
漁
を
ヤ
ス
漁

に
変
え
た
者
も
い
た 。
投
網
に
か
か
っ
た
マ
ス
で
も 、

背
鰭
や
尾

鰭
を
さ
わ
る
と
跳
ね
て
網
を
破
る
こ
と
が
あ
っ
た 。
そ
れ
を
避

け 、

う
ま
く
網
か
ら
取
り
出
す
た
め
に
は 、
マ
ス
の
腹
か
ら
手
を

ま
わ
し
て
お
い
て
上
か
ら
抑
え
る
の
が
コ
ツ
だ
と
い
う 。

漁
獲
し
た
マ
ス
は
エ
ラ
に
柳
の
枝
を
通
し
て
結
ぶ
か 、

柳
の
枝

に
玉
を
作
っ

て
マ
ス
が
抜
け
な
い
よ
う
に
し
て
お
い
て
そ
れ
に
通

す
か
の
ど
ち
ら
か
だ
っ
た 。
い
ず
れ
も
柳
の
枝一
本
に
マ
ス
三
本

を
通
す
と
抜
け
る
と
言
っ

て
二
本
で
と
ど
め
た 。
上
流
へ
向
か
っ

て
移
動
す
る
時
は
魚
を
持
っ

て
移
動
し 、
下
流
へ
行
く
時
は
河
原

に
置
い
て
行
っ
た 。
そ
の
場
合 、
柳
の
枝
を
折
っ

て
マ
ス
の
上
に

か
け 、
さ
ら
に
そ
の
上
に
石
を
の
せ
た 。
篇
や
烏
に
喰
わ
れ
る
の

文学・芸術・文化

を
防
ぐ
た
め
で
あ
る 。

ャ
ス
に
は一
本
ヤ
ス
と一一
本
ヤ
ス
が
あ
っ
た 。
―一
本
ヤ
ス
は
カ

サ
ヤ
ス
即
ち
離
頭
ヤ
ス
で 、

幅一
寸
六
分 、

長
さ
七
寸
五
分 、
淵

用
の
柄
は
六
尺 、
瀬
用
の
柄
は一
丈
だ
っ
た 。
柄
ま
で
鉄
製
だ
っ

た 。
一
本
ヤ
ス
も
カ
サ
ヤ
ス
で 、
と
も
に
カ
サ
（
離
頭
部）
と
柄

と
の
間
は
カ
ラ
ム
シ
の
紐
で
つ
な
い
だ 。
こ
れ
と
は
別
に 、
ホ
リ

に
つ
い
た
マ
ス
を
獲
る
「
ホ
リ
ヤ
ス」
が
あ
っ
た 。
ホ
リ
ヤ
ス
は

カ
サ
の
な
い
三
本
ヤ
ス 、
「
カ
ゲ
ヤ
ス」
（
鉤
ヤ
ス）
で 、

幅
五

寸 、
長
さ
七
寸 、
柄
は
六
尺
で
木
だ
っ
た 。

投
網
・

ヤ
ス
と
は
別
に 、

タ
モ
ア
ミ
を
使
う
と
こ
ろ
が
あ
っ

た 。
下
田
沢
の
下
流
部
に
あ
る
大
針
で
は 、

増
水
時
に 、

柄一

間 、
径
二
尺
五
寸
ほ
ど
の
タ
モ
ア
ミ
を
使
っ

て
マ
ス
を
獲
る
習
慣

が
あ
っ
た 。

マ
ス
の
食
法
は
お
よ
そ
次
の
通
り
で
あ
っ
た 。
①
焼
く

②
燻

製
に
し
て
お
き 、
正
月
を
中
心
に
冬
季
に
食
べ
る 。
③
塩
引
き
に

し
て
お
き
適
宜
食
べ
た 。
こ
の
他 、
こ
の
地
に
は 、
家
屋
新
築
祝

ぃ
•

長
壽
祝
い
・

旧
暦
七
月
十
九
日
の
皇
太
神
宮
社
の
祭
り
に
マ

ス
を
食
べ
る
習
慣
が
あ
っ
た 。
氏
神
皇
太
神
宮
の
祭
り
は
マ
ス
の

潮
上
す
る
時
期
と一
致
す
る
の
で
あ
る 。
こ
の
日
は 、
蒸
し
た
マ

ス
を
神
前
に
供
え
る
の
で
あ
る
が 、
当
地
で
は
マ
ス
を
蒸
す
こ
と

を
「
ハ
マ
ヤ
キ」
と
呼
ん
で
い
る 。
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野本

口
・

採
集

朝
日
村
中
向
で
は
採
集
も
盛
ん
だ
っ
た 。
採
集
対
象
の
中
で
次

の
も
の
に
は
山
の
口
あ
け
が
定
め
ら
れ
て
い
た 。
①
ク
ル
ミ
II
ク

ル
ミ
の
実
が
実
る
頃 、
ム
ラ
び
と
達
は
実
の
落
ち
方
を
よ
く
観
察

し 、
実
が
全
体
の
一

、
二
割
落
ち
た
こ
ろ
を
見
計
ら
っ

て
山
の
ロ

あ
け
と
し
た 。
口
あ
け
が
そ
れ
よ
り
も
遅
れ
る
と
ク
ル
ミ
の
実
を

リ
ス
や
ネ
ズ
ミ
に
取
ら
れ
て
し
ま
う
か
ら
だ
と
い
う 。
人
と
ネ
ズ

ミ
・
リ
ス
ト
は
ク
ル
ミ
の
実
を
め
ぐ
っ

て
競
合
関
係
に
あ
っ
た
の

で
あ
る 。
若
者
は
遠
い
と
こ
ろ 、
年
寄
り
や
女
性
は
近
く
て
拾
い

や
す
い
と
こ
ろ 、
と
い
っ
た
具
合
に
拾
う
場
所
を
割
当
て 、
全
部

の
実
を
一
箇
所
に
集
め
て
か
ら
均
等
に
配
分
し
た
の
だ
っ
た 。

②
山
ブ
ド
ウ
の
実
11

秋
の
彼
岸
過
ぎ
に
山
の
口
あ
け
を
し
た 。

③
イ
ワ
ス
ゲ
II

早
く
刈
り
過
ぎ
る
と
翌
年
芽
が
出
な
い
と
し
て
夏

の
土
用
過
ぎ
に
山
の
口
明
け
の
日
を
定
め
た 。
ト

チ
の
実・
ク
リ

の
実
も
拾
っ
た
が
山
の
口
あ
け
は
な
か
っ
た 。
羽
黒
修
駅
・

麻
耶

修
験
が
全
国
各
地
か
ら
様
々
な
種
類
の
ク
リ
の
実
を
集
め
た
の
で

朝
日
村
に
は
ク
リ
の
種
類
が
多
い
と
言
わ
れ
て
い
る 。

始業生業民俗論 II

四
•

山
形
県
東
旧
川
郡
朝
日
村
上
本
郷

I
赤
川
水
系

鳥

朝
日
村
上
本
郷
は 、
大
鳥
川・
梵
字
川
の
合
流
点
か
ら
大
鳥
川 大

を
二
•

五
キ
ロ
渕
上
し
た
左
岸
の
ム
ラ
で 、

水
田
も
開
け
て
い

る 。
以
下
は
同
地
に
住
み 、
サ
ケ
·

マ
ス
漁
に
か
か
わ
っ
た
庄
司

二
郎
さ
ん
（
昭
和
三
年
生
ま
れ）
の
体
験
と
伝
承
で
あ
る 。
庄
司

家
は 、
上
本
郷
の
中
で
も
高
瀬
と
呼
ば
れ
る
川
岸
の
地
に
あ
り 、

そ
の
地
の
利
を
生
か
し
て
サ
ケ
梁
漁
の
指
導
的
役
割
を
担
っ

て
き

た 。
二
郎
さ
ん
に
漁
携
技
術
を
教
え
た
の
は
父
の
重
吉
だ
っ
た 。

第
3
表
は
昭
和
十
年
代
に
お
け
る
河
川
漁
携
を
中
心
と
し
た
庄
司

家
の
生
業
暦
で
あ
る 。
以
下
こ
の
表
に
そ
っ

て
話
を
進
め
る 。

H
•

河
川
漁
榜

1
·

マ
ス
漁

マ
ス
の
渕
上
が
始
ま
る
の
は
春
の
彼
岸
ご
ろ
だ
と
い
う
が 、
マ

ス
漁
を
始
め
る
の
は
五
月
に
入
っ

て
か
ら
で
あ
る 。
五
月
か
ら
六

月
の
十
五
日
ま
で
の
マ
ス
を
ハ
ル
マ
ス
と
呼
ぶ 。
こ
の
時
期
は 、

寒
く
て
と
て
も
水
に
入
れ
な
い
の
で
岸
か
ら
投
網
を
打
つ 。
「
こ

の
時
期
の
マ
ス
は
醤
油
を
受
け
つ
け
な
い
ほ
ど
脂
が
の
っ

て
い
る

か
ら一
番
う
ま
い 。」
と
二
郎
さ
ん
は
語
る 。

六
月
十
五
日
か
ら
七
月
十
五
日
ま
で
の
一
ヶ

月
は
川
舟
に
乗
っ

て
投
網
を
打
つ 。
ま
だ
寒
い
の
で
水
に
潜
る
こ
と
は
し
な
い
の
で

あ
る 。
岸
で
の
投
網
か
ら
マ
ス
舟
の
投
網
に
移
る
頃
は
藤
の
花
の

盛
り
だ
っ
た 。
川
舟
は 、
幅
三
尺
五
寸•
長
さ
四
間
だ
っ
た 。
マ

ス
漁
に
際
し
て
は 、
紬
先
を
上
流
に
し
て
舟
を
使
う 。
舟
に
は
三
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人
が
乗
る 。
庄
司
家
の
舟
の
場
合 、
腿
に
父
の
重
吉 、
中
に
隣
の

庄
司
丑
松 、
ヒ
ッ

サ
キ
（
紬
先）
に
近
所
の
難
波
勇
蔵
が
乗
っ

た 。
マ
ス
舟
に
は
こ
の
他 、
オ
カ
（
岸）
で
綱
を
ひ
く
ツ
ナ
ヒ
キ

が一
人
つ
く 。
庄
司
家
の
場
合 、
祖
父
の
政
治
が
ツ
ナ
ヒ
キ
に
つ

い
た
の
だ
が 、
二
郎
さ
ん
も 、
見
習
い
と
し
て
い
つ
も
必
ず 、
ツ

ナ
ヒ
キ
を
し
た 。
綱
は
舟
の
ヒ
ッ

サ
キ
に
結
ば
れ
て
い
た 。

舟
が
マ
ス
の
潜
む
ポ
イ
ン
ト
に
つ
け
ら
れ
る
と 、
舟
の
上
の
三

人
は一
斉
に
投
網
を
打
つ 。
網
を
あ
げ
る
と
同
時
に
ツ
ナ
ヒ
キ
は

綱
を
引
い
て
舟
を
岸
に
も
ど
す 。
ひ
き
続
き 、
ツ
ナ
ヒ
キ
は 、
舟

を 、
次
の
ポ
イ
ン
ト

ヘ
と
岸
か
ら
押
し
出
す
の
で
あ
る 。
上
本
郷

で
マ
ス
舟
を
持
っ

て
い
た
の
は
庄
司
家
と 、
庄
司
本
家
の一―
軒
だ

け
だ
っ
た 。
マ
ス
舟
の
漁
場
は 、
ム
ラ
境
の
下
本
郷
と 、
上
の
行

沢
境
の
間
の
淵
だ
っ
た 。
そ
の
淵
は 、
第
3
図
に
模
式
図
と
し
て

文学 ・ 芸術 ・ 文化

ケ

ボ

ロ

マ

ゴ

コ

キ

ォ

ズ

ダ

オ

ス

ワ

�

�
 

�
�
＇

 

�
 

｀
＇�
�
，

 

チ

ケ

チ

ー

プ

ゼ

ガ

プ

ナ

オ

ト

ワ

ヤ

オ

セ

イ

行沢

示
す
通
り
で 、
こ
れ
ら
の
淵
は
ヤ
ス
漁
の
場
合
に
も
好
漁
場
と

な
っ
た 。

七
月
十
五
日
を
過
ぎ
る
と
川
の
水
も
ぬ
る
ん
で
く
る 。
こ
の
時

期
か
ら
八
月
十
日
ま
で
の
間
は 、
ヤ
ス
突
き
漁
と
な
る 。
ャ
ス
は

―一
本
ヤ
ス
で
カ
サ
ヤ
ス
幅
四
セ
ン
チ 、
長
さ
十
四
セ
ン
チ 、
柄
も

鉄
で一
屈
十
セ
ン
チ
で
あ
る 。
当
地
の
ヤ
ス
突
き
漁
は
慎
甫
で 、

巻
き
網
を
設
置
し 、
マ
ス
の
逃
げ
場
を
塞
い
で
お
い
て 、
水
中
メ

ガ
ネ
を
か
け 、
ヤ
ス
を
持
っ

て
潜
水
し 、
マ
ス
を
突
く
と
い
う
方

法
だ
っ
た 。
こ
の
方
法
は 、
巻
き
網
の
設
置
が
ポ
イ
ン
ト

に
な
る

の
で
庄
司
家
で
は
父
の
重
吉
が
こ
れ
に
当
っ
た 。

十
月
上
旬
に
は
ホ
リ
マ
ス
（
産
卵
期
の
マ
ス）
を
獲
っ
た 。
こ

れ
は 、
大
鳥
川
本
流
で
は
な
く 、
本
流
に
注
ぐ
小
沢 、
即
ち 、
湯

ノ
沢
•

平
沢・
芋
川
・

戸
沢
な
ど
が
漁
場
と
な
っ
た 。

圧
司
家
は
河
川
漁
揆
に
力
を
入
れ
て
き
た
の
で
あ
っ
た

が 、
一
方 、
一
町
七
反
歩
の
水
田
を
持
ち 、
稲
作
農
業
に

も
力
を
入
れ
て
い
た 。
田
植
は
六
月
十
日
か
ら
六
月
十
五

日
の
間
の一二
日
間
に 、
七
人
＼

十
人
の
早
乙
女
を
雇
っ

て

行
っ
た 。
六
月
十
六
日
は
サ
ナ
ブ
リ
で 、
そ
の
日
は
田
植

を
手
伝
っ

て
も
ら
っ
た
早
乙
女
達
に
マ
ス
の
切
り
身
を
焼

い
て
御
馳
走
し 、
か
つ 、
み
や
げ
と
し
て
マ
ス
を
持
た
せ

た 。
第
3

表
を
見
て
も
わ
か
る
通
り 、
マ
ス
の
季
節
と
田
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野本

植
の
季
節
が
一
致
し

て
い
た
の
で
あ
る 。

2
・

サ
ケ
漁

⑧
サ
ケ
梁
II

八
月

十
八
日
が
河
内
神
社

の
祭
り
で 、
そ
の
祭

り
が
済
む
と
梁
の
準

備
に
か
か
り 、
九
月

半
ば
頃
ま
で
に
完
成

し
た 。
梁
造
り
に
は

次
の
材
料
を
準
備
し

た 。
石•
柴
（
葉
の

つ
い
た
楢
•

柳）
．

杉
丸
太
（
径
八
寸
＼

一
尺•
長
さ一
二
間）

•
真
竹
（
梁
の
上
部

に
並
べ
る
も
の）
な

ど
だ
っ
た 。
梁
組
は

六
軒
で
組
ん
で
い
た

の
で
準
備
に
は
そ
の
仲
間
が
当
っ
た 。
落
し
場
と
番
小
屋
を
ム
ラ

寄
り
の
左
岸
に
作
り 、
生
け
賀
も
作
っ
た 。
夜
番
は
交
替
で
小
屋

サケ漁用 の双鉤 （朝 日 村上本郷）

始業生業民俗論 II

▲写真①

に
泊
り
こ
み 、
ド
ブ
ロ
ク
な
ど
を
飲
ん
で
過
ご
し
た 。
夜
の
十
二

時
か
ら
二
時
ま
で
が一
番
よ
く
入
っ
た 。
ヤ
ナ
に
あ
が
っ
た
サ
ケ

は 、

頭
は
つ
か
ま
ず
に
尾
を
つ
か
ん
で
ひ
っ
く
り
返
す
よ
う
に
し

て
腹
を
上
に
す
れ
ば
お
と
な
し
く
な
る 。
捕
獲
し
た
サ
ケ
は一
部

は
塩
引
き
に
し 、
一
部
は
生
け
簑
に
い
れ
て
た
め
て
お
き 、

買
い

に
来
る
者
に
売
っ
た
の
で
あ
る 。
も
と
よ
り 、
落
合
の
料
理
屋
に

は
定
期
的
に
納
め
て
い
た 。

サ
ケ
梁
漁
は
十
月
か
ら
十一
月
の
中
旬
の
問
だ
っ
た 。
そ
の
間

に
潮
上
し
て
く
る
サ
ケ
を
こ
の
地
で
は 、
ワ
セ
・

ナ
カ・
オ
ク
と

呼
び
分
け
て
い
た 。
ワ
セ
は
魚
体
が
き
れ
い
で
あ
る 。
ナ
カ
は 、

腹
に
黒
っ

ぽ
い
線
が
入
っ

て
い
る
の
で
「
中
墨」
と
呼
ん
だ 。
オ

ク
は
魚
体
が
黒
っ

ぽ
く
鼻
曲
り
で
あ
る 。

⑮
ホ
リ
サ
ケ
の
鉤
懸
け
漁
II

十一
月
半
ば
を
過
ぎ
る
と
サ
ケ
が

ホ
リ
に
つ
く 。
こ
の
時
期
を
狙
っ

て
行
う
鉤
懸
け
漁
が
あ
る 。
鉤

は
写
真
①
の
通
り
の
双
鉤
で
（
双
つ
の
鉤
の
間
隔
三
0
セ
ン
チ 、

カ
エ
シ
と
低
部
の
間
十
六
セ
ン
チ） 、
鉄
の
柄
部
に
二
2
10

の
針
金

を
つ
け 、
さ
ら
に
そ
の
先
に
長
さ
四
財
の
麻
紐
を
つ
け
る 。
あ
ら

か
じ
め 、
サ
ケ
が
ホ
リ
を
掘
り
そ
う
な
位
置
に
こ
の
鉤
を
据
え
て

お
き 、
漁
師
®
は
そ
の
鉤
に
つ
け
た
紐
を
持
っ

て
岸
に
ひ
そ
ん
で

待
つ 。
そ
の
時 、
漁
師
⑪
は
対
岸
の
樹
上
に
上
っ

て
い
て
鉤
と
そ

の
周
囲
を
浮
泳
す
る
サ
ケ
を
観
察
す
る 。
漁
師
®
は
常
時 、
樹
上
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3
•
ウ
グ
イ
漁
そ
の
他

ウ
グ
イ
漁
に
は
二
種
類
あ
っ
た 。
そ
の
―
つ
は
二
月
に
行
わ
れ

る
「
シ
ガ
ヅ
ミ」
で
あ
る 。
こ
れ
は 、

川
の
中
に
雪
で
土
手
を

作
っ

て 、
そ
の
上
手
で
ウ
グ
イ
を
囲
み 、
巻
き
網
を
し
ぼ
る
よ
う

に 、
次
第
に
雪
の
土
手
を
狭
め
て
ゆ
き 、

最
後
に
ウ
グ
イ
を
追
い

つ
め
て
獲
る
方
法
で
あ
る 。
い
ま―
つ
は 、
六
月 、
産
卵
期
の
ウ

グ
イ
を
投
網
で
獲
る
方
法
だ
っ
た 。
前
者
は
焼
い
て
食
べ
た
り 、

テ
ン
プ
ラ
に
し
て
食
べ 、
後
者
は
カ
ラ
ア
ゲ
に
し
た 。

ャ
ツ
メ
ウ
ナ
ギ
漁
は 、
ド
ウ
即
ち
笙
で
獲
る
方
法
と 、
共
同
で

産
卵
場
所
を
作
っ

て
お
き 、
舟
の
上
か
ら
柄
の
長
さ一
間
半
の
鉤

を
使
っ

て
獲
る
方
法
と
が
あ
っ
た 。
ド
ウ
は 、
女
竹
を
腿
芯
で
編

み
つ
け
た
も
の
で

径一
尺 、
長
さ
三
尺
ほ
ど
で
下
流
に
向
け
て

仕
掛
け
た 。
カ
ジ
カ
は 、
ド
ウ
か
タ
モ
に
よ
っ
た 。
タ
モ
は
夜
漁

で
カ
ン
テ
ラ
と
ガ
ラ
ス
を
使
っ
た 。

他
に
ア
ユ
も
獲
っ
た
が 、
こ
れ
は 、
サ
ケ
ヤ
ナ
の
前
に
梁
で

獲
っ
た 。

始業生業民俗論 I]

4
•

盆
魚

こ
の
地
で
は
八
月
七
R 、
「
盆
魚」
と
称
し
て 、
上
本
郷
全
体

で
「
ア
メ
モ
ミ」

即
ち
毒
流
し
を
す
る
習
慣
が
あ
っ
た 。
盆
魚
の

主
要
対
象
魚
は
ア
ユ
で 、
毒
は
ク
ル
ミ
の
根
を
叩
い
た
も
の
だ
っ

た 。
ア
ユ
の
た
く
さ
ん
い
そ
う
な
と
こ
ろ
を
選
ん
で
叩
い
た
ク
ル

ミ
の
根
を
川
に
入
れ 、
獲
物
は
均
等
に
分
配
し
た 。

ロ
・
「
下
り
大
助」
の
象
徴
性

二
郎
さ
ん
の
母
庄
司
き
ち
よ
さ
ん
（
明
治
三
十
五
年
生
ま
れ）

は 、
庄
司
家へ
嫁
い
で
間
も
な
い
頃 、
隣
の
庄
司
半
左
衛
門
と
い

う
お
爺
さ
ん
か
ら
次
の
こ
と
を
教
え
ら
れ
た 。

十一
月
二
十
日 、
恵
比
寿
講
の
夜 、
ヘ
オ
ー

ス
ケ

コ
ー

ど
じ
よ
う

く
だ

ス
ケ

水
口
の
泥
鮒

皆
下
ろ
う
ぜ

ホ
ー

ホ
ー

と
い
う
声

が
す
る
と
い
う 。
も
し 、
こ
の
声
を
聞
い
た
者
が
い
た
ら
そ
の
人

は
必
ず
死
ぬ
と
言
わ
れ
て
い
る 。
そ
の
声
を
聞
か
な
い
よ
う
に
す

る
た
め
に
恵
比
寿
講
の
夜
に
は
餅
を
掲
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い 。

ま
た 、
十一
月
二
十
日
に
は
川
へ
入
っ

て
は
い
け
な
い 。
ーー

今

で
も
十一
月
二
十
日
に
は
餅
を
揖
い
て
恵
比
寿
様
に
供
え
る

が 、
き
ち
よ
さ
ん
は 、
こ
の
話
を
聞
い
て
か
ら
と
い
う
も
の 、

十
一
月
二
十
日
の
夜
に
は 、

便
所
へ
も
行
け
な
か
っ
た
と
い

う 。
も
し 、
オ
ー

ス
ケ

コ
ー

ス
ケ
を
聞
い
た
ら
ど
う
し
よ
う

と 、
大
変
怖
ろ
し
か
っ
た
と
い
う 。

「
鮭
の
大
助」
「
大
助
小
助」
な
ど
の
伝
説
は
山
形
県
を
中
心

と
し
て
東
北
地
方
に
多
く
分
布
す
る 。
一
般
的
に
は 、
恵
比
寿
講

ぬ
し

の
夜
「
鮭
の
大
助
今
上
る」
と
い
う
声
と
と
も
に
鮭
の
主
か
妻
に

当
た
る
小
助
を
連
れ
て
河
川
を
潮
上
す
る
と
い
う
形
を
と
り 、
そ

の
声
を
聞
く
と
死
ぬ
の
で
「
耳
ふ
た
ぎ
餅」
を
機
き 、
川
に
近
づ
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い
た
り
川
に
入
っ
た
り
し
な
い
よ
う
に
す
る 、

(

4
)

 

多
い 。こ

の
伝
説
が 、
恵
比
寿
購
の
日
の
漁
を
禁
じ 、
サ
ケ
の
潮
上
産

卵
を
許
容
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
種
の
保
存 、
資
源
の
保
全
を
図
ら

ん
と
し
た 、
共
同
体
の
逍
言
的
伝
承
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
既

(
5
)
 

に
述
べ
た 。
庄
司
き
ち
よ
さ
ん
の
伝
承
も 、
基
本
的
に
は
こ
の
原

理
に
沿
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い 。
し
か
し 、
き
ち

よ
さ
ん
の
伝
承
内
容
を
細
か
く
眺
め
る
と
別
な
視
点
の
ヒ
ン
ト

が

得
ら
れ
る
よ
う
な
気
が
す
る 。
一
般
的
な
「
鮭
の
大
助」
が
す
べ

て
サ
ケ
の
潮
上
を
素
材
と
し
て
い
る
の
に
対
し 、
こ
こ
で
は

(
6
)
 

「
下
り」
が
語
り
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る 。
た
し
か
に 、
サ
ケ
の

生
態
か
ら
す
れ
ば
渕
上
を
語
る
の
が
自
然
で
あ
る
が 、
観
念
の
世

界
へ
歩
を
踏
み
入
れ
よ
う
と
す
れ
ば
「
下
り」
も
否
定
し
去
る
こ

と
は
で
き
な
い 。
そ
の
際
注
目
す
べ
き
こ
と
は 、
「
水
口
の
泥
蛸

皆
下
ろ
う
ぜ」
と 、
サ
ケ
・

マ
ス
・
ウ
グ
イ
・

ヤ
ツ
メ
ウ
ナ
ギ
・

ア
ユ
な
ど
に
比
べ 、
よ
り
卑
小
で
ス
マ
ー
ト

で
な
い
泥
鮒
を
呼
び

立
て
て
い
る
点
で
あ
る 。
サ
ケ
を
川
魚
の
王
者
と
す
れ
ば 、
こ
こ

で
は 、
泥
蛤
が
小
な
る
も
の 、
卑
し
い
も
の
の
代
表
と
し
て
と
り

あ
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る 。
「
水
口
の
泥
鯛
（
も）

皆」
と

い
う
表
現
に
よ
っ

て
語
ら
れ
て
い
る
内
容
は 、
サ
ケ
・

マ
ス
・

ウ
グ
イ
は
も
と
よ
り 、
水
口
の
泥
蛤
に
至
る
ま
で 、

7 巻 2号1996. 1 文学 · 芸術 ・ 文化

と
い
う
形
が

こ
の
十一
月

二
十
日
を
限
り
に
皆
姿
を
消
そ
う

ー
と
い
う
も
の
で
あ
る 。

実
際
に
は 、
サ
ケ
は 、
ホ
ッ
タ
レ
に
な
っ

て
下
り 、
そ
の
生
命

は
卵
に
込
め
ら
れ 、
孵
化
再
生
し
て
川
を
下
る
こ
と
に
な
る
の
で

あ
る
が 、
観
念
化
さ
れ
た
世
界
で
は 、
お
よ
そ 、
十一
月
二
十
日

を
以
っ

て
人
の
世
界
か
ら
姿
を
消
す
と
言
っ

て
も
よ
い 、
現
実
的

に
見
て
も
十
二
月
を
以
っ

て
そ
の
姿
は
見
ら
れ
な
く
な
る 。
旧
暦

十一
月一―
十
日
な
ら
ば
そ
れ
は
サ
ケ
の
生
態
と
ぴ
っ
た
り一
致

す 。
泥
蛤
は
水
田
な
ど
で
泥
中
に
も
ぐ
っ

て
冬
を
過
ご
す
習
性
が

あ
る 。
人
の
世
界
か
ら
姿
を
隠
す
と
い
う
点
で
は
む
し
ろ
泥
鏑
の

方
が
実
態
に
即
し
て
い
る 。

こ
の
地
方
に
は 、
古
く
は 、
旧
暦
十一
月
二
十
日
を
以
っ

て
す

べ
て
の
魚
が
姿
を
消
す
と
い
う
伝
承
が
あ
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い

か 。
そ
れ
以
後
に
見
か
け
る
魚
は
下
り
遅
れ 、
帰
り
遅
れ
の
魚
で

あ
る
か
ら
当
然
獲
っ

て
は
い
け
な
い
こ
と
に
な
る 。
十一
月
二
十

日
以
降
は
川
魚
を
獲
ら
な
い
と
い
う
時
代
が
あ
っ
た
と
も
考
え
ら

れ
る 。
十一
月
二
十
日
以
降
は
冬
で
あ
り 、

雪
の
季
節
で
あ
る 。

そ
れ
は 、
広
い
意
味
で
の 、
魚
の
生
命
の
再
生
を
願
い 、
魚
の
恵

み
の
充
実
を
願
う
期
間
の
始
ま
り
だ
っ
た
の
で
あ
る 。

く
だ

魚
ど
も
が
下
り 、
籠
り
と
再
生
の
た
め
の
世
界
へ
帰
る
日 、
人

は
そ
れ
を
阻
害
す
る
こ
と
な
く 、
行
動
を
謹
し
ま
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た 。
十一
月
二
十
日
は
そ
の
意
味
で
は
「
物
忌
み」
の
日
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だ
っ
た
の
で
あ
る 。
恵
比
寿
購
と
い
う
日
が
漁
榜
と
か
か
わ
る
こ

と
の
根
底
に
は 、
右
の
よ
う
な
遠
い
日
の
記
憶
が
存
在
し
た
の
で

は
あ
る
ま
い
か 。
右
の
解
釈
を
確
か
な
も
の
に
す
る
た
め
に
は
さ

ら
に
調
査
を
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い 。

曰
・

川
と
流
着
物

河
畔
に
居
を
定
め 、
川
漁
に
力
を
注
い
だ
庄
司
家
の
川
と
の
か

か
わ
り
は
漁
携
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
か
っ
た 。
川
が
上
流
か

ら
運
ん
で
く
る
様
々
な
贈
物
が
あ
り 、
庄
司
家
お
よ
び
ム
ラ
の
人

び
と
は
そ
の
恵
み
を
享
受
し
て
き
た
の
で
あ
っ
た 。
そ
れ
は
以
下

の
通
り
で
あ
る 。
①
コ
ノ
ミ
II
こ
の
地
で
は
プ
ナ
の
実
の
こ
と
を

コ
ノ
ミ
と
よ
ぶ 。
川
を
流
れ
下
っ

て
き
た
プ
ナ
の
実
を
拾
っ

て

炒
っ

て
食
べ
た 。
②
シ
ダ
ミ
II
こ
の
地
で
は
ミ
ズ
ナ
ラ
の
こ
と
を

シ
ダ
ミ
と
呼
ぶ 。
シ
ダ
ミ
を
ア
ク
（
灰
汁）
の
中
に
寝
か
し
て
ア

ク
ヌ
キ
を
し
た
上
で
羊
羹
を
作
っ
た 。
③
ト

チ
の
実
II

炭
焼
き
に

際
し
て
特
別
に
焚
火
を
し
て
ア
ク
ヌ
キ
用
の
灰
を
作
っ
た 。
ア
ク

ヌ
キ
を
し
た
ト

チ
の
実
は
ト

チ
餅
に
し
た 。
④
ク
ル
ミ
11

和
え
も

の
な
ど
に
使
っ
た 。
⑤
焚
木
II

囲
炉
裏
・

如邸
に
河
原
の
流
木
を

使
っ
た 。
河
原
の
流
木
か
ら
と
れ
る
灰
は
ア
ク
ヌ
キ
の
効
力
が
な

い
の
で 、
ト

チ
の
実
の
ア
ク
ヌ
キ
に
は
先
の
よ
う
な
形
で
灰
を
用

意
し
た
の
で
あ
る 。
な
お 、
河
原
の
流
木
は 、
大
水
出
水
の
折
に

拾
っ

て
積
ん
で
お
く
の
で
あ
る 。
川
は
じ
つ
に
様
々
な
木
の
実
を

始業生業民俗論II

運
ん
だ
の
で
あ
る 。
こ
の
こ
と
は 、
昔
話
の

桃
太
郎
や
瓜
子
姫
の

基
層
民
俗
と
も
言
え
よ
う 。

同
・

採
集
採
取

1
・

採
集
食
料

右
に
よ
っ

て 、
こ
の
地
に
シ
ダ
ミ
や
ト

チ
の
実
の
食
習
の
あ
っ

た
こ
と
が
わ
か
る
が 、
そ
の
他 、
ク
リ
も
食
べ
た 。
庄
司
家
で
は

毎
年
二
俵
の
ク
リ
の
実
を
拾
っ
た 。
保
存
方
法
は 、
乾
燥
さ
せ
て

屋
根
裏
に
あ
げ
て
お
く
方
法
と 、
砂
に
埋
め
て
保
存
す
る
方
法
と

が
あ
っ
た 。
正
月
に
は
埋
め
グ
リ
を
出
し
て
茄
で 、
神
棚
に
あ

げ 、
自
分
達
も
食
べ
た 。
ま
た 、
四
月
三
日
に
も
埋
め
グ
リ
を
茄

で 、
雛
人
形
に
供
え
た 。
秋 、
ク
リ
の
実
の
実
る
頃
に
は
そ
こ
に

熊
が
や
っ

て
く
る
の
で 、
ク
リ
の
実
を
め
ぐ
っ

て
人
と
熊
と
は
競

合
関
係
に
あ
っ
た 。

山
菜
も
盛
ん
に
採
取
し
た 。
コ
ゴ
ミ
（
赤）
・

ゼ
ン
マ
イ
・
ワ

ラ
ビ
・
ミ
ズ
・
ウ
ド

な
ど
で
あ
る 。
キ
ノ
コ
は 、
マ
イ
タ
ケ・
ナ

メ
コ
・

モ
ト

ア
シ
な
ど
を
採
っ
た 。
根
茎
類
で
は
ヤ
マ
イ
モ
・
ト

コ
ロ
を
採
取
し
た 。
ト
コ
ロ
は 、
米
の
研
ぎ
汁 、
即
ち
白
水
で
長

時
間
か
け
て
煮
た 。
ヤ
マ
イ
モ
を
秋
食
べ
る
の
は
当
然
で
あ
る

が 、
そ
れ
を
地
中
に
埋
め
て
保
存
し
て
お
き 、
六
月一
日
に
食
べ

る
習
慣
が
あ
っ
た 。
「
六
月一
日
に
ヤ
マ
イ
モ
を
食
べ
な
い
と
ク

ソ
蠅
に
な
る」
と
い
う
D
誦
が
あ
り 、
こ
の
日
ヤ
マ
イ
モ
を
煮
て
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2
•

採
集
加
工
素
材

採
集
加
工
素
材
と
し
て
は
次
の
も
の
が
あ
っ

た 。
①
シ
ナ
の
皮
II

皮
を
剥
ぎ 、
水
漬
け
を
し
た
後 、
洗
っ

て
干
し 、
乾
燥
さ
せ
て
績

む 。
そ
し
て 、
米
を
入
れ
る
袋 、
畳
の
へ
り 、
縄 、
「
フ
ト
イ
モ

ノ」
な
ど
を
作
っ
た 。
フ
ト
イ
モ
ノ
と
は 、
半
袖
の
シ
ャ
ツ
の
よ

う
な
も
の
で 、
紺
色
に
染
め
た 。
汗
が
つ
か
な
い
と
言
わ
れ
て
い

る 。
②
ウ
リ
キ
（
ウ
リ
ハ
タ
カ
エ
デ）
の
皮
II

蓑
を
編
ん
だ 。
③

ス
ゲ
11
ス
ゲ
に
は
山
に
生
え
る
も
の
と
湿
地
に
生
え
る
も
の
と
が

あ
り 、
山
ス
ゲ
で
コ
マ
イ
縄
を 、
湿
地
の
ス
ゲ
で
ム
シ
ロ
を
作
っ

た 。
④
藤
皮
II

草
履 。
⑤
山
プ
ド
ウ
の
皮•
ア
ケ
ビ
蔓
II
テ
ゴ 、

な
ど
で
あ
っ
た 。

五
•

山
形
県
最
上
郡
真
室
川
町
高
坂
ー
—

最
上
川
水
系

沢
川

新
庄
市
の
西
側
に
鮭
川
村
と
い
う
村
が
あ
る 。

最
上
川
支

流
の
鮭
川
が
流
れ
る
村
で
あ
る 。
鮭
川
の
上
流
部
を
大
沢
川
と
称

す
る
の
で
あ
る
が 、
そ
の
水
源
は 、

秋
田
県
境
の
水
無
大
森

（
九―
-
”

JVl
) 、
三
滝
山
（
九
八
六
認）
の
南
斜
面 、
飽
海
部
境

の
ニ
ッ

山
（
九
三
七
屈）
の
東
南
斜
面
な
ど
で
あ
る 。
真
室
川
の 大
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野本

マ
チ
か
ら
バ
ス
に
乗
り 、
大
沢
川
流
域
の
最
上
流
部
の
ム
ラ
高
坂

を
目
ざ
す 。
前
方
に
は
鳥
海
山
が
見
え
か
く
れ
し
た 。

高
坂
に

は 、
「
鳥
洵
山
の
鶴
首
が
も
げ
た
ら
そ
の
年
は
豊
作
に
な
る」
と

い
う
口
誦
が
あ
る 。
「
鶴
首」
と
は
鳥
海
山
の
残
雪
の
形
で
あ
る 。

以
下
は 、
高
坂
に
住
む
井
上
春
松
さ
ん
（
昭
和
三
年
生
ま
れ）
の

河
川
漁
揆
を
中
心
と
し
た
生
業
の
体
験
と
伝
承
で
あ
る
（
第
4
表

参
照） 。

日
・

河
川
漁
撥

1
・

マ
ス

「
ネ
コ
ヤ
ナ
ギ
の
花
の
さ
か
り
が
春
マ
ス
の
盛
り」
と
い
う
自

然
暦
の
口
誦
句
が
あ
る 。
ネ
コ
ヤ
ナ
ギ
の
花
が
マ
ス
潮
上
の
指
標

と
な
っ

て
い
る
の
で
あ
る 。
春
マ
ス
は
雪
代
を
利
用
し 、
そ
れ
に

さ
か
ら
う
形
で
渕
上
し
て
く
る
の
で
あ
る 。
旧
暦
四
月
四
日
は
薬

師
堂
の
祭
り
だ
っ
た 。
こ
の
頃
は
ま
だ
川
の
水
が
冷
た
い
の
で
あ

る
が 、
ム
ラ
の
マ
ス
漁
師
の
中
の
剛
の
者
が 、
「
カ
ワ
ウ
ソ」
と

称
賛
さ
れ
る
こ
と
を
誇
り
と
し
て
ヤ
ス
を
持
っ

て
川
に
入
っ
た 。

淵
の
水
中
部
分
が
洞
窟
状
に
な
っ

て
い
る
と
こ
ろ
を
「
カ
マ」
と

呼
ん
だ 。
大
き
い
も
の
を
大
ガ
マ 、

小
さ
い
も
の
を
小
ガ
マ
と
称

す
る
の
で
あ
る
が 、
マ
ス
が
好
ん
で
潜
む
カ
マ
は
決
っ

て
い
る
の

で 、
潜
れ
ば
必
ず
獲
れ
た 。
春
松
さ
ん
も
カ
ワ
ウ
ソ
と
呼
ば
れ
た

一
人
な
の
で
あ
る
が 、
こ
の
時
期
は
水
が
冷
た
い
の
で
潜
る
の
は

始業生業民俗論 l]

二
回
が
限
度
で
三
度
は
潜
れ
な
か
っ
た
と
い
う 。
こ
う
し
て
苦
労

し
て
獲
る
春
マ
ス
は
脂
が
乗
っ

て
お
り
格
別
美
味
で 、
こ
の
地
に

は 、
「
春
マ
ス
は
古
傷
が
オ
キ
て
く
る
ほ
ど
う
ま
い 。」
と
い
う
口

誦
が
あ
る 。
春
マ
ス
は 、
自
分
の
家
で
食
べ
る
だ
け
で
な
く 、
親

戚
に
も
配
っ
た 。
高
坂
は
戦
前
三
0
戸
（
現
在
四
0
戸）
で 、
川

漁
師
が
六
人
い
た
の
で 、
高
坂
の
人
び
と
は
ほ
と
ん
ど
春
マ
ス
を

口
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る 。

ャ
ス
は
三
本
ヤ
ス
で 、
幅一
0
セ
ン
チ 、
長
さ
二
0
セ
ン
チ
で

離
頭
式
で
は
な
く 、
エ
リ
（
カ
エ
シ）
だ
け
が
つ
い
て
い
た 。
柄

に
は
楢
の
木
の
真
直
な
と
こ
ろ
を
使
っ
た 。
「
夏
マ
ス
は
入
梅
明

け
の
水
で
の
ぼ
る」
と
言
わ
れ
て
い
る 。
七
月
二
十
日
か
ら
八
月

い
っ

ば
い
が
夏
マ
ス
の
漁
期
で 、
こ
の
期
間
は
水
温
も
上
る
の
で

春
マ
ス
に
比
べ
る
と
漁
拐
活
動
は
ず
い
分
楽
に
な
る 。

秋
の
彼
岸
か
ら
十
月
の
十
日
頃
ま
で
に
マ
ス
が
ホ
リ
に
つ
く 。

マ
ス
は
雨
降
り
の
増
水
を
待
っ

て
枝
沢
に
の
ぼ
り 、
産
卵
す
る
の

で
あ
る
が 、
こ
の
時
オ
ス
の
ヤ
マ
メ
も
つ
い
て
の
ぼ
る 。
カ
ノ
マ

ス
（
オ
ス）
も
い
る
が 、
「
ク
ロ
サ
ビ」
と
呼
ば
れ
る
ヤ
マ
メ
の

オ
ス
が
つ
く
の
で
あ
る 。
ホ
リ
マ
ス
は 、
ヤ
ス
漁
の
み
で
な
く 、

ド
ウ
即
ち
笙
漁
を
も
行
っ
た 。
ノ
ボ
リ
ド
ウ
と
呼
ば
れ
る
も
の
は

口
径
二
尺
あ
っ
た 。
長
さ
は
径
の
三
倍
と
し
た
も
の
で
あ
る 。
こ

れ
に
対
し
て 、
滝
状
地
に
仕
掛
け 、
落
ち
込
む
マ
ス
を
受
け
る
形
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の
も
の
を
サ
ゲ
ド
ウ
と
称
し
た 。
サ
ゲ
ド
ウ
の
ー
は
半
円
形
を
な

(
7

)
 

し 、
そ
の
径
は一
•

五
屈
ほ
ど
も
あ
っ
た
と
い
う 。
産
卵
を
終
え

た
マ
ス
の
こ
と
を
「
ホ
ッ

チ
ャ
レ
マ
ス」
と
い
う 。

マ
ス
の
食
法
に
は
次
の
も
の
が
あ
っ
た 。
①
マ
ス
汁
II

マ
ス
・

ネ
ギ
•

豆
腐
で
汁
を
作
る 。
②
酢
味
噌
II

頭
を
プ
ツ
切
り
に
し 、

モ
ン
ギ
リ
ミ
ズ
（
も
ぎ
り
ミ
ズ）
と
混
ぜ
て
酢
づ
け
に
す
る 。
こ

れ
は 、
山
菜
の
ミ
ズ
が
た
く
さ
ん
あ
る
夏 、

夏
マ
ス
を
用
い
て

作
っ
た 。

③
焼
き
マ
ス
11

春
マ
ス
を
切
り
マ
ス
に
し
て
焼
く 。

④
塩
び
き
11
カ
マ
ス
に
入
れ
て
保
存
し 、
随
時
と
り
出
し
て
切
り

身
に
し
て
焼
い
た 。
な
お 、
こ
の
地
に
は 、
マ
ス
の
尾
を
切
っ

て

流
し
場
の
柱
に
貼
り
つ
け
る
習
慣
が
あ
っ
た 。
こ
れ
を
「
神
様
に

(
8

)
 

あ
げ
る」
と
称
し
た 。

マ
ス
の
子
を
六
月
二
十
日
ご
ろ
か
ら
七
月
い
っ

ぱ
い
川
虫
を
餌

に
し
て
釣
っ
た
の
で
あ
る
が 、
マ
ス
の
子
は
塩
潰
け
に
し
て
お

き 、
正
月
に
大
根
お
ろ
し
と
と
も
に
食
べ
た 。

2
•
イ
ワ
ナ

イ
ワ
ナ
釣
り
は
七
月
二
十
日
ご
ろ
か
ら
八
月
い
っ

ぱ
い
の
期
間

に
行
っ
た 。
餌
は
川
虫
か 、
原
生
林
の
プ
ナ
・
ト

チ
に
つ
く
虫
で

あ
る 。
「
グ
ミ
の
花
ざ
か
り
に
最
上
川
か
ら
大
き
な
イ
ワ
ナ
が
の

ぼ
っ

て
く
るし
と
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
る
が 、
イ
ワ
ナ
釣
り
に
は

大
沢
川
の
上
流
部
へ
入
る
こ
と
が
多
か
っ
た 。
ハ
ツ
の
沢
・

ネ
タ

文学 · 芸術・ 文化

リ
沢
•

孫
沢
•

化
物
沢
•

藤
が
か
り
・

ユ
ル
ス
ベ
・

マ
ナ
イ
タ
・

銀
三
郎
沢
•
白
木
沢
•

松
倉•
荒
沢
な
ど
の
淵
や
沢
で
イ
ワ
ナ
を

釣
っ
た 。
ハ
ツ
の
淵
で
は
人
が
転
落
死
し
た 、
ネ
タ
リ
淵
に
は
河

童
が
い
る 、
荒
沢
の
上
の
「
田
代」
と
い
う
所
は
昔 、
隠
れ
人
が

イ
ワ
ナ
を
養
殖
し
て
住
ん
だ
と
こ
ろ
だ 、
な
ど
と
い
っ
た
伝
承
が

あ
る 。
高
坂
に
は 、
イ
ワ
ナ
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
言
い
伝
え
が

あ
る 。
「
滝
壺
の
イ
ワ
ナ
は
全
部
獲
る
な 。
全
部
獲
る
と
山
の
神

•
鬼
頭
の
神
が
怒
るし
|
|

滝
壺
の
イ
ワ
ナ
を
獲
り
つ
く
す
と 、

川
が
渡
れ
な
く
な
っ
た
り 、
増
水
し
た
り 、
事
故
に
あ
っ
た
り
す

る
と
い
う
の
で
あ
る 。
ま
た 、
「
イ
ワ
ナ
釣
り
に
山
へ
入
る
時
蛇

に
出
会
っ
た
ら
家
に
帰
れ 。」
と
も
言
わ
れ
て
い
る 。
春
松
さ
ん

は 、
イ
ワ
ナ
釣
り
を
含
め
て 、
山
に
入
る
時
に
は 、
「
あ
り
が
た

し
大
日
山
神
様 、
道
路
安
全
道
案
内
を
お
願
い
し
ま
す 。」
と
三

回
誦
し
て
か
ら
入
山
し
た 。

滝
壺
の
イ
ワ
ナ
に
関
す
る
禁
忌
伝
承
に
は
二
つ
の
民
俗
思
想
が

込
め
ら
れ
て
い
る 。
そ
の
―
つ
は 、
イ
ワ
ナ
の
種
の
保
存・
資
源

の
保
全
で
あ
り 、
い
ま―
つ
は 、
「
イ
ワ
ナ
は
山
の
神
の
恵
み
で

あ
る 。」
と
す
る
認
識
で
あ
る 。
イ
ワ
ナ
・

ヤ
マ
メ
·

マ
ス
な
ど

の
渓
流
魚
は
山
の
神
が
生
み
出
し
て
く
れ
る
も
の
な
の
で
あ
る 。

ヤ
マ
メ
は
プ
ヨ
が
飛
び
始
め
る
頃
そ
の
プ
ヨ
や
蛾
を
食
べ
る
と

美
味
に
な
る
と
い
う 。
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3
•

ア
カ
ハ
ラ
（
ウ
グ
イ）

こ
の
地
で
は
ア
カ
ハ
ラ
の
こ
と
を
「
田
植
魚」
と
呼
ぶ 。
そ
れ

は 、
ア
カ
ハ
ラ
の
産
卵
期
と
田
植
が一
致
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る 。

「
ア
カ
ハ
ラ
の
ホ
リ
は
ガ
ザ
キ
（
タ
ニ
ウ
ツ
ギ）
の
花
ざ
か
り」
と

い
う
口
誦
自
然
暦
が
あ
る 。
ガ
ザ
キ
は
田
植
の
指
標
植
物
で
も
あ

る
の
だ 。
「
田
植
魚」
と
い
う
呼
称
は 、

魚
と
田
植
の
季
節
の
一

致
の
み
に
よ
る
も
の
で
は
な
く 、
田
植
に
食
べ
る
魚
で
も
あ
っ

た 。
串
焼
き
に
し
て
か
ら
醤
油
で
煮
る
方
法
も
あ
っ
た
が 、
ナ
マ

味
噌
を
つ
け 、
ネ
ギ
と
と
も
に
田
楽
に
す
る
方
法
も
あ
っ
た 。

「
田
楽
ザ
ッ
コ
（
ア
カ
ハ
ラ）
は
骨
ま
で」
と
い
う
言
葉
も
あ
っ

こ°t
 

始業生業民俗論 II

な
お 、
毒
流
し
の
方
法
と
し
て 、
ト
コ
ロ
と
山
椒
の
皮
を
臼
で

揺
き 、
握

り
飯
状
に
し
て
川
に
入
れ
る
と
い
う
こ
と
を
先
輩
か
ら

聞
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
春
松
さ
ん
は
実
施
し
た
こ
と
は
な
か
っ

こ°t
 ロ・

採
集
食
物

ワ
ラ
ビ
・

ゼ
ン
マ
イ
・
ミ
ズ
な
ど
の
山
菜
を
盛
ん
に
採
取
し

た 。
ミ

ズ
は
田
植
に
欠
か
せ
な
い
山
菜
だ
っ
た 。
こ
の
地
で
は
全

田
植
日
程
の
中
間
日
に
植
え
る
田
の
こ
と
を
「
日
ど
り
田」
と
呼

ぶ 。
そ
し
て 、
そ
の
日
ど
り
田
に
お
い
て
田
の
神
様
に
対
し
て
膳

を
供
え
た 。
田
の
神
様
へ
の
膳
の
中
に
は
必
ず
ミ
ズ
を
入
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
言
わ
れ
て
い
る 。
田
の
神
に
ミ
ズ
を
供
え
る
ば

か
り
で
は
な
く 、
田
植
に
か
か
わ
る
人
ひ
と
も 、
鰊·
鯨・
馬
鈴

薯
な
ど
と
と
も
煮
つ
け
た
ミ
ズ
や 、
ミ
ズ
タ
タ
キ
を
食
べ
る
習
慣

が
あ
っ
た 。
春
松
さ
ん
は 、
「
ミ
ズ
は
田
植
に
は
欠
か
せ
な
い 。」

と
語
る 。
「
田
植
と
ミ
ズ」
「
田
の
神
様
と
ミ
ズ」
と
い
う
組
み
合

わ
せ
は 、
そ
れ
が
単
に
季
節
の
山
菜
だ
か
ら
で
は
な
い 。
そ
れ
は

み
ず

み
ず

「
田
植
と
水」
「
稲
作
と
水」
を
暗
示
し 、
田
植
に
際
し
て
ミ
ズ

を
食
べ
る
こ
と
が
稲
作
に
と
っ

て
不
可
欠
な
水
の
確
保
を
予
祝
す

る
呪
的
行
為
と
な
っ

て
い
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う 。
ミ
ズ

は
モ
ン
ギ
リ
ミ
ズ
（
も
ぎ
り
ミ
ズ）
と
称
し
て 、
手
で
ね
じ
っ

て

採
っ
た 。
刃
物
で
切
る
と
味
が
落
ち
る
と
言
い
伝
え
て
い
る 。
田

植
初
め
の
日
に
は 、
「
ホ
ノ
ハ
マ
マ」
（
朴
の
葉
飯）
と
称
し
て
朴

の
葉
に
飯
と
黄
ナ
粉
と
黒
砂
糖
を
盛
っ

て
田
の
神
様
に
供
え
た 。

「
黄
ナ
粉
を
田
の
神
様
に
あ
げ
る 。」
と
称
し
た
の
で
あ
る
が 、

そ
の
黄
ナ
粉
は
稲
の
花
の
象
徴
で
あ
っ
た 。

ゼ
ン
マ
イ
採
取
に
際
し
て
は 、
「
全
部
採
ら
な
い
で
二
本
残

せ 。」
「
野
郎
ゼ
ン
マ
イ
を
採
る
な 。」
な
ど
と
い
う
禁
忌
伝
承
が

あ
っ
た 。
ウ
バ
山
（
バ
ン
バ
山）
と
呼
ば
れ
る
山
が
あ
り 、
そ
こ

は 、
昔
人
が
死
ん
だ
山
だ
か
ら
ゼ
ン
マ
イ
を
採
っ

て
は
い
け
な
い

と
伝
え
た 。
一
種
の
禁
足
地 、
採
取
禁
止
地
で
あ
る
が 、
「
ウ
バ

山」
と
い
う
名
称
か
ら
し
て 、
そ
こ
が
山
の
神
の
座
で
あ
っ
た
こ

-106 -



7巻 2号 1 996. 1 

と
が
想
像
さ
れ
る 。

そ
の
他 、
カ
タ
ク
リ
の
葉
を
採
取
し 、
病
人
や
体
の
弱
い
人
に

ね

ば
な

こ

食
べ
さ
せ
る
習
慣
が
あ
っ
た 。
ワ
ラ
ビ
根
の
澱
粉
を
「
根
花
粉」

と
美
し
い
呼
称
で
呼
び
な
ら
わ
し
て
食
べ
る
習
慣
も
あ
っ
た 。
古

く
は
ト

チ
の
実
の
食
習
が
あ
っ
た
が
春
松
さ
ん
の
世
代
に
は
食
べ

る
こ
と
は
な
か
っ
た 。

ロ
・

春
木

さ

す

な
ペ

高
坂
は 、

真
室
川
町
差
首
鍋
の
一
部
で
あ
る 。
こ
の
地
に
は
全

差
首
鍋
地
区
で
春
木
流
し
を
す
る
慣
行
が
あ
っ
た 。
「
春
木
は
春

の
彼
岸
過
ぎ
に
伐
れ 。」
と
言
わ
れ
た 。

雪
が
固
ま
り 、

雪
上
運

搬
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
か
ら
で
あ
る 。
春
伐
っ
た
春
木
を
秋
ま

で
乾
燥
さ
せ
て
お
き 、

秋
の
収
穫
が
終
っ

て
か
ら
流
送
し
た
の
で

あ
る 。
春
木
流
し
の
初
め
と
終
り
に
は
良
い
日
を
選
び 、
山
の
神

を
祭
っ
た 。
川
は
魚
類
を
恵
む
ば
か
り
で
は
な
く 、
燃
料
流
送
の

道
と
し
て
も
大
き
な
力
を
発
揮
し
た
の
で
あ
る 。

文学 ・ 芸術 ・ 文化

六
•

福
島
県
南
会
津
郡
檜
枝
岐
村

i
只
見
川
水
系

平
野
惣
吉
さ
ん
は
明
治
三
十
三
年 、
檜
枝
岐
村
の
平
野
重
太
郎

•
お
は
る
夫
妻
の
間
に 、
六
人
兄
弟
の
三
男
と
し
て
生
ま
れ
た 。

檜
枝
岐
尋
常
小
学
校
卒
業
と
同
時
に
父
親
に
つ
い
て
多
様
な
山
の

生
業
要
素
を
身
に
つ
け
て
い
っ
た 。
数
え
年
二
十
五
歳
の
年 、
み

よ
さ
ん
（
明
治
三
十
九
年
生
ま
れ）
を
嫁
に
迎
え 、

日
暮
平
で
開

拓
の
暮
ら
し
を
始
め
た 。
日
暮
平
と
は 、
現
在
奥
只
見
湖
の
大
津

岐
川
の
河
口
に
当
る
部
分
で 、
そ
の
地
名
は 、

朝
か
ら
歩
き
始
め

て
夕
方
ま
で
歩
か
な
け
れ
ば
果
て
に
な
ら
な
い
ほ
ど
大
き
く
平
ら

な
場
所
と
い
う
意
味
だ
と
惣
吉
さ
ん
は
語
る 。
当
時 、
既
に
大
津

岐
川
の
川
ぞ
い
に
十
戸
の
出
作
り
開
拓
の
ム
ラ
が
で
き
て
お
り 、

惣
吉
さ
ん
た
ち
は 、
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
先
へ
開
拓
を
進
め
た
の
で

あ
る 。
日
暮
平
へ
行
く
に
は
標
高
九
五
0
話
の
檜
枝
岐
の
本
村
か

ら
檜
枝
岐
川
ぞ
い
に一
•

五
キ
ロ
渕
上
し 、
キ
リ
ン
テ
か
ら
右
折

し 、
南
面
す
る
斜
面
を
北
北
西
の
方
角
を
め
ざ
し
て
登
る 。
登
り

つ
め
た
と
こ
ろ
が
標
高一
九
四
四
・

七
財
の
大
津
岐
峠
で
あ
る 。

そ
こ
か
ら
北
西
を
め
ざ
し
て
下
る
と
赤
柴
沢
と
小
ヨ
ッ
ピ
沢
が
合

流
す
る
大
津
岐
川
に
至
る 。
檜
枝
岐
か
ら
日
暮
平
ま
で
は
約
二
O

キ
ロ
あ
る 。

檜
枝
岐
の
人
び
と
が
大
津
岐
峠
の
彼
方
の
大
津
岐
や
日
暮
平
に

焼
畑
の
出
作
り
集
落
を
作
り 、
や
が
て
開
拓
集
落
を
形
成
す
る
に

至
っ
た
動
機
は 、
彼
ら
が 、
只
見
川
大
津
岐
川
水
系
の
谷
々
へ 、

マ
ス
や
イ
ワ
ナ
を
獲
り
に
出
か
け
た
折 、
そ
こ
が
畑
地
を
拓
く
に

ふ
さ
わ
し
い
地
と
認
め
た
か
ら
で
あ
っ
た 。

第
5
表
は
平
野
惣
吉
さ
ん
の
生
業
暦
で
あ
る
が 、
こ
れ
は
惣
吉

さ
ん
が
結
婚
す
る
前
の 、
大
正
十
年
ま
で
の
も
の
で
あ
る 。
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H・
渓
流
漁
揺

1
・

マ
ス
漁

平
野
さ
ん
は 、
「
柳
の
綿
が
飛
ぶ
頃
マ
ス
が
の
ぼ
る」
「
木
の
葉

が
赤
く
な
り
始
め
る
頃
マ
ス
が
掘
る」
と
マ
ス
に
関
す
る
口
誦
を

語
る 。
マ
ス
の
ホ
リ
と
は
産
卵
の
こ
と
で 、
そ
れ
は
丁
度
秋
の
彼

岸
の
頃
に
当
た
る 。
そ
の
頃 、
オ
ス
の
ヤ
マ
ベ
が
メ
ス
の
マ
ス
の

周
囲
に
集
ま
る 。
そ
れ
は
体
が
黒
み
を
増
し
て
お
り 、
こ
の
地
で

は
「
シ
ズ
キ」
と
呼
ん
だ 。
ま
た
こ
の
地
に
は 、
「
豊
年
と
ガ
シ

ド
シ
（
餓
死
年）
は
川
か
ら
始
ま
る」
と
い
う
口
誦
が
あ
る 。
川

魚
が
豊
漁
の
年
は 、
ト

チ
や
ブ
ナ
・
ミ
ズ
ナ
ラ
な
ど
の
木
の
実
も

豊
か
で 、
そ
ん
な
年
は
山
鳥
も
熊
も
増
え
る
と
い
う
の
で
あ
る 。

惣
吉
さ
ん
が
マ
ス
獲
り
を
し
た
の
は
結
婚
前 、
大
正
十
年
ま
で

で 、
そ
の
頃
は
ま
だ
檜
枝
岐
の
家
に
住
ん
で
い
た 。
マ
ス
獲
り

は 、
秋
の
彼
岸
か
ら一
週
間
ほ
ど
で 、
山
小
屋
に
泊
り
こ
み
だ
っ

た 。
マ
ス
獲
り
に
出
か
け
る
時
は
三
尺
x
尺
二
寸
x
尺
二
寸
の
箱

に
組
み
た
て
る
こ
と
の
で
き
る
檜
の
板
を
背
負
っ

て
出
か
け
た 。

こ
の
箱
は
「
オ
リ
バ
コ」
と
呼
ば
れ 、
木
の
釘
を
使
っ

て
組
み
立

る
形
に
な
っ

て
い
た 。
行
き
は
板
の
ま
ま
で
背
負
い 、
帰
り
は
箱

に
組
み
立
て 、
漁
獲
し
た
マ
ス
を
入
れ
て
背
負
っ

て
き
た
の
で

あ
っ
た 。

泊
り
こ
み
の
た
め
に 、

野本始業生業民俗論 II

米・
味
噌
•

塩一
升
を
持
っ
た 。
副
食

に
は
漁
獲
し
た
マ
ス
の
他
に
ミ
ズ
ナ
・
ウ
リ
ー
・
イ
ラ
な
ど
の
山

菜
を
使
っ
た 。
折
箱
に
入
れ
て
運
ぶ
マ
ス
は 、
内
臓
を
出
し
て
切

り
身
に
し 、
塩
を
ま
ぶ
し
て
焼
い
た
も
の
だ
っ
た 。
山
小
屋
に
は

熊
狩
小
屋
と
魚
釣
小
屋
が
あ
っ
た 。
熊
狩
小
屋
は
雪
で
倒
れ
な
い

よ
う
に
梁
や
筋
か
い
を
入
れ
て
丈
夫
に
作
っ
た
が 、
魚
釣
小
屋
は

毎
年
雪
の
前
に
畳
む
こ
と
に
し
て
い
た 。
魚
釣
小
屋
は
マ
ス
獲
り

と
イ
ワ
ナ
釣
り
に
使
っ
た 。

マ
ス
獲
り
の
漁
場
の
中
心
は 、
大
津
岐
川
右
岸
の 、
一
ノ
沢
・

滝
沢
•

赤
柴
沢
右
支
流 、
そ
れ
に
大
津
岐
川
の
一
ノ
沢
と
の
合
流

点
か
ら
滝
沢
の
合
流
点
の
間
な
ど
だ
っ
た
が 、
時
に
は
さ
ら
に
下

流
の
瀬
に
及
ぶ
こ
と
も
あ
っ
た 。
赤
柴
沢
は―
1
0
0
”10
の
位
置

に
あ
る
滝
が
魚
止
め
と
な
っ

て
お
り 、
そ
こ
ま
で
マ
ス
が
渕
上
し

た 。
滝
沢
は
五
八
0
計
の
大
滝
が
魚
止
め
に
な
っ

て
い
た 。
谷
が

増
水
す
る
と 、

平
素
水
の
な
い
小
さ
な
沢
に
も
マ
ス
が
た
ま
っ

た 。
惣
吉
さ
ん
の
マ
ス
漁
に
は
二
種
類
の
方
法
が
あ
っ
た 。
そ
れ

は 、
瀬
に
い
る
マ
ス
を
狙
う
も
の
と 、
淵
に
い
る
マ
ス
を
狙
う
も

の
と
で
あ
っ
た 。
湘
の
場
合
に
は
投
げ
ヤ
ス
を
用
い
た 。
ャ
ス
は

五
本
ヤ
ス
で 、
両
端
の
幅
が
四
寸 、

各
突
刺
針
の
長
さ
が
五
寸
で

あ
る 。
柄
と
の
連
接
部
分
は
五
寸
で 、
木
の
柄
を
受
け
て
は
め
る

部
分
が
袋
状
を
な
し
て
い
た 。
柄
は
約
二
間
だ
っ
た 。
こ
れ
に
対

し
て
淵
に
い
る
マ
ス
を
狙
う
場
合
は
マ
ス
鉤
を
使
っ
た 。
鉤
は 、
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野本

柄
に
連
接
す
る
部
分
の
長
さ
が一―
尺 、
鉤
の
キ
ッ

先
と
背
の
間
は

三
寸
五
分
だ
っ
た 。
柄
は
尺
五
寸
で 、
柄
の
端
に
は
六
尺
の
紐
を

つ
け
た 。
マ
ス
は
人
が
潜
っ

て
も
逃
げ
な
か
っ
た 。
潜
水
に
は
水

中
メ
ガ
ネ
を
使
っ
た 。
こ
う
し
て
鉤
を
持
っ

て
潜
水
し 、
マ
ス
を

引
っ

か
け 、
マ
ス
が
か
か
る
と
紐
を
持
っ

て
鉤
を
放
し 、
マ
ス
が

弱
る
の
を
待
っ

て
た
ぐ
っ
た
の
で
あ
る 。
地
形
に
よ
っ

て
は
淵
に

青
柴
を
入
れ 、
マ
ス
を
瀬
に
追
い
出
し
て
か
ら
獲
る
こ
と
も
あ
っ

こ°大
津
岐
を
朝
出
て
も
檜
枝
岐
に
着
く
の
は
夕
方
だ
っ
た 。
只
見

川・
大
津
岐
川
の
マ
ス
資
源
は
じ
つ
に
豊
か
だ
っ
た
が 、
漁
獲
し

た
マ
ス
の
運
搬
に
は
苦
渋
が
あ
っ
た 。
惣
吉
さ
ん
は 、
四
十
本
の

マ
ス
を
獲
り 、
こ
れ
を
三
荷
に
し
て
二
人
で
運
ん
だ
こ
と
が
あ
っ

た
が 、
い
ざ
運
ん
で
も 、
そ
れ
を
売
り
さ
ば
く
の
に
苦
労
が
あ
っ

た 。
し
た
が
っ

て 、
平
野
家
の
場
合 、
マ
ス
は
自
家
用
に
限
っ
た

の
だ
と
い
う 。
渓
流
漁
榜
の
収
入
は
マ
ス
よ
り
も
イ
ワ
ナ
だ
っ

こ°秋
の
彼
岸
の
マ
ス
は 、
自
家
用
と
し
て
は
有
力
な
魚
だ
っ
た 。

マ
ス
の
食
法
の
中
心
は
ス
シ
だ
っ
た 。
そ
の
ス
シ
は
正
月
に
照
準

を
当
て
て
作
る
の
で
あ
る
が 、
塩
加
減
に
よ
っ

て 、
秋
祭
り
や
来

年
の
春
に
合
わ
せ
る
こ
と
も
で
き
た 。
塩
と 、
糀
と
大
根
を
混
ぜ

る
の
で
あ
る 。
惣
吉
さ
ん
は 、
「
翌
年
の
春
ま
で
置
く
と
よ
く
な

始業生業民俗論II

れ
て
う
ま
か
っ
た 。」
と
語
る 。

2
•
イ
ワ
ナ

イ
ワ
ナ
の
漁
場
は 、
田
子
倉
に
注
ぐ
只
見
川
右
岸
支
流
の
柚
沢

だ
っ
た 。
漁
期
は 、

袖
沢
の
雪
が
消
え
る
六
月
か
ら
十
月
ま
で

で 、
特
に
十
月
十
五
日
ご
ろ
が
盛
り
だ
っ
た 。
イ
ワ
ナ
は一
尺
か

ら
尺
五
寸
ほ
ど
で
大
型
だ
っ
た 。
イ
ワ
ナ
の
漁
法
は
竿
釣
り
で 、

餌
は
疑
似
針 、
鶏
の
首
と
尻
の 、
赤
か
黄
の
羽
を
使
っ
た 。
や
は

り
マ
ス
と
同
様 、
オ
リ
バ
コ
を
背
負
っ

て一
週
間
の
泊
り
こ
み
を

し
た 。
釣
り
あ
げ
た
イ
ワ
ナ
は
火
で
焙
り
焼
き
（
燻
製）
に
し 、

シ
ナ
の
内
皮
を
剥
い
だ
も
の
を
紐
の
代
り
に
し
て
七
•

八
尾
を一

連
と
し
て
編
み
つ
け
る 。
そ
れ
を一
0
0
連
作
っ

て
一
束
と
し

た 。
こ
う
し
て一
週
間
分
の
獲
物
を
整
え
て
オ
リ
バ
コ
に
入
れ
て

檜
枝
岐
へ
帰
る
の
で
あ
る 。
檜
枝
岐
に
は
イ
ワ
ナ
の
仲
買
人
が
二

人
お
り 、
彼
ら
に
売
る
こ
と
も
あ
っ
た
が 、
自
分
で
売
り
さ
ば
く

こ
と
も
あ
っ
た 。
当
時 、
檜
枝
岐
の
イ
ワ
ナ
は
田
島
の
町
に
集
め

ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る 。
背
負
っ

て
下
っ
た
イ
ワ
ナ
の
販
売
に一

日
＼―-
日
か
け 、

売
り
終
え
る
と
再
度
山
へ
入
っ
た
の
で
あ
っ

た 。
平
野
惣
吉
さ
ん
の
渓
流
漁
拐
活
動
に
耳
を
傾
け
る
と
き 、
資

源•
漁
獲
・

運
搬•
消
費 、
と
い
っ
た
ポ
イ
ン
ト

が
見
え 、
隔
絶

さ
れ
た
好
漁
場 、
豊
富
な
マ
ス
資
源
を
持
つ
と
い
え
ど
も
運
搬・

流
通
面
で
障
害
が
あ
る
場
合
は
そ
れ
を
放
棄
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
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か
っ
た
事
情
が
よ
く
わ
か
る 。
惣
吉
さ
ん
や
檜
枝
岐
の
人
び
と
が

マ
ス
を
放
棄
し 、
一
般
的
に
は
マ
ス
よ
り
も
数
段
劣
る
と
思
わ
れ

た
イ
ワ
ナ
を
経
済
の
中
心
に
置
い
た
の
は 、
マ
ス
よ
り
も
小
型

で 、
流
通
性
と
保
存
性
の
面
で
勝
る
イ
ワ
ナ
の
特
徴
を
評
価
し
た

か
ら
で
あ
っ
た 。
マ
ス
や
イ
ワ
ナ
の
棲
息
す
る
自
然
環
境
と 、
そ

7 巻 2号1 996. l 
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0
ヤバ

0 セ
コ

� セ 〇
コ

上流
0
ナ
リ
コ
ミ

下流

捨枝岐マタギ熊狩の布陣第 4 図

れ
を
大
量
に
消
費
し
得
る
社
会
環
境
は
背
離
す
る
場
合
が
多
か
っ

た
の
で
あ
る 。
同
じ
マ
ス
漁
で
も 、
消
費
地
と
の
距
離
で
実
態
が

異
な
り 、
渓
流
魚
の
価
値
も 、
消
費
地
と
の
関
係
で
相
対
的
に
変

化
す
る
場
合
の
あ
る
こ
と
が
右
の
事
例
に
よ
っ

て
よ
く
わ
か
る 。

こ
の
原
理
性
は
交
通
手
段・
流
通
手
段
が
未
発
達
な
時
代
に
お
い

て
よ
り
鮮
明
だ
っ
た
の
で
あ
る 。

ロ
・

狩
猟

惣
吉
さ
ん
の
狩
猟
は
十一
月
か
ら
三
月
ま
で
の
ヤ
マ
ガ
リ
と 、

四
月
初
め
か
ら
五
月
中
旬
ま
で
の
ク
マ
ガ
リ
と
か
ら
成
っ

て
い

た 。
前
者
は
基
本
的
に
は
個
人
狩
猟 、

後
者
は
集
団
狩
猟
だ
っ

た 。
前
者
の
対
象
は
ム
サ
サ
ビ
・

テ
ン
・
ウ
サ
ギ
で 、

新
潟•
群

馬・
栃
木
の
県
境
の
山
々
ヘ
一
週
間
単
位
で
出
か
け
た 。
味
噌・

米•
塩•
大
根
や
蕪
の
干
し
葉
を
持
参
し
た 。
ム
サ
サ
ビ
は
皮
だ

け
を
持
ち
帰
る
よ
う
に
し
た 。
熊
狩
は
五
•

六
人
の
集
団
で
行
っ

た 。
熊
狩
の
布
陣
は
第
4
図
の
通
り
で 、
ナ
リ
コ
ミ
は
熊
が
動
か

な
く
な
っ
た
時
追
い
出
し
に
ゆ
く
係
で
あ
る 。
メ
ダ
チ
は
谷
の
向

山
の
雪
上
で 、
熊
の
移
動
を
指
示
す
る
役
割
で
あ
り 、
「
前
立
ち」

の
意
と
考
え
ら
れ
る 。
そ
の
時
の
人
数
に
よ
っ

て 、
ワ
キ
ャ
バ
・

ナ
リ
コ
ミ
が
欠
け
る
こ
と
も
あ
っ
た 。
熊
を
捕
獲
し
た
時
に
は 、

耳
の
毛
と 、
足
の
拇
指
の
つ
け
根
の
毛
と
を
切
っ

て
木
の
又
の
部

分
に
あ
げ
て
山
の
神
に
感
謝
し
た 。
ま
た
こ
れ
と
は
別
に
檜
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野本

枝
岐
の
猟
師
は
山
中
に
お
い
て
「
マ
ツ
リ
タ
テ
の
木」
を
守
り 、

祭
っ

て
き
た 。
径
三
尺
ほ
ど
で
根
も
と
に
熊
の
穴
が
あ
る
シ
ラ
カ

バ
の
木
が
多
か
っ
た 。
三
池•
田
代
な
ど
の
木
が
広
く
知
ら
れ
て

お
り 、
こ
う
し
た
古
木
は
山
中
の
し
る
べ
木
と
も
な
っ
た 。

曰・
採
集

1
・

採
集
食
物

惣
吉
さ
ん
の
採
集
活
動
は
第
5
表
の
通
り
で
あ
る 。
本
格
的
な

山
菜
採
取
と
し
て
は
ウ
ド
・

ゼ
ン
マ
イ
・
ミ
ズ
ナ
（
ミ
ズ）
な
ど

を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
が 、
イ
ワ
ナ
釣
り
に
行
っ
た
場
合
な
ど

は
こ
の
他
に
も
イ
ラ
・
ウ
リ
ー

な
ど
の
茎
も
食
べ
た 。
キ
ノ
コ
類

も
第
5
表
の
通
り
で
あ
る
が
す
べ
て
塩
潰
け
に
し
て
保
存
し
た 。

中
で
カ
ノ
シ
タ
と
い
う
白
い
キ
ノ
コ
は
良
い
値
で
売
れ
た 。
堅
果

類
で
は
ト

チ
と
ミ
ズ
ナ
ラ
を
食
べ
た
が 、
と
も
に
灰
汁
を
使
っ

て

ア
ク
ヌ
キ
を
し
た 。
以
下

は
惣
吉
さ
ん
と
同
じ
檜
枝
岐
村
に
住
む

星
寛
さ
ん
（
昭
和
三
年
生
ま
れ）
の
伝
え
る
ア
ク
ヌ
キ
法
で

あ
る 。・

ト
チ

9

9

 

ー
'
,

 

①
干
す
↓

②
湯
に
潰
け
る
↓

③
皮
む
き
で
皮
を
む
く
↓

④
布
袋

に
入
れ
て
四 、
五
日
流
水
で
さ
ら
す
↓

⑤
ア
ク
汁
の
中
に
入
れ
て

煮
る
↓

⑥
五 、
六
回
水
を
か
え
な
が
ら
煮
る 。
煮
え
た
つ
ご
と
に

五 、
六
回
上
水
を
捨
て
る °

ー
こ
う
し
て
ア
ク
ヌ
キ
し
た
ト

チ

始業生業民俗論 ll

の
実
は
次
の
よ
う
に
し
て
食
べ
た 。
固
．

黍
と
混
ぜ
て
粥
に
す
る

（
黍
六
に
対
し
て
ト

チ
四
の
割
合）

固
•

稲
米
と
混
ぜ
て
餅
に

す
る

囮·
粉
化
し
て 、
ソ
バ
粉
と
混
ぜ
て
ソ
バ
ガ
キ
に
す
る 。

ア
ク
ヌ
キ
が
不
完
全
だ
と
口
の
中
に
苦
み
が
残
る 。
特
に
塩
気
の

も
の
を
食
べ
る
と
口
の
中
が
苦
く
な
る 。

②
・
シ
ダ
ミ
（
ミ
ズ
ナ
ラ）

①
干
す
↓

②
臼
杵
で
掲
く
↓

③
唐
箕
を
使
っ

て
皮
と
実
を
選
別

す
る
↓

④
灰
汁
を
入
れ
て
実
を
煮
る
↓

⑤
水
を
か
え
な
が
ら
煮
な

お
す 。
食
法
は
次
の
通
り
で
あ
る 。
a
．

ア
ワ
ま
た
は
キ
ビ
と
混

ぜ
て
餅
に
す
る

b
・
ソ
バ
焼
き
餅
に
混
ぜ
る

C

・
ソ
バ
焼
き

餅
の
鋪
に
す
る 。
シ
ダ
ミ
は
ト

チ
の
実
と
ち
が
っ

て
塩
と
相
性
が

よ
い 。

一
般
的
に
は
採
集
堅
果
類
の
中
で
ク
リ
が
重
要
な
位
置
を
占
め

る
の
で
あ
る
が 、
星
寛
さ
ん
は
当
地
の
ク
リ
に
つ
い
て
次
の
よ
う

に
語
る 。

栗
は
標
高一
0
0
0
計
を
越
え
る
と
ダ
メ
だ 。
花

ど
き
に
雨
が
多
く
て
も
ダ
メ
に
な
る 。
栗
は
何
年
に一
回
し
か
当

ら
な
い

こ
の
地
で
は 、

ク
リ
を
安
定
し
た
食
料
と
し
て
食

体
系
の
中
に
組
み
こ
む
こ
と
は
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る 。

こ
の
地
の
人
び
と
と
ト

チ
の
木
の
か
か
わ
り
は
深
か
っ
た 。
以

下
は
星
寛
さ
ん
の
体
験
と
伝
承
で
あ
る 。
檜
枝
岐
で
は
団
子
な
ど

を
コ
ネ
る
木
鉢
の
こ
と
を
「
半
蔵」
と
呼
ぶ 。
半
蔵
は
粉
食
の
多
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い
焼
畑
地
帯
で
は
重
要
な
道
具
で
あ
っ
た
し 、
こ
れ
を
作
っ

て
水

田
地
帯
に
供
給
も
し
て
き
た 。
半
蔵
の
素
材
は
ト

チ
の
木
で
あ

る 。
ト

チ
の
実
は
食
料
に
し
た
い
し
ト

チ
の
木
は
半
蔵
の
材
贔
に

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い 。
こ
こ
に
山
の
人
び
と
の
自
家
摘
着
が
あ

る
の
で
あ
る
が 、
檜
枝
岐
の
人
び
と
は 、
ム
ラ
か
ら
半
径
三
キ
ロ

以
内
の
共
有
林
の
ト

チ
の
木
は
伐
ら
な
い
と
い
う
不
文
律
を
作

り 、
こ
れ
を
守
り
続
け
て
き
た 。
半
蔵
の
素
材
に
す
る
ト

チ
は
ム

ラ
か
ら
三
キ
ロ
以
遠
か
ら
求
め
る
よ
う
に
し
た
の
で
あ
る 。
三
キ

ロ
以
内
の
ト

チ
の
木
を
守
る
と
い
う
こ
と
は 、
食
料
と
し
て
の
ト

チ
の
実
を
運
搬
す
る
場
合
に
も
合
理
的
で
あ
っ
た 。

③
•

山
峰
の
蜜

こ
の
地
に
は
洋
蜂
と
は
異
な
る
山
蜜
蜂
（
地
蜂）
の
蜜
を
と
る

習
慣
が
あ
っ
た 。
山
蜜
蜂
は 、
カ
ツ
ラ
・
ト

チ
・
シ
ナ
・

ナ
ラ
な

ど
の
花
か
ら
蜜
を
集
め
た 。
山
中
で
巣
を
見
つ
け
る
と 、
ム
ラ
の

中
で 、
「
俺
は
0
0
の
谷
の
0
0
の
0
0
で
巣
を
見
つ
け
た 。」
と

話
す 。
こ

う
し
て
お
く
と 、
あ
れ
は
誰
そ
れ
の
も
の
だ 、
と
し
て

採
取
権
が
認
め
ら
れ
た 。
九
月
に
な
る
と
樽
を
持
っ

て
蜜
蜂
の
巣

を
採
り
に
出
か
け
た 。
家
に
持
ち
か
え
り 、
巣
の
ま
ま
鍋
に
入
れ

て
暖
め
る
と 、
上
に
蜜
蠍 、

下
に
蜜
と
い
う
ふ
う
に
分
離
す
る 。

蜜
は
便
秘
に
効
く
と
言
わ
れ
る 。
一
般
に
は 、
ム
ギ
コ
ガ
シ
・

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
コ
ガ
シ 、
即
ち
炒
っ

て
粉
化
し
た
も
の
に
蜜
を
混

文学 · 芸術 ・ 文化

ぜ
て
固
め
て
食
べ
た 。
こ
の
地
で
は
「
山
蜜
蜂
の
蜜
は
採
っ
た
場

所
で
多
く
祇
め
て
は
い
け
な
い 。」
と
言
わ
れ
て
い
る 。
秋
の
蜜

は
中
毒
に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る 。
山
で
採
り
た
て
の

蜜
を
た
く
さ
ん
祇
め
て
失
神・
嘔吐
•

下
痢・
痙
攣
な
ど
を
起
こ

し
た
と
い
う
伝
え
が
あ
る 。
穂
ツ
ッ
ジ
の
蜜
が
悪
い
と
語
る
者
も

い
る 。
せ
っ

か
く
山
蜜
蜂
の
巣
を
見
つ
け
て
お
い
て
も
熊
に
や
ら

れ
る
場
合
が
あ
り 、
熊
の
残
り
を
も
ら
う
者
も
い
る 。

ト
チ
の
花
の
蜜
は
山
蜜
蜂
の
好
む
も
の
だ
っ
た 。
多
く
の
実
を

つ
け
る
ト

チ
は
巨
木
で
あ
る
だ
け
に
花
も
多
く 、
ト

チ
の
巨
木
は

山
蜜
蜂
の
よ
り
ど
こ
ろ
で
あ
っ
た 。
と
こ
ろ
が 、
こ
の
地
に
洋
蜜

蜂
が
導
入
さ
れ
る
に
至
り 、
ト

チ
の
花
は
洋
蜜
蜂
に
独
占
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た 。
一
本
の
ト

チ
の
木
か
ら 、
一
斗
罐
二
十
本
の
洋

蜜
娩
の
蜜
が
採
れ
た
と
い
う 。
し
か
し 、
洋
蜜
蜂
を
飼
う
よ
う
に

な
っ

て
か
ら
栃
の
実
が
な
ら
な
く
な
っ
た
と
も
い
う 。
こ
の
地
の

生
態
系
の
中
で
守
ら
れ 、
人
び
と
に
恵
み
を
与
え
続
け
て
き
た
山

蜜
蜂
は
洋
蜜
蜂
導
入
以
後 、
絶
え
て
し
ま
っ
た
と
い
う 。

2
•

採
取
加
工
素
材

惣
吉
さ
ん
は 、
腰
籠
の
ご
と
き
も
の
を
「
タ
ス」
と
呼
ぶ 。
そ

の
タ
ス
に
は
使
い
分
け
が
あ
っ
た 。
山
菜
採
り
の
折
に
は
蒲
か
認

の
タ
ス
を
用
い 、
イ
ワ
ナ
釣
り
の
時
に
は
山
ブ
ド
ー

の
皮
で
編
ん

だ
タ
ス
を
使
っ
た 。
山
プ
ド
ー

の
皮
は
六
月
下
旬
に
剥
ぐ
と
シ
ナ
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が
よ
い
と
言
わ
れ
て
お
り 、
人
び
と
は
そ
の
時
期
を
守
っ
た 。
ま

た 、
こ
の
地
で
は
シ
ラ
カ
バ
の
皮
を
剥
い
で
灯
火
用
に
用
い
た
の

で
あ
る
が 、
タ
イ
マ
ツ
に
使
う
シ
ラ
カ
バ
の
皮
は
六
月
下
旬
に
剥

が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る 。

檜
枝
岐
で
曲
物
を
製
造
し
て
い
る
星
寛
さ
ん
は 、
曲
物
を
綴
る

の
に
桜
の
皮
を
使
う 。
桜
の
皮
を
剥
ぐ
の
は
六
月
十
五
日
か
ら
七

月
十
五
日
ま
で
の
間
で 、
し
か
も 、
一
本
の
桜
の
木
か
ら一
度
に

幅一
財
以
上
皮
を
剥
ぐ
と
木
が
枯
れ
る
と
し
て 、
必
ず一
訊
以
下

の
幅
を
剥
ぐ
よ
う
に
し
て
い
る 。
ま
た 、
星
さ
ん
は 、
ニ
レ
の
木

の
皮
を
使
っ

て
山
椒
魚
捕
獲
用
の
笙
を
編
む
の
で
あ
る
が 、
ニ
レ

の
皮
は
三
月
に
剥
ぐ
の
が
よ
い
と
伝
え
る 。
樹
皮
を
効
率
的
に 、

自
然
の
経
済
に
合
う
よ
う
に
利
用
す
る
た
め
に
は
皮
剥
ぎ
の
季
節

の
シ
ュ
ン
を
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
わ
か
る 。

國・
焼
畑

こ
の
地
で
は
焼
畑
の
こ
と
を
「
カ
ノ」
と
呼
ぶ 。
カ
ノ
経
営
に

関
す
る
樹
木
伐
採
は
周
囲
に
雪
が
残
る
四
月
上
旬
で 、
こ
の
時
期

に
伐
採
す
る
の
は 、
伐
採
し
た
樹
や
枝
を
ソ
リ
を
使
っ

て
雪
上
運

搬
し 、
投
棄
す
る
こ
と
が
で
き
た
か
ら
で
あ
る 。
す
べ
て
の
栽
培

作
物
は
早
生
種
だ
っ
た
と
い
う 。

惣
吉
さ
ん
は
日
暮
平
で
カ
ノ
を
行
っ
た
の
で
あ
る
が 、

平
地
だ
っ
た
の
で 、
一
年
目
11
ア
ワ
・
ヒ
エ
・

馬
鈴
薯

野本始業生業民俗論 Il

そ
こ
は

二
年
目

11
ア
ワ
・
ヒ
エ
・

馬
鈴
薯
↓

三
年
目
11
ソ
バ

四
年
目
11
ソ
バ
・

大
豆
な
ど
と
輪
作
を
籠
ね 、
次
第
に
定
畑
化
し
て
行
っ
た
と
い

う 。
こ
う
し
て
丹
精
し
た
日
暮
平
の
畑
地
で
あ
っ
た
が 、
惣
吉
さ

ん
は 、
昭
和
十
二
年
自
分
が
召
集
さ
れ
る
に
際
し
て
こ
の
地
を
売

却
し 、
妻
の
み
よ
さ
ん
と
子
供
達
を
檜
枝
岐
の
本
村
に
住
ま
わ
せ

る
こ
と
に
し
た 。
や
が
て
終
戦
を
迎
え 、

新
潟
県
境 、

台
倉
山

（一
六
九
五
認）
の
東
麓
の
砂
子
平
を
開
拓
し
た 。
そ
の
砂
子
平

に
は
檜
枝
岐
の
本
宅
と
は
別
に
家
を
持
っ

て
お
り 、
筆
者
が
惣
吉

さ
ん
を
尋
ね
た
平
成
五
年
ま
で
は 、

毎
年
春
か
ら
秋
に
か
け
て

は 、
妻
の
み
よ
さ
ん
と
二
人
で
砂
子
平
に
住
ん
で
い
る
と
の
こ
と

だ
っ
た 。
砂
子
平
で
は
た
だ
隠
居
暮
ら
し
を
す
る
と
い
う
の
で
は

な
く 、
こ
こ
十
年
間
蕗
の
栽
培
を
し
て
い
る
の
だ
と
い
う 。
蕗
の

栽
培
面
積
は一一
反
歩 、
収
穫
塁
は
一
0
0
キ
ロ
グ
ラ
ム
に
も
及

び 、
農
協
や 、

館
岩•
新
潟
方
面
の
仲
買
人
に
も
売
っ

て
い
る 。

惣
吉
さ
ん
の
中
に
は 、
狩
猟 、
渓
流
漁
拐・
焼
畑
な
ど
で
小
屋
住

ま
い
を
重
ね
て
き
た
こ
の
地
の
人
び
と
の
血
が
生
き
生
き
と
流
れ

て
い
る
の
で
あ
る 。

- 1 1 4 -

七
•

福
島
県
南
会
津
郡
只
見
町
倉
谷
||
＇

只
見
川
水
系

谷
川

只
見
町
倉
谷
は 、
坪
入
山
(-
七
七
四・
ニ
”

IV
)

北
斜
面
を
水 黒
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源
と
す
る 。
只
見
川
水
系
黒
谷
川
右
岸
最
上
流
部
の
ム
ラ
で 、
長

v―
―――
戸
を
守
っ

て
き
た 。
稲
作
と
山
の
恵
み
を
調
和
さ
せ
て
き

た
ム
ラ
で
あ
る 。
最
初
に
こ
の
ム
ラ
を
尋
ね
た
の
は
昭
和
五
五
年

四
月
三
日
の
こ
と
で 、
そ
の
折
は 、
菅
家
と
し
え
さ
ん
（
大
正
六

年
生
ま
れ）
に
焼
畑
農
業
や
ゼ
ン
マ
イ
採
取
に
関
す
る
話
を
聞
い

た 。
そ
の
折 、
山
の
恵
み
に
関
す
る
「
山
の
口
あ
け」
の
こ
と
に

話
が
及
び 、
菅
家
家
の
板
戸
に 、
ガ
リ
版
刷
り
の
山
の
ロ一
覧
が

貼
ら
れ
て
い
る
の
が
心
に
残
っ
た 。
そ
の
折
の
ノ
ー
ト

に
山
の
ロ

の
品
目
等
は
記
さ
れ
て
い
る
の
だ
が 、
山
の
口
に
か
か
わ
る
さ
ら

に
詳
細
な
伝
承
を
聞
い
て
み
た
く
思
っ

て
平
成
五
年一
月
二
五

日 、

雪
深
い
倉
谷
を
再
度
訪
れ
た 。
悲
し
い
こ
と
に
と
し
え
さ
ん

は
既
に
他
界
さ
れ
て
い
た 。
と
し
え
さ
ん
の
御
冥
福
を
祈
り 、
ム
ラ

内
の
船
木
正一
さ
ん
（
大
正
三
年
生
ま
れ）
か
ら 、
山
の
口
の
慣
行

を
初
め
と
し
た
山
の
暮
ら
し
に
関
す
る
お
話
を
う
か
が
っ
た 。

H
•

山
の
口
あ
け

平
成
五
年
現
在 、
船
木
家
に
は 、
か
つ
て
菅
家
家
で
見
か
け
た

よ
う
な
山
の
ロ一
覧
は
な
く 、
代
り
に 、
広
域
の
黒
谷
区
発
行
で

活
版
印
刷
さ
れ
た
「
農
業
暦」
が
貼
ら
れ
て
い
た 。
そ
れ
に
は 、

「
山
の
口し
と
い
う
文
字
は
見
ら
れ
な
か
っ
た 。
船
木
さ
ん
の
青

年
時
代
の
山
の
口
は
お
よ
そ
第
6
表
の
通
り
だ
っ
た
と
い
う 。

山
の
口
は
毎
年
春
の
総
会
で
決
め
ら
れ 、
こ
れ
を
破
る
者
は
な

文学 ・ 芸術 ・ 文化

か
っ
た 。
山
の
口
あ
け
の
日 、
当
番
の
者
が
「
鎌
そ
ろ
え
に
出
て

く
り
ゃ

れ」
と
呼
び
た
て
る
と 、
ム
ラ
び
と
達
は
山
の
支
度
を
し

て
倉
谷
橋
へ
集
ま
っ
た 。

『
只
見
町
史』
民
俗
編
に
は 、
部
落
は
特
定
さ
れ
て
い
な
い
が

次
の
記
述
が
あ
る 。
「
肥
草
山
ノ
ロ
は 、
八
月
末
に
実
施
す
る 。

『
土
用
草
刈
る
と
来
年
生
え
な
い
か
ら
土
用
草
刈
る
な』
の
伝
承

が
あ
り 、

夏
上
用
中
の
採
草
を
避
け
て
八
月
末
に
刈
る 。」

1

倉
谷
の
「
盆
過
ぎ」
と一
致
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る 。

第
6

表
只
見
町倉
谷
の

「

山

の口
あ
け

」

5 4 3 2 l 

力 マ ヨ ク 草 ロ
DO 

ャ 夕 ）レ
夕 ミ

愚
ビ の
娑 シ 尖 目

屋 ノ ‘

急 食 肥 用
根 ヶ

コ
ゞ

) l J  
葺 ザ の
材 ）レ 四 用 料 途

力 〗 介 盆 山
ヤ ゜ 過 の
の

1 
ぎ 口

� 
の 五 の ぁ

塁 旬 日 嬰
け

忍 t 日 箱 日
て の の
か 則`＇ 

塁ら の
の 嬰 日

嬰 日
日
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ロ
・

渓
流
漁
携

1
・

マ
ス
漁

「
雪
代
が
多
い
ほ
ど
マ
ス
が
多
く
の
ぼ
る」
と
言
わ
れ
て
お

り 、
田
植
あ
が
り
の
六
月
ご
ろ
に
は
黒
谷
川
を
マ
ス
が
さ
か
ん
に



野本

上
っ

て
い
る
の
で
あ
る
が 、
雪
代
に
混
っ

て
木
が
流
れ
て
く
る
の

で
川
に
入
る
こ
と
が
で
き
ず 、
マ
ス
を
獲
る
こ
と
が
で
き
な
い 。

マ
ス
獲
り
の
盛
り
は
七
月・
八
月
で
こ
れ
を
夏
マ
ス
と
称
し
た 。

夏
マ
ス
は
脂
が
乗
っ

て
い
て
う
ま
い
が 、
ス
シ
潰
け
に
は
適
し
て

い
な
い 。
ス
シ
潰
け
に
す
る
も
の
は 、
産

卵
期
の
マ
ス
で
あ
る 。

こ
の
地
に
は 、
「
霜
が
降
り
て
河
原
グ
ミ
が
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に

な
る
と
マ
ス
が
ホ
リ
を
掘
る」
と
い
う
自
然
暦
が
伝
え
ら
れ
て
い

る 。
こ
の
時
期
の
マ
ス
は
脂
が
少
い
の
で
ス
シ
に
適
し
て
い
る
と

い
う
の
で
あ
る 。
産
卵
を
終
え
た
マ
ス
の
こ
と
を
「
ホ
ッ
ツ
ア
レ

マ
ス」
と
呼
ぶ
が 、
こ
の
地
で
は
ホ
ッ
ツ
ア
レ
マ
ス
も
ス
シ
に
潰

け
た
の
で
あ
る 。
船
木
さ
ん
達
の
マ
ス
漁
場
は
ム
ラ
か
ら
黒
谷
川

本
流
を
約―1
0
キ
ロ
ほ
ど
渕
上
し
た
梯
子
沢
あ
た
り
だ
っ
た 。
ベ

ト
ハ
シ
ゴ
・
イ
リ
ハ
シ
ゴ
と
呼
ば
れ
る
場
所
の
間
に
イ
オ
ド

マ
リ

（
魚
止
め）
の
滝
が
あ
り 、
そ
の
滝
壺
ま
で
マ
ス
が
の
ぼ
っ
た 。

標
高
約一
0
0
0
”
IV

で
あ
る 。
マ
ス
漁
に
は
い
つ
も一
泊
で
出
か

け
た 。
漁
具
は
三
種
類
あ
り 、
い
つ
も
そ
の
三
稲
類
を
用
意
し
て

行
っ
た 。

①
鉤

11
ア
ゲ
と
呼
ば
れ
る
返
し
の
つ
い
た
鉤
で 、
鉄
の
部
分
が

一
尺 、
柄
が一
尺
で 、
柄
の
端
に一
間
ほ
ど
の
麻
紐
を
つ
け 、
も

う一
方
を
手
首
に
結
び
つ
け
た 。
カ
エ
シ
と
低
部
の
幅
は
三
寸
五

分
ほ
ど
で 、
釣
針
型
を
し
て
い
た 。
鉤
を
使
う
の
は
淵
の
中
の
岩

始業生業民俗論II

穴
状
の
場
所
に
ひ
そ
ん
で
い
る
マ
ス
を
狙
う
時
で
あ
る 。

②
ヤ
ス
11

ャ
ス
は一一
本
ヤ
ス
で 、

淵
の
中
で 、
マ
ス
が
回
涼
し

て
い
る
時
に
こ
れ
を
用
い
た 。

③
投
網
II

二
寸
角
の
麻
糸
網

だ
っ
た 。

投
網
は
瀬
に
い
る
マ
ス
の
漁
獲
に
用
い
た 。

淵
に

入
っ

て
い
る
マ
ス
を
瀬
に
追
い
出
し
て
獲
る
方
法
も
あ
っ
た 。

青
葉
の
つ
い
て
い
る
木
の
枝
を
伐
っ

て
淵
に
投
げ
込
む
と
マ
ス

が
驚
い
て
瀬
に
出
る
の
で
あ
る 。
こ
れ
は 、

青
業
の
枝
で
な
け

れ
ば
だ
め
だ
と
言
わ
れ
た 。
瀬
に
出
た
マ
ス
は
泡
の
下
に
入
る

習
性
が
あ
る
の
で 、

枝
を
入
れ
た
後 、

瀬
の
中
で
泡
立
っ

て
い

る
箇
所
を
め
が
け
て
投
網
を
打
っ
た
の
で
あ
る 。

網
の
中
に

入
っ
た
マ
ス
は
手
で
つ
か
ん
で
あ
げ
る
の
で
あ
る
が 、
マ
ス
は

暴
れ
る
の
で
若
者
で
な
け
れ
ば
だ
め
だ
っ
た 。
暴
れ
る
マ
ス
に

対
し
て
は 、
「
フ
—

べ
」
と
呼
ば
れ
る
エ
ラ
に
手
を
突
っ

込
ん

だ 。
ど
う
し
て
も
暴
れ
る
場
合
は
ノ
ド
ブ
エ
を
切
っ
た 。
二
人

以
上
で
出
か
け
た
場
合
に
は
一
人
が
淵
に
石
を
投
げ
込
ん
で
マ

ス
を
追
い
出
す
こ
と
も
あ
っ
た 。

八
月
の
マ
ス
は
脂
が
乗
っ

て
い
て
う
ま
い 。
こ
の
時
期
の
マ
ス

は
焼
い
て
食
べ
る
の
が
よ
く 、

脂
が
多
い
の
で
ス
シ
に
は
し
な

い 。
ス
シ
漬
け
に
す
る
の
は
ホ
ッ
ツ
ア
レ
マ
ス
で 、
飯•
塩•
山

椒
の
薬
で
潰
け 、
正
月
に
食
べ
た 。
こ
の
地
に
は
夏
マ
ス
の
尾
ヒ

レ
を
流
し
場
に
貼
っ

て
飾
る
習
慣
が
あ
っ
た 。

- 116 -
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2
•
イ
ワ
ナ
・

ア
カ
ハ
ラ

イ
ワ
ナ
も
ヤ
マ
メ
も
四
月
に
は
痩
せ
て
お
り 、
黒
く
て
頭
が
大

き
く 、
五
寸
釘
の
よ
う
だ
と
い
う 。
「
河
原
グ
ミ
が
赤
く
な
る
と

イ
ワ
ナ
が
掘
る」
と
言
わ
れ
て
お
り 、
こ
の
地
で
は
イ
ワ
ナ
漁
は

夜
カ
ン
テ
ラ
を
つ
け
て
カ
ジ
カ
ヤ
ス
と
い
う
小
型
の
ヤ
ス
で
突
い

た
り 、
三
角
網
で
獲
っ
た
り
し
た 。

地
づ
き
ウ
グ
イ
の
こ
と
を
ア
カ
ハ
ラ
と
呼
ぶ 。
「
山
椒
が
芽
を

吹
く
と
ア
カ
ハ
ラ
が
子
を
な
す」
と
い
う
自
然
暦
が
あ
り 、
洋
傘

の
骨
で
鉤
を
作
っ

て 、
そ
の
鉤
で
ア
カ
ハ
ラ
を
掛
け
た 。
ア
カ
ハ

ラ
は
ス
シ
に
潰
け
た 。
「
柳
が
芽
を
吹
く
と
カ
ジ
カ
か
子
を
な
す」

と
伝
え 、
カ
ジ
カ
は
網
と
鉤
と
で
獲
っ
た 。

ロ
・

狩
猟

船
木
さ
ん
は
狩
猟
も
行
っ
た 。

十
一
月
か
ら
三
月
ま
で
は

「
ヤ
マ
ガ
リ」
と
称
し
て
ム
サ
サ
ビ
・
ウ
サ
ギ
な
ど
を
獲
り 、
四

月
の
春
土
用
か
ら
四
月一
ぱ
い
熊
狩
を
し
た 。
こ
の
地
に
は 、

「
木
の
芽
が
吹
く
と
熊
狩
は
ダ
メ」
と
い
う
口
誦
が
あ
っ
た 。
木

の
芽
が
吹
く
頃
に
な
る
と
雪
が
な
く
な
り 、
雪
上
狩
猟
が
で
き
な

く
な
る
し 、
熊
が
木
の
芽
を
た
く
さ
ん
食
べ
る
と
胆
汁
が
減
り 、

熊
の
胆
の
価
値
が
落
ち
る
か
ら
で
あ
る 。
熊
狩
は
五 、
六
人
で
出

か
け 、
熊
を
捕
獲
し
た
場
合
は 、
皮
を
剥
ぎ 、
そ
の
皮
の
頭
部
が

尾
部
に
か
か
る
よ
う
に
皮
を
逆
に
ま
わ
し
て
熊
に
か
ぶ
せ
る

文学・芸術・文化

「
逆
皮」
の
儀
礼
を
行
っ
た 。
バ
ン
ド
リ
（
ム
サ
サ
ビ）

熊
の
皮
は
会
津
若
松
の
大
津
屋
に
売
っ
た 。

熊
の
胆
干
し
に
は
三
日
間
つ
い
て
い
な
い
と
だ
め
だ
と
言
わ
れ

た 。
胆
汁
を
平
均
化
さ
せ
る
め
に
三
日
間
揉
み
続
け
な
け
れ
ば
ダ

メ
だ
と
い
う
の
で
あ
る 。
倉
谷
で
は
そ
う
は
し
な
か
っ
た
が
会
津

山
中
に
は 、
熊
の
胆
干
し
を
担
当
し
た
者
に 、
狩
猟
の
分
け
前
の

一
人
前
を
与
え
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
と
い
う 。

ロ
・

採
集

ク
ル
ミ
に
は
山
の
口
あ
け
が
あ
っ
た
か
ト

チ
と
ク
リ
は
自
由
に

採
取
し
た 。
古
く
は
ミ
ズ
ナ
ラ
も
食
べ
た
と
い
う
が 、
船
木
さ
ん

の
時
代
に
は
ミ
ズ
ナ
ラ
の
食
習
は
な
か
っ
た 。
ク
リ
は
九
月
下
旬

か
ら
十
月
上
旬
に
か
け
て
拾
っ
た 。
拾
っ

て
き
た
栗
は
水
に
潰
け

て
お
き 、
時
々
水
を
替
え 、

初
雪
が
降
る
の
を
待
っ

て
土
中
に
埋

め
た 。
一
ヶ

月
以
上
埋
め
て
お
い
て
か
ら
と
り
出
し 、
よ
く
洗

い 、
砂
と
混
ぜ
て
桶
の
中
に
入
れ
「
砂
栗」
に
し
た 。
必
要
な
時

に
と
り
出
し
囲
炉
裏
で
焙
っ

て
食
べ
た 。
水
田
の
少
い
家
で
は
十

俵
以
上
も
拾
い 、
干
し
栗
に
し
た 。

戦
前
倉
谷
は
十
二
戸
あ
り 、
そ
の
中
で
山
中
に
ゼ
ン
マ
イ
小
屋

を
持
ち 、
泊
り
こ
み
で
ゼ
ン
マ
イ
を
採
取
し
た
の
は
八
戸
だ
っ
た

が 、
そ
れ
は
昭
和
四
十
九
年
ま
で
で 、
菅
家
と
し
え
さ
ん
（
大
正
六

年
生
ま
れ）
が
小
屋
を
た
た
む
時
に
は
三
戸
だ
け
だ
っ
た 。
ゼ
ン

の
皮
や

- 1 17 -
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マ
イ
の
採
取
は
六
月
で 、
二
十
日
か
ら一
ヶ

月
間
泊
り
込
ん
だ 。

ゼ
ン
マ
イ
採
取
は 、
標
高
の
低
い
と
こ
ろ
か
ら
高
い
と
こ
ろ
へ
順

次
採
取
し
て
ゆ
く 。
そ
の
際
小
さ
い
も
の
を
残
し
て
お
き 、
そ
れ

が
生
長
す
る
頃
再
度
同
じ
コ
ー

ス
で
採
取
し
て
ゆ
く
と
い
う
方
法

を
と
っ

て
い
た 。
い
わ
ば 、
ゼ
ン
マ
イ
前
線
を
た
ど
り
な
が
ら
採

取
活
動
を
す
る
こ
と
に
な
る 。
船
木
さ
ん
は 、
両
親
か
ら 、
「
オ

ゼ
ン
マ
イ
は
タ
ネ
に
な
る
か
ら
採
る
な」
と
教
え
ら
れ
た
と
い

う 。
そ
れ
は 、
三
本
ほ
ど
高
く
伸
び
た
も
の
で
あ
る 。

倉
谷
の
人
び
と
は 、
滝
の
上
に
イ
ワ
ナ
を
あ
げ
る
い
と
な
み
を

伝
承
し
て
き
た 。
魚
止
め
滝
の
上
に 、
人
為
的
に
イ
ワ
ナ
を
あ
げ

る
こ
と
に
よ
っ

て
イ
ワ
ナ
を
増
や
し
て
き
た
の
で
あ
る 。

倉
谷
の
人
び
と
は 、
「
山
の
口
あ
け」
を
定
め
て
そ
れ
を
守

り 、
ゼ
ン
マ
イ
の
種
の
保
存
法
を
伝
え 、
ま
た 、
イ
ワ
ナ
を
守
っ

て
き
た 。
船
木
さ
ん
は 、
「
魚
も
山
で
飼
っ

て
い
る
よ
う
な
も
の

だ
っ
た 。
」
と
語
る 。
と
こ
ろ
が 、
現
今 、
都
市
部
の
人
び
と
が

自
動
車
で
や
っ

て
き
て
山
の
幸
を
無
節
操
に
採
り
つ
く
し
て
し
ま

う 。
船
木
さ
ん
は
そ
れ
を
深
く
嘆
い
て
い
る 。

始業生業民俗論I]

八
•

岩
手
県
気
仙
郡
住
田
町
小
股

気
仙
川
水
系
大
股
川

大
股
川
は
限
ノ
巣
山
（
七
九
二
討）
・

蛇
山
（
七
五一
計）
の

北
斜
面 、
大
鉢
森
山
の
東
斜
面 、
盛
街
道
の
姥
石
峠
方
面
を
水
源

と
す
る 。
小
股
は 、
大
股
川
ぞ
い
の
ム
ラ
で 、
大
船
渡
と
遠
野
盆

地
を
結
ぶ
一
〇
七
号
線
の
中
間
に
あ
る
四
0
戸
の
谷
底
集
落
で 、

気
仙
川
河
口
か
ら
約
二
十
キ
ロ
ほ
ど
潮
上
し
た
位
置
に
あ
る 。
以

下
は 、
当
地
に
住
む
紺
野
平
吉
さ
ん
（
明
治
四
十
二
年
生
ま
れ）

の
体
験
と
伝
承
で
あ
る 。

日・
渓
流
漁
携

1
・

マ
ス
漁

雪
が
溶
け
て
柳
の
ベ
コ
ッ
コ
（
花）
が
出
た
あ
と
の
大
水
で
マ

ス
が
の
ぽ
る

I'
太
平
洋
側
の
海
岸
に
近
い
当
地
は
雪
が
比
較

的
少
な
く 、
し
か
も
急
流
な
の
で
普
通
の
雪
代
で
は
マ
ス
が
の
ぼ

り
き
る
こ
と
が
で
き
な
い 。
大
雨
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

で
あ
る 。
五
月
の
マ
ス
は
六
O
i

六
五
セ
ン
チ 、
一
貫
目
前
後
あ

る 。
四
月•
五
月
の
春
マ
ス
は
ガ
ラ
ス
を
使
っ

て
三
本
ヤ
ス
で
突

く 。
ャ
ス
は
先
端
幅
II

七•
三
セ
ン
チ 、
針
部
長
さ
II

二
十一
セ

ン
チ 、
鉄
柄
部
11

三
十一
•

五
セ
ン
チ
（
写
真
②） 。
柄
は
竹
で

―
-
2
101 、
そ
れ
に 、
約―
”lvi
の
麻
紐
を
つ
け
て
あ
る 。

「
栗
の
イ
ガ
が
口
を
あ
け
る
頃
マ
ス
が
ホ
リ
を
掘
る」
と
い
う

自
然
暦
が
伝
え
ら
れ
て
い
る 。
マ
ス
の
ホ
リ
に
は
オ
ス
の
ヤ
マ
メ

が
つ
く 。
色
が
黒
く
な
っ

て
い
る
の
で
「
ク
ロ
ゴ
」
と
呼
ん
だ 。

産
卵
を
終
え
た
マ
ス
を
「
ホ
ッ
ツ
ア
レ」
と
呼
ん
だ 。
住
田
町
世

田
米
の
大
和
田
盛
と
い
う
人
は
鉤
を
使
っ

て
潜
水
漁
携
を
し
た
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が 、
小
股
で
は
鉤
は
使
わ
な
か
っ
た 。
マ
ス
の
食
法
は 、
ナ
マ
で

焼
い
て
食
べ
る
か
塩
引
き
に
す
る
か
の
ど
ち
ら
か
だ
っ
た 。

2
•
ウ
グ
イ
漁

こ
の
地
で
は
海
か
ら
上
る
ウ
グ
イ
を
「
オ
ゲ」
と
呼
び 、
地
づ

き
ウ
グ
イ
の
こ
と
を
「
ッ
グ
ラ」
と
呼
ん
だ 。
オ
ゲ
は
世
田
米
ま

で
し
か
潮
上
し
な
か
っ
た 。
オ
ゲ
は一―1
0
セ
ン
チ 、
ッ
グ
ラ
は

―1
0
セ
ン
チ
ほ
ど
だ
っ
た 。
ッ
グ
ラ
の
腹
が
赤
く
な
る
こ
と
を

「
ク
キ」
と
称
し
た 。
「
山
吹
の
花
の
咲
く
頃
が
ッ
グ
ラ
の
ク
キし

と
い
う
自
然
暦
口
誦
が
あ
る 。
こ
の
時
期
は
ッ
グ
ラ
の
産
卵
期
な

の
で
あ
る 。
漁
法
は
投
網
で 、

獲
っ
た
魚
は一一
時
間
か
け
て
煮

た 。
ま
た 、

内
臓
と
頭
を
除
い
て
小
麦
粉
と
味
噌
を
混
ぜ
て
叩

き 、
こ
れ
を
「
シ
ル
ミ」
と
称
し
た 。
杓
子
で
掬
っ

て
汁
に
入
れ

た
の
で
あ
る 。
こ
れ
と
は
別
に
寒
の
ッ
グ
ラ
も
獲
っ
た 。
淵
で 、

水
が
氷
っ

て
流
れ
が
な
く
な
っ

て
い
る
と
こ
ろ
ヘ
ッ
グ
ラ
が
集
っ

文学 ・ 芸術 ・ 文化

'1\1} 苓t
▲写真② マス突 き ヤ ス

（住田町小股）

た 。
石
を
テ
コ
で
動
か
し 、

魚
が
動
い
た
と
こ
ろ
へ
投
網
を
打
つ

の
で
あ
る 。
寒
の
ツ
グ
ラ
は
焼
い
て
食
べ
た 。

3
•

毒
流
し

十
人
ぐ
ら
い
で
組
を
作
り 、
山
椒
の
皮
を
煮
た
も
の
と
灰
汁
を

混
ぜ
て
川
に
流
し
た 。
ア
ュ
・
ウ
ナ
ギ
・

ヤ
マ
メ
を
獲
り 、

均
等

に
分
配
し
た 。
川
の
中
に
「
イ
シ
グ
ラ」
と
称
す
る
石
積
み
を
作

り 、
そ
こ
に
ド
ウ
（
笙）
を
仕
掛
け 、
ウ
ナ
ギ
や
カ
ニ
を
獲
っ

こ°サ
ケ
は
気
仙
川
河
口
か
ら
十
八
キ
ロ
の
世
田
米
ま
で
渕
上
し

た 。
世
田
米
の
高
等
科
へ
通
っ

て
い
た
と
こ
ろ
四
ツ
手
網
で
サ
ケ

を
獲
っ

て
い
る
の
を
見
た
が 、
サ
ケ
は
小
股
ま
で
は
渕
上
し
な

か
っ
た 。

ロ
・

採
集

1
•

木
の
実

田・
シ
ダ
ミ
（
ミ
ズ
ナ
ラ）

シ
ダ
ミ
は
次
の
よ
う
に
処
理
し
た 。
⑧
採
集
し
て
か
ら
十
日
間

天
日
で
干
す
↓

®
臼
で
掲
く
↓

©
箕
で
簸
出
す
↓

＠
灰
汁
に
入
れ

て
煮
る
↓

⑥
洗
う
↓

①
干
す
↓

®
臼
で
揚
い
て
粉
化
す
る
↓

®
シ

ダ
ミ
コ
ー

セ
ン
と
し
て
食
べ
た 。

②
・
ク
リ

ク
リ
は
共
有
山
が
あ
り 、

毎
年
五
升
枡
九
杯
ほ
ど
拾
っ
た 。
粉
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化
し
て
ク
リ
コ
ー

セ
ン
に
し
た 。
シ
ダ
ミ
コ
ー

セ
ン
と
混
ぜ
る
こ

と
も
あ
っ
た 。
こ
の
地
で
は
香
煎
が
盛
ん
で 、
こ
の
他 、
麦
香
郎

を
作
り 、
大
豆
の
黄
な
粉
と
混
ぜ
て
食
べ
る
こ
と
も
あ
っ
た 。
他

に
ク
ル
ミ
も
採
取
し
た 。
二
百
十
日
は
ク
ル
ミ
の
実
が
入
る

日
だ 。」
と
い
う
口
誦
が
あ
る 。

2
・

根
茎
類

m
．
ワ
ラ
ビ
根

春 、

採
草
地
の
山
焼
き
を
す
る
と 、
そ
の
あ
と
に
ワ
ラ
ビ
が

栽
培
し
た
よ
う
に
ビ
ッ
シ
リ
と
生
え
た 。
ワ
ラ
ビ
根
の
澱
粉
を

「
ハ
ナ」
と
称
し 、
こ
れ
を
採
取
精
製
す
る
こ
と
を
「
ハ
ナ
ト
リ」

と
言
っ
た 。
根
を
掘
る
の
に
は
鋤
を
使
っ
た 。
鋤
は
ア
ズ
サ
の
木

で 、
長
さ
六
尺 、
ヘ
ラ
に
当
る
部
分
の
長
さ
が
二
尺 、
先
端
の
幅

が
五
寸 、
柄
の
径
は
二
寸
ほ
ど
で
あ
る 。
ワ
ラ
ビ
が
密
生
し
て
い

る
と
こ
ろ
に
は
根
が
網
の
目
の
よ
う
に
張
っ

て
い
る
の
で 、
二
尺

の
立
方
体
を
掘
り
出
す
つ
も
り
で 、
鋤
を
テ
コ
に
し
な
が
ら
根
を

掘
っ
た 。
掘
っ
た
根
は
束
ね
て
馬
の
背
で
連
ん
だ 。
精
製
の
方
法

は
お
よ
そ
次
の
通
り
で
あ
る 。
⑧
根
を
洗
う
↓

⑮
叩
き
板
（
縦
九

ニ
セ
ン
チ 、

横
六
0
セ
ン
チ 、

原
さ
三
•

五
セ
ン
チ
の
ケ
ヤ
キ

板）
の
上
に
の
せ 、
マ
ト
リ
（
角
状
の
打
ち
具）
で
叩
く
↓

©
水

を
張
っ
た
ハ
ン
ギ
リ
の
中
で
根
を
揉
み
洗
い
し 、
カ
ス
を
除
く 。

↓
⑪
フ
ネ
に
入
れ
て
澱
粉
を
沈
澱
さ
せ
る 。
紺
野
家
に
今
も
残
っ

始業生業民俗論 ll

て
い
る
フ
ネ
は
幅――-
0
セ
ン
チ 、
長
さ一七

四
セ
ン
チ 、
深
さ

四
六
セ
ン
チ
の
栗
の
木
製
で
あ
る 。
最
下
恩
に
脹
粉
（
ハ
ナ）
そ

の
上
に
黒
み
を
帯
び
た
層
が
で
き
る 。
ハ
ナ
は
販
売
も
し
た
が
自

家
用
に
も
し
た 。
黒
み
を
帯
び
た
層
は 、
熱
湯
で
練
り 、
塩
味
の

黄
な
粉
を
つ
け
て
食
べ 、
こ
れ
を
根
餅
と
称
し
た 。

②
・
ト
コ
ロ

春
秋
の
彼
岸
の
中
日
に
ト
コ
ロ
を
煮
て
仏
前
に
供
え
た 。
ト
コ

ロ
に
は
白
い
も
の
と
黄
色
い
も
の
が
あ
り 、
黄
色
い
も
の
は
苦
み

が
薄
い 。

③•
ユ
リ
根

白
百
合
の
根
を
掘
っ

て 、
煮
た
り
蒸
し
た
り
し
て
食
べ
た 。
ユ

リ
根
を
食
べ
る
こ
と
は
飢
饉
で
死
ん
だ
人
の
供
養
に
な
る
と
伝
え

て
い
る 。
盆
に
は 、
ユ
リ
根
飯
と
称
し
て 、
モ
チ
ゴ
メ
に
ユ
リ
根

を
混
ぜ
て
蒸
し
た 。

④・
ホ
ド

ホ
ド

芋
は
食
用
に
な
る
の
で
あ
る
が 、

当
地
で
は
食
用
に
せ

ず 、
こ
れ
を
味
噌
漬
け
に
し
て
お
き 、
ト

ゲ
傷
に
吸
い
出
し
と
し

て
貼
っ
た 。

こ
の
地
に
は 、
葛
根
の
食
習
は
な
か
っ
た
が 、
根
茎
類
の
採
集

が
盛
ん
で 、
右
に
見
た
通
り 、
ト
コ
ロ
を
彼
岸
に
仏
前
に
供
え 、

ユ
リ
根
を
盆
に
食
べ 、ユ

リ
根
を
飢
饉
の
餓
死
者
供
養
と
す
る
な
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ど 、
根
茎
類
と
死
霊
祭
祀
の
関
連
が
注
目
さ
れ
る 。

は 、
根
茎
類
の
救
荒
性
と 、
そ
の
根
茎
類
ま
で
も
食
べ
尽
く
す
飢

饉
の
恐
怖
を
語
る
も
の
に
他
な
ら
な
い 。
そ
し
て 、
そ
れ
は 、
採

集
根
茎
類
の
食
物
と
し
て
の
始
原
性
を
語
る
も
の
で
も
あ
る 。

ロ
・

農
業

1
・

焼
畑

住
田
町
小
股
に
水
田
が
拓
か
れ
た
の
は
昭
和
九
年
の
こ
と
で

あ
っ
た 。
そ
れ
ま
で 、
こ
の
地
の
農
業
は
焼
畑・
定
畑
の
み
だ
っ

た 。
こ
の
地
で
は 、
焼
畑
に
は
「
ア
ラ
ク」
と
「
カ
ノ
ガ
リ」
の

二
種
類
が
あ
っ
た 。
ア
ラ
ク
は 、
八
月
初
め
に
ヤ
ブ
を
刈
り 、
十

日
間
ほ
ど
干
す 。
上
部
の
山
境
に
幅
二
認
ほ
ど
の
防
火
帯
を
作
っ

て
火
を
人
れ
る 。
焼
畑
輪
作
は
次
の
通
り
で
あ
っ
た 。
一
年
目
11

ソ
バ
と
小
麦
を
混
播
し 、
「
カ
ネ
が
つ
く」
と
称
し 、
ソ
バ
が
黒

く
な
る
と
ソ
バ
の
み
収
穫
し
た 。
そ
の
焼
畑
は
春
に
は
小
麦
畑
に

な
る
の
で
あ
る 。
ア
ラ
ク
は
―
町
歩
ほ
ど
焼
い
た
の
で 、
ア
ク

（
灰）
の
多
い
と
こ
ろ
に
は
白
蕪
を
蒔
い
た 。
二
年
目
11
「
栗
の

花
が
咲
い
た
ら
小
豆
を
蒔
け」
と
い
う
自
然
暦
口
誦
が
あ
り 、
六

月
に
小
豆
を
蒔
い
た 。
三
年
目
11

稗
ま
た
は
粟
を
五
月
初
め
に
蒔

き 、
九
月
下
旬
に
収
穫
し
た 。

こ
れ
と
は
別
に 、
五
月
に
早
生
の
小
豆
を
蒔
き 、
八
月
に
収
穫

し 、
九
月
初
め
に
ソ
バ
を
蒔
く
「
カ
ノ
ガ
リ」
が
あ
り 、
こ
れ
は

こ
の
こ
と

文学 ・ 芸術 ・ 文化

毎
年一
反
歩
ほ
ど
焼
い
た 。

2
・

定
畑
の
麦
栽
焙

焼
畑
の
他
に
定
畑
で
も
麦
を
栽
培
し
た
の
で
あ
る
が 、
降
雪
地

帯
に
お
け
る
麦
栽
培
に
は
苦
労
が
あ
っ
た 。
秋 、
雪
が
降
り 、
そ

れ
が
根
雪
に
な
っ

て
そ
の
上
に
雪
が
三
尺
積
も
り 、
そ
れ
が
春
消

え
な
け
れ
ば
麦
が
だ
め
に
な
る
ー
—

と
語
り
つ
が
れ
た 。

雪
が

早
く
消
え
れ
ば
麦
は
豊
作
に
な
る
と
い
う
の
だ 。
逆
に
言
え
ば 、

麦
栽
培
に
は
格
別
日
当
り
の
良
い
と
こ
ろ
を
選
ば
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る 。

麦
栽
培
や
脱
穀
は
お
よ
そ
次
の
通
り
だ
っ
た 。
麦
蒔
き
は 、
ジ

キ
フ
リ
と
称
し 、
麦
種
と
人
糞
尿．
堆
肥
を
混
ぜ
た
も
の
を
畝
に

振
り
蒔
く
方
法
を
と
っ
た 。
ま
ず 、
径
四
尺 、
深
さ
尺
五
寸
の
桶

の
中
で
人
奨
尿．
堆
肥・
麦
種
を
ヘ
ラ
を
使
っ

て
掻
き
混
ぜ
た 。

こ
れ
を
ジ
キ
ダ
ラ
イ
と
称
す
る
把
手
つ
き
の
手
桶
に
分
け
て
入

れ 、
ク
ン
ダ
テ
と
呼
ぶ
曲
物
（
代
り
に
木
地
鉢
の
割
れ
た
も
の
も

使
う）
で
振
り
蒔
い
た
の
で
あ
る 。
こ
の
地
で
は
稗•
粟
に
つ
い

て
も
ジ
キ
フ
リ
を
し
た 。

麦
は 、
ま
ず
穂
の
固
ま
り
と
茎
と
を
分
離
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い 。
こ
れ
を
「
ノ
ギ
ウ
チ」
と
称
し 、
二 、
三
軒
の
「
ヨ
イ
ト
リ」

（
結
い）
で
行
っ
た 。
カ
ン
ダ
イ
と
い
う
道
具
を
使
っ
た
の
で
あ

る
が 、
そ
れ
は 、
サ
ワ
グ
ル
ミ
の
幹
の
部
分
で
打
ち
台
を
作
り 、
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そ
の
幹
か
ら
生
え
て
い
る
枝
を
柄
に
し
た
も
の
で
あ
る 。
カ
ン
ダ

イ
と
は 、
鍬
台
の
意
で
あ
る
が 、
実
際
の
カ
ン
ダ
イ
は
鍬
の
形
を

な
さ
な
い 。
鍬
型
な
ら
ば 、
柄
（
枝）
に
対
し
て
打
ち
台
の
部
分

を
枝
の
付
け
根
か
ら
上
で
と
る
の
で
あ
る
が 、
麦
打
ち
の
カ
ン
ダ

イ
は
打
ち
台
の
部
分
を
枝
の
付
け
根
よ
り
下
か
ら
と
る 。
柄
と
打

ち
台
の
角
度
は―
1
0
度
以
上
開
く
こ
と
に
な
る 。
庭
の
土
の
上

に
麦
束
の
穂
と
穂
を
合
わ
せ
る
よ
う
に
並
べ 、
そ
の
穂
の
部
分
を

カ
ン
ダ
イ
で
打
ち
な
が
ら
前
進
し
た
り 、
後
ず
さ
り
し 、
こ
れ
を

反
復
す
る 。
複
数
名
が
並
ん
で
叩
く
の
で
あ
る 。
カ
ン
ダ
イ
の
他

に 、
フ
ル
イ
と
呼
ば
れ
る
カ
ラ
サ
オ
を
用
い
る
こ
と
も
あ
っ
た 。

一
通
り
叩
き 、
束
の
表
裏
を
か
え
し
て
か
ら
ま
た
叩
い
た 。

麦
刈
り
の
季
節
は
雨
が
続
く
の
で
麦
が
湿
っ

て 、
打
っ

て
も

穂
が
ち
ぎ
れ
な
く
な
る
こ
と
が
あ
る 。
こ
の
よ
う
な
時
に
は 、

「
ヤ
キ
ト
リ」
と
称
し
て 、
三
人
ほ
ど
で
麦
の
穂
先
に
火
を

リ
レ
ー

式
に
点
火
し 、

穂
先
を
焼
き
落
と
し
た 。

そ
れ
は 、

「
ネ
ゴ
」
と
呼
ば
れ
る
大
型
の
ム
シ
ロ
（
三
討
x-―
”

JV
)

の
上
で

行
わ
れ
た 。
そ
れ
は
細
い
邸
縄
に
疑
を
編
み
つ
け
た
も
の
で 、
冬

は
こ
れ
を 、
保
暖
の
た
め
の
敷
物
に
し
た 。
こ
う
し
て
落
と
し
た

穂
は
さ
ら
に
水
車
の
臼
で
こ
な
さ
れ 、
精
白
さ
れ
た 。

麦
の
食
法
の
―
つ
に
つ
ぶ
し
麦
が
あ
っ
た
が 、
こ
れ
を
煮
て
筑

に
入
れ
川
の
水
に
潰
け
て
お
き 、
タ
モ
で
掏
っ

て
き
て
稗
を
煮
て

始業生業民俗論 II

い
る
鍋
に
加
え
る
と
い
う
方
法
を
と
っ
た 。

3
•

畑
作
予
祝
行
事

右
の
よ
う
に
畑
作
が
盛
ん
で
あ
っ
た
た
め 、
畑
作
系
の
農
耕
予

祝
行
事
も
盛
ん
だ
っ
た 。
以
下
は 、
紺
野
家
で
行
わ
れ
た
小
正
月

行
事
の
一
部
で
あ
る 。
①
粟
穂
固
JI
旧
暦一
月
十
三
日 、
外
庭
に

杭
を
打
っ

て
栗
の
木
を
そ
れ
に
縛
り
つ
け 、

栗
の
木
の
枝
に
長
さ

四
寸 、
径一
寸
ほ
ど
の
ヌ
ル
デ
の 、
皮
の
一
部
を
む
き
か
え
し
た

も
の
を
ア
ワ
ボ
と
称
し
て
縄
で
た
ら
し
た 。
②
団
子
さ
し
JI

五
本

枝
の一二
階
ミ
ズ
キ
を
山
か
ら
切
っ

て
来
て 、
旧
暦一
月
十
三
日

に 、
そ
の
枝
に
黍
団
子・
稗
団
子
を
な
ら
し
た 。
③
粟
穂
固
lI

栗

の
木
の
ゴ
ヨ
ー

（一
年
バ
エ）
の
先
に
粟
穂
型
の
餅
（
江
刺
か
ら

買
い
求
め
た
モ
チ
ゴ
メ
で
作
っ
た
も
の）
を
つ
け 、
こ
れ
を
ア
ワ

ボ
と
称
し
た 。
④
マ
メ
JI
白
萩
の
ゴ
ヨ
ー

を
伐
っ

て
き
て 、
そ
の

先
の
枝
分
か
れ
し
て
い
る
お
の
お
の
に
モ
チ
ゴ
メ
の
粒
を
つ
け 、

た
て
う
す

こ
れ
を
「
豆」
と
称
し
た 。
旧
暦一
月
十
三
日
に
は 、
竪
臼
を
伏

せ 、
そ
の
上
に一―
斗
五
升
俵
を
置
き 、
臼
に 、
ダ
ン
ゴ
サ
シ
の
ミ

ズ
キ
を
縛
り
つ
け
る 。
ミ
ズ
キ
の
他
に 、
粟
穂
固
・
シ
ラ
ハ
ギ
の

豆•
笹・
コ
プ
の
木
（
ニ
ワ
ト
コ）
な
ど
も
臼
に
縛
っ
た 。
粟．

豆
の
予
祝
心
意
が
色
濃
く
現
わ
れ
て
お
り 、
畑
作
物
の
予
祝
行
事

と
し
て
注
目
さ
れ
る 。
畑
作
物
の
み
な
ら
ず 、
栗
の
木
へ
の
こ
だ

わ
り
を
見
る
と
採
集
堅
果
類
へ
の
執
着
の
度
合
も
わ
か
る 。
俵
を
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据
え
た
こ
の
小
正
月
飾
り
は
年
神
の
座
と
し
て
の
印
象
が
強
い 。

1996. 1 

九
•

岩
手
県
釜
石
市
早
栃

I
橋
野
川

橋
野
川
は
六
角
牛
山
(
―
二
九
四
訳）

東
斜
面 、

大
峰
山

（
一
―
四
八”い）
北
斜
面
な
ど
を
水
源
と
す
る 。
そ
の
水
源
部
の

一
角
に
は
『
遠
野
物
語』
に
登
場
す
る
笛
吹
峠
が
あ
る 。
そ
し

て 、
橋
野
川
ぞ
い
に
早
栃
と
い
う
ム
ラ
が
あ
る 。
早
栃
と
い
う
地

名
自
体 、
栃
の
実
の
食
習
を
ひ
き
ず
っ

て
い
る 。
早
栃
は 、
大
槌

湾
の
河
口
部
か
ら
約
十
三
キ
ロ
潮
上
し
た
と
こ
ろ
で 、
こ
こ
で
も

マ
ス
漁
榜
が
行
わ
れ
て
い
た 。
以
下
は
同
地
の
千
葉
久
雄
さ
ん

（
大
正
十一
年
生
ま
れ）•
藤
原
義
雄
さ
ん
（
大
正
十
五
年
生
ま
れ）

の
体
験
と
伝
承
で
あ
る 。

H
・

マ
ス
漁

雪
代
と
雨
で
増
水
し
た
時
マ
ス
が
潮
上
し
て
く
る 。
端
午
の
節

句
前
ま
で
は
水
が
冷
い
の
で
節
句
過
ぎ
か
ら
川
へ
入
る 。
こ
の
時

期
の
マ
ス
は 、
水
鏡
を
使
っ

て
手
ヤ
ス
で
突
く 。
ャ
ス
は
三
本
ヤ

ス
で 、

幅
は
九
•

五
セ
ン
チ 、

長
さ
は
十
六
セ
ン
チ
で
ア
ギ

（
カ
エ
シ）
が
つ
い
て
い
る 。
柄
は
オ
ン
ノ
レ
ン
（
オ
ノ
オ
レ
即

ち
ミ
ネ
バ
リ）
で
九
尺 、

秋
の
ホ
リ
ホ
リ
マ
ス
（
産
卵
の
マ
ス）

を
獲
る
ヤ
ス
は
柄
の
長
さ
が
二
間
ほ
ど
あ
る 。
別
に
投
網
を
使
う

こ
と
も
あ
る 。
「
稗
刈
り
の
時
が
マ
ス
の
ホ
リ」
「
馬
料
の
草
刈
り

7巻2号文学・芸術・文化

時
期
が
マ
ス
の
ホ
リ」
と
い
っ
た
自
然
暦
も
あ
る 。

マ
ス
漁
に
は
普
通
五
•

六
人
で
出
か
け
た 。
そ
れ
に
荷
持
ち
が

つ
く
の
が
普
通
だ
っ
た 。
男
の
子
は 、
大
人
達
が
マ
ス
を
獲
る
の

を
見
た
い
の
で
小
学
校
へ
入
る
と
荷
持
ち
に
つ
い
た 。
荷
持
ち

は 、
獲
っ
た
マ
ス
以
外
に
ヤ
ス
や
鏡
も
持
た
さ
れ
た 。
マ
ス
を
獲

り
な
が
ら
の
移
動
は
「
下
流
か
ら
上
流
へ
」
を
原
則
と
し
た 。
川

の
中
を
移
動
す
る
時
荷
持
ち
は 、
魚
を
ひ
き
ず
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
楽
だ
が 、
川
岸
の
ヤ
プ
を
移
動
す
る
の
が
苦
痛
だ
っ
た 。
瀬

で 、

泡
の
中
に
い
る
マ
ス
を
見
つ
け
る
の
は
容
易
で
は
な
か
っ

た 。
普
通 、
五
人
で
行
っ

て
も
三
•

四
匹
で 、
割
り
切
れ
な
い
時

に
は
マ
ス
を
切
っ

て
分
配
し
た 。

「
夏
マ
ス
は
淋
病
持
ち
に
喰
わ
せ
る
な 。」
と
い
う
口
誦
が
あ

る 。
夏
マ
ス
は
栄
養
が
あ
り
す
ぎ
て
淋
病
が
ぶ
り
返
す
と
い
う
の

で
あ
る 。
夏
マ
ス
は 、
マ
ス
汁•
胡
瓜
ナ
マ
ス
・

焼
き
マ
ス
・

煮

つ
け
な
ど
に
し
た 。
煮
つ
け
の
場
合
は
頭
ま
で
食
べ
た 。
ホ
ッ
ツ

ア
レ
マ
ス
は 、
豆
腐
の
カ
ラ
の
よ
う
な
味
だ
っ
た 。
塩
漬
け
に
し

て
お
き 、
春
に
な
る
と
そ
れ
を
干
し
た 。
こ
う
し
て
お
い
て
随
時

食
べ
た
の
で
あ
る 。

こ
の
地
で
は
洲
上
す
る
ウ
グ
イ
の
こ
と
を
ア
カ
ハ
ラ 、
地
つ
き

の
も
の
を
オ
ー

ガ
イ
と
呼
ん
だ 。
ア
カ
ハ
ラ
の
産
卵
は
田
植
前
後

だ
っ
た 。
オ
ー

ガ
イ
は 、

冬 、

川
が
氷
っ

て
い
る
時
鏡
を
使
っ

て
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ャ
ス
で
突
い
た 。

ロ
・

畑
作
農
業

早
栃
で
本
格
的
に
水
田
を
開
い
た
の
は
昭
和
三
十
二
年
の
こ
と

だ
っ
た 。
農
業
の
主
流
は
定
畑
に
お
け
る
稗
と
麦
の
栽
培
だ
っ

た 。
こ
の
地
の
定
畑
は 、
稗•
麦•
豆
の一一
年
三
毛
作
だ
っ
た 。

麦
の
畝
間
を
広
く
し
て 、

十
月
中
旬
に
蒔
き
つ
け
を
し 、
翌
年
の

六
月
中
旬
に
収
穫
し
た 。
五
月
下
旬 、
麦
の
収
穫
前
に 、
広
い
畝

間
に
大
豆
を
蒔
き 、
そ
れ
を
十
月
下
旬
に
収
穫
す
る 。
翌
春
ま
で

畑
を
休
ま
せ 、
五
月
中
旬
に
稗
を
蒔
き 、
十
月
中
旬
に
そ
れ
を
収

穫
す
る
と
い
う
も
の
だ
っ
た 。

麦
の
穂
を
落
と
す
た
め
に
麦
打
ち
台
が
使
わ
れ
た 。
コ
の
字
型

の
木
枠
を
作
り 、

口
の
よ
う
に
立
て 、
横
木
の
部
分
に 、
幅一
・

五
セ
ン
チ 、
長
さ
六
セ
ン
チ
程
の
木
片
を 、
上
部
三
セ
ン
チ
が
鋸

歯
状
に
突
出
し
て
並
ぶ
よ
う
に
ニ
セ
ン
チ
間
隔
に
打
つ 。
こ
れ
に

麦
束
を
打
ち
つ
け
て
穂
を
落
と
し
た
の
で
あ
る 。

採
集
食
物
等
に
関
す
る
聞
き
と
り
を
割
愛
し
た
の
で
あ
る
が 、

千
菓
さ
ん
は 、
ム
ラ
の
年
寄
か
ら 、
「
耳
と
と
り
か
え
て
も
ト
コ

ロ
を
食
べ
た
い」
と
い
う
言
葉
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
と
い

う 。
千
菓
さ
ん
は
ト
コ
ロ
を
食
べ
た
こ
と
は
な
い
が 、
こ
の
地
に

ト
コ
ロ
の
食
習
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る 。

始業生業民俗論I]

十•
秋
田
県
雄
勝
郡
皆
瀬
村
小
安
ー
ー

雄
物
川
水
系
皆
瀬
川

皆
瀬
川
は 、

山
形
県
境
の
須
金
岳
(―
二
三
七
認）
•

竹
ノ
子

森
（一
―
二
五
•

五
討）
・

山
猫
森
(1
0
三
四•
四
認）
な
ど

の
北
斜
面
を
水
源
と
し 、

成
瀬
川
を
合
わ
せ
て
横
手
盆
地
へ
人

る 。
小
安
は
皆
瀬
ダ
ム
ダ
ム
湖
の
上
流
部
左
側
の
段
丘
上
の
ム
ラ
で

あ
る 。
以
下
は 、
同
地
の
阿
部
又一
さ
ん
（
大
正
卜

五
年
生
ま
れ）

の
体
験
と
伝
承
を
中
心
と
し 、
一
部
に 、
滝
ノ
原
在
住
の
高
橋
信

男
さ
ん
（
昭
和
十
六
年
生
ま
れ）
の
体
験
と
伝
承
の
聞
き
と
り
を

加
え
た
も
の
で
あ
る 。

日
・

渓
流
漁
揆

1
・

マ
ス
漁

柳
の
芽
が
出
る
こ
ろ
に
マ
ス
が
の
ぼ
り
始
め
た
が 、
ク
グ
リ
で

獲
り
始
め
る
の
は
七
月
に
入
っ

て
か
ら
で 、
三
本
ヤ
ス
で
突
い

た 。
ャ
ス
は 、
先
端
幅―
0
セ
ン
チ 、
柄
の
つ
け
根
ま
で
の
長
さ

二
0
•

五
セ
ン
チ
で 、

柄
は
七
十
四
セ
ン
チ 、
柄
の
先
端
に
は
銀

が
つ
い
て
お
り 、
こ
こ
に
紐
を
つ
け
た 。
九
月
下
旬
か
ら
十
月
上

旬
に
か
け
て
ホ
リ
マ
ス
を
獲
っ
た 。
ホ
リ
マ
ス
漁
は
投
げ
ヤ
ス
と

鉤
と
の
両
方
を
使
っ
た 。
投
げ
ヤ
ス
は
五
本
ヤ
ス
で 、
先
端
の
幅

一
六
•

五
セ
ン
チ 、
柄
の
つ
け
根
ま
で
の
長
さ―-
+―
セ
ン
チ 、

柄
ニ
・

九
屈
と
大
型
で
あ
る 。
阿
部
さ
ん
は 、

昭
和
三
十
二
年 、

皆
瀬
ダ
ム
が
建
設
さ
れ
る
前
は
こ
の
投
げ
ヤ
ス
で
ホ
リ
マ
ス
を
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獲
っ
た
の
で
あ
る
が 、
そ
れ
以
後
は
こ
の
ヤ
ス
を
使
っ

て
コ
イ
を

獲
っ

て
い
る 。
コ
イ
を
獲
る
時
に
は
柄
の
末
端
に
さ
ら
に
紐
を
つ

け
る 。
ホ
リ
マ
ス
用
の
鉤
に
は 、

現
物
は
残
っ

て
い
な
い
が 、

横

並
び
の
双
鉤
（
九
八
ペ
ー
ジ
写
真
①
と
類
似）
と 、
横
並
び
の
三

鉤
の一一
種
類
が
あ
っ
た 。
鉤
の
柄
根
部
に
紐
を
つ
け
て
マ
ス
が
ホ

リ
を
掘
る
位
置
に
仕
掛
け
て
岸
で
待
ち 、
好
機
と
見
る
や
そ
の
紐

を
引
い
た
の
で
あ
る 。
紐
は 、

麻
ま
た
は 、
政
の
芯
を
絢
っ
た
も

の
だ
っ
た 。

マ
ス
の
食
法
は 、
①
焼
く

②
煮
る

③
塩
引
マ
ス

④
味
噌

漬
け 、

⑤
焙
っ

て
ベ
ン
ケ
イ
に
挿
し
て
保
存
す
る 、
な
ど
だ
っ

こ°t
 

文学 ・ 芸術 ・ 文化

2
•
イ
ワ
ナ

イ
ワ
ナ
は一――
月一―
十一
日
か
ら
九
月
二
十一
日
ま
で
の
随
時

に 、
ミ
ミ
ズ
を
餌
に
し
て
釣
っ
た 。
こ
の
地
で
は
イ
ワ
ナ
を
叩
き

に
し
て
食
べ
る
習
慣
が
あ
る 。
イ
タ
ヤ
カ
エ
デ
ま
た
は
ケ
ヤ
キ
を

輪
切
に
し
て 、
そ
の
木
口
を
台
に
し
て
舵
で
叩
く 。
初
め
は
ミ
ネ

で
叩
き 、

後
に
刃
で
叩
く 。
木
口
を
台
に
し
て
叩
く
と
い
う
こ
と

は 、

小
骨
を
木
が
受
け
と
め
る
の
で
小
骨
を
除
く
の
に
も
効
果
が

あ
る
の
だ
っ
た 。
イ
ワ
ナ
の
叩
き
に
は
味
噌
と
ニ
ン
ニ
ク
を
混
ぜ

る
の
が
伝
統
だ
っ
た 。

叩
き
と
言
え
ば
山
兎
の
ア
バ
ラ
な
ど
肉
片
の
残
っ

て
い
る
骨
を

叩
い
た 。
用
具
は
イ
ワ
ナ
の
場
合
と
同
じ
で
あ
る
が 、
大
豆•
豆

腐•
小
麦
粉
少
々
を
混
ぜ
て
叩
い
て
団
子
に
し
た 。
団
子
は
牛
芳

と
と
も
汁
に
し 、
正
月
の
御
馳
走
な
ど
に
し
た 。

山
兎
を
捕
獲
す
る
方
法
と
し
て
「
ワ
ッ
カ」
ま
た
は
「
タ
ガ
カ

ケ」
と
呼
ば
れ
る
狩
猟
を
し
た 。
雪
の
あ
が
っ
た
日
に
径
二
尺
ほ

ど
の
木
の
枝
で
作
っ
た
輪
を
五
•

六
個
持
っ

て
山
木
の
輪
に
は
お

の
お
の
赤
い
布
き
れ
を
付
け
て
お
く 。
兎
が
雪
上
に
出
て
い
る
と

こ
ろ
を
発
見
す
る
と 、
ワ
ッ
カ
が
兎
の
頭
上
を
通
過
す
る
よ
う
に

投
げ
る
の
で
あ
る 。
す
る
と 、

兎
は 、
お
の
れ
の
天
敵
た
る
鷹
が

飛
来
し
た
も
の
と
錯
覚
し
て
木
の
根
方
で 、

雪
の
積
も
っ

て
い
な

い
穴
を
目
ざ
し
て
そ
こ
に
逃
げ
こ
む
の
で
あ
る 。
猟
師
は 、
間
髪

を
入
れ
ず
そ
れ
を
雪
で
踏
み
固
め
る 。
次
い
で
そ
の
兎
を
引
き
出

し
て
殺
す
と
い
う
雪
上
威
嚇
猟
法
で
あ
る 。

皆
瀬
川
で
は
ア
ユ
漁
も
行
っ
た 。
七
月
は
釣
り
で 、
九
月
が
梁

だ
っ
た 。

ロ
・

採
集
採
取

当
地
の
採
集
食
物
と
し
て
は
ト

チ
の
実・
ミ
ズ
ナ
ラ
の
実・
プ

ナ
の
実
な
ど
が
あ
っ
た 。
ブ
ナ
の
実
は
「
プ
ナ
グ
リ」
と
称
し
て

炒
っ

て
食
べ
た 。

山
か
ら
の
採
取
物
と
し
て
は
次
の
も
の
が
あ
っ
た 。
①
ハ
ギ
II
ム

ラ
共
有
の
ハ
ギ
刈
り
山
が
あ
り 、
毎
年
二
百
十
日
を
「
山
の
口」
と
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し
た 。
そ
の
こ
ろ
は 、
「
花
お
さ
ま
り」
と
称
し 、

実
が
入
る
時

期
で
あ
り 、
花
が
お
さ
ま
っ

て
実
が
入
り
始
め
る
頃
の
ハ
ギ
が
馬

料
と
し
て
最
も
優
れ
て
い
る
と
伝
え
ら
れ
た 。
山
の
口
あ
け
の
日

に
は
み
な
夜
が
明
け
な
い
う
ち
に
家
を
出
た 。
②
カ
ヤ
11
カ
ヤ
場

の
「
山
の
口」
は
二
百
二
十
日
だ
っ
た 。
ハ
ギ
・
カ
ヤ
と
も
に 、

春 、
「
ノ
ビ
ヤ
キ」
と
称
し
て
山
焼
き
を
し
た 。
質
の
良
い
ハ
ギ

・
カ
ヤ
を
得
る
た
め
に
火
入
れ
を
し
た
の
で
あ
る 。
幅
二
間
の
防

火
帯
を
作
り 、
上
の
方
か
ら
火
入
れ
を
し
た 。
③
カ
ン
ジ
キ
素
材

II
こ
の
地
で
は
カ
ン
ジ
キ
の
素
材
と
し
て
マ
ン
サ
ク
ま
た
は
ト

リ
ッ

キ
（
ク
ロ
モ
ジ）
を
利
用
し
た 。
素
材
は
寒
中
に
伐
っ

て
用

意
し 、
煮
て
お
よ
そ
の
型
を
つ
け
て
か
ら
乾
燥
さ
せ
て
保
存
し
て

お
い
た 。
一
足
の
カ
ン
ジ
キ
を
作
る
の
に
四
本
の
枝
を
必
要
と
し

た
の
だ
が 、
何
十
本
も
と
ら
な
け
れ
ば
丁
度
よ
く
揃
う
も
の
は
な

か
っ
た 。

曰・
焼
畑

こ
の
地
で
は
焼
畑
の
こ
と
を
カ
ノ
と
呼
ん
だ 。
カ
ノ
刈
り
は
六

月
下
旬
か
ら
七
月
半
ば
ま
で
で 、
七
月
二
十
日
ま
で
に
焼
き 、
七

月
下
旬
に
ソ
バ
の
蒔
き
つ
け
を
し
た 。
ソ
バ
の
他
に
は
丸
蕪•
長

蕪•
春
蕪
な
ど
も
カ
ノ
で
栽
培
し
た 。
カ
ノ
は一
年
だ
け
使
っ

て

二
年
目
に
は
放
菓
休
閑
さ
せ
た 。
カ
プ
は 、
ム
ロ
と
呼
ば
れ
る

土
中
の
穴
に
保
存
し
た 。
ネ
ズ
ミ
除
け
に
杉
の
葉
を
か
ぶ
せ
て

始業生業民俗論 Il

お
い
た 。

び

む

す

右
に 、
サ
ク
ラ
マ
ス
が
潮
上
す
る
河
川
の
十
箇
所
を
基
点
と
し

て
マ
ス
漁
を
中
心
と
し
た
始
原
的
生
業
の
概
略
を
報
告
し
た 。
以

下
そ
の
資
料
を
ふ
ま
え 、
既
に
報
告
し
た
「
始
原
生
業
民
俗
論

マ
ス
漁
を
中
心
と
し
て

l
I」
の
資
料
を
参
照
し
な
が

ら
い
く
つ
か
の
注
目
点
を
整
理
し
て
お
き
た
い 。

H・
マ
ス
漁
に
つ
い
て

m．
マ
タ
ギ
狩
猟
と
マ
ス
漁
の
表
裏
性

前
論
考
に
お
い
て 、
青
森
県
赤
石
川・
同
追
良
瀬
川・
岩
手
県

安
家
川・
山
形
県
赤
J
水
系
八
久
和
川・
同
東
大
鳥
川・
新
潟
県

三
面
川・
同
加
治
川
支
流
飯
田
川
な
ど
で 、
冬
季
の
マ
タ
ギ
狩
猟

と
対
応
す
る
形
で
夏
季 、
マ
ス
の
共
同
漁
榜
が
行
わ
れ
て
い
た
こ

と
を
確
認
報
告
し
た 。
特
に
追
良
瀬
川
の
場
合
は
マ
タ
ギ
の
シ
カ

リ
が
そ
の
ま
ま
マ
ス
漁
の
棟
梁
を
つ
と
め
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ

た 。
さ
ら
に 、
泊
り
こ
み
で
活
動
す
る
点
も
マ
タ
ギ
狩
猟・
マ
ス

漁
の
両
者
に
共
通
す
る 。
小
論
に
お
い
て
も 、
荒
川
水
系
の
小
国

町
長
者
原・
同
樋
倉
の
事
例
は 、
マ
タ
ギ
と
マ
ス
漁
の
表
裏
性
や

山
泊
り
な
ど
の
特
色
が
指
摘
で
き 、
特
に
前
者
は 、
ヤ
マ
サ
キ

（
シ
カ
リ
に
相
当
す
る
狩
猟
集
団
の
棟
梁）
が
狩
猟
と
マ
ス
漁
の
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両
方
を
と
り
し
き
る
と
い
う
も
の
で
あ
る 。
只
見
川
水
系
の
檜
枝

岐•
倉
谷
の
事
例
も 、
同一
人
物
が
狩
猟
と
マ
ス
漁
を
対
応
的
に

行
っ

て
い
る
が 、
こ
ち
ら
は 、
マ
ス
漁
の
組
織
が
弱
い 。
こ
う
し

て
み
る
と 、
ま
ず 、
マ
タ
ギ
型
雪
上
共
同
狩
猟
圏
は
マ
ス
潮
上
圏

に
含
ま
れ
て
お
り 、
マ
タ
ギ
圏
に
お
い
て 、
そ
の
組
織
を
生
か
し

て 、
夏
季
に
マ
ス
の
マ
タ
ギ
型
共
同
漁
榜
が
行
わ
れ
る
と
い
う
形

が 、
東
北
•

新
潟
の
広
範
囲
で
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る 。

た
だ
し 、

冬
山
に
比
べ
て
危
険
度
の
少
い
夏
季
の
マ
ス
漁
は 、
同

じ
山
中
に
入
り
な
が
ら
も
組
織
的
行
動
の
必
要
性
が
弱
い
た
め 、

集
団
の
飾
が
ゆ
る
く
な
り 、
強
固
な
マ
タ
ギ
組
織
と
は
別
の 、
随

意
の
小
集
団
に
よ
っ

て
行
わ
れ
る
場
合
が
多
く
な
っ
た
と
考
え
て

よ
さ
そ
う
で
あ
る 。

切
・

毒
流
し
の
共
同
漁
榜

前
論
考
に
お
い
て 、
ム
ラ
共
同
で
の
縣
流
し
の
事
例
を
紹
介
し

た
が 、
小
論
に
お
い
て
も 、
荒
川
水
系
樋
倉•
赤
川
水
系
大
鳥
川

で
共
同
毒
流
し
を
行
っ

て
い
た
こ
と
を
確
か
め
た 。
前
者
は
盆
魚

を 、
後
者
は
盆
魚
と
山
の
神
祭
り
の
魚
を
得
る
た
め
で 、
も
と
よ

り
漁
獲
物
は
均
等
に
分
配
さ
れ
た 。
毒
流
し
は
こ
の
時
以
外
は
禁

じ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら 、
現
実
に
は
渓
流
魚
の
共
同
管
理

と
い
う
こ
と
に
な
る 。
毒
流
し
に
よ
る
ム
ラ
の
共
同
漁
拐
は 、
サ

ク
ラ
マ
ス
が
潮
上
し
な
い 、
静
岡
県·
奈
良
県・
兵
庫
県
（
播
磨

文学 · 芸術 ・ 文化

灘
側）
な
ど
で
も
行
わ
れ
て
い
た 。

③
・

マ
ス
漁
の
構
造
性

マ
ス
漁
に
携
る
漁
師
が
単一
の
漁
具•
漁
法
で
マ
ス
を
獲
る
と

い
う
こ
と
は
ま
ず
な
い 。
マ
ス
を
狙
う
漁
師
は 、
①
潮
上
か
ら
産

卵
に
至
る
ま
で
の
マ
ス
の
生
態

②
雪
代
の
変
化
（
水
温
・

透
明

度
な
ど）

③
漁
場
の
地
形

④
谷
の
方
位・
山
の
高
さ
等
に
か

か
わ
る
日
照
条
件
に
も
と
づ
く
水
温
差

⑤
農
業・
養
蚕
等
の
漁

揆
以
外
の
生
業
要
素
と
の
か
か
わ
り

⑥
居
住
地
と
漁
場
と
の
距

離 、
な
ど
の
諸
条
件
を
ふ
ま
え 、
漁
場・
漁
具•
漁
法
を
合
理
的

に
組
み
合
わ
せ
る
の
で
あ
る 。
荒
川
水
系
の
小
国
町
長
者
原 、
荒

川
水
系·
三
面
川
水
系
に
か
か
わ
っ
た
小
国
町
樋
倉
の
事
例
は
右

の
構
造
性
が
み
ご
と
に
示
さ
れ
て
い
る
が 、
他
に 、
赤
川
水
系
大

鳥
川
の
中
向•
上
本
郷 、
真
室
川
水
系
大
沢
川
の
事
例
な
ど
も
そ

の
構
造
性
に
お
い
て
注
目
さ
れ
る 。

川
・

山
の
サ
チ
と
し
て
の
マ
ス

小
論
の
事
例
の
中
で 、
山
形
県
東
田
川
郡
朝
日
村
上
本
郷
の
場

合
は 、
い
わ
ば
「
サ
ケ
・

マ
ス
混
滑
圏」
に
属
し
て
い
る
と
言
え

よ
う 。
同
地
は
海
抜一
0
0
��
で
あ
る 。
赤
川
水
系
の
本
格
的
な

サ
ケ
潮
上
の
限
界
は
海
抜―
―I
O
��
の
朝
日
村
上
砂
川
あ
た
り

だ
っ
た
と
い
う 。
も
と
よ
り 、
そ
れ
以
上
に
潮
る
も
の
も
あ
っ
た

が 、
そ
の
数
は
決
し
て
多
く
は
な
か
っ
た 。
小
論
所
収
の
事
例
で
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言
え
ば 、
荒
川
本
流
で
は
標
高
六
0
0”IV 、
荒
川
支
流
玉
川
水
系

で
も
六
o
o:::; 、
三
面
川
水
系
で
五
五
0
財 ‘
只
見
川
支
流
大
津

岐
水
系
で
標
高―
1
0
0
認 、
只
見
川
支
流
黒
谷
川
で一
0
0
0
 

”い
の
位
置
ま
で
マ
ス
が
渕
上
し
た
と
言
わ
れ 、
そ
の
高
さ
ま
で
マ

ス
漁
が
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る 。
サ
ケ
・

マ
ス
は
常
に
併
称
さ

れ
る
母
川
回
帰
の
魚
で
は
あ
る
が 、
サ
ケ
が
里
の
魚 、
マ
ス
が
山

の
魚
で
あ
る
こ
と
は
右
に
よ
っ

て
明
ら
か
で
あ
る 。
マ
ス
は 、
山

の
サ
チ 、

渓
流
の
サ
チ
で
あ
る
と
称
し
て
も
過
言
で
は
あ
る

ま
い 。固

・
マ
ス
と
儀
礼
食

①
正
月
用
マ
ス
ず
し

マ
ス
を
す
し
漬
け
に
す
る
地
は
多

く 、
正
月
に
照
準
を
し
ぼ
っ

て
マ
ス
ず
し
を
作
る
例
が
見
ら
れ

る 。
山
形
県
小
国
町
樋
倉・
同
長
者
原 、
同
朝
日
村
中
向 、
福
島

県
檜
枝
岐
な
ど
が
そ
れ
で 、
前
論
考
の
事
例
と
併
せ
る
と 、
正
月

の
マ
ス
ず
し
が
広
く
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る 。

②
神
餓
と
し
て
の
マ
ス
ー
ー

荒
川
水
系
の
山
形
県
小
国
町
長

者
原
で
は
九
月
七
日
の
山
の
神
祭
り
に
マ
ス
と
イ
ワ
ナ
を
神
麒
と

し
て
あ
げ 、
赤
川
水
系
の
山
形
県
朝
日
村
中
向
で
は
旧
暦
七
月
十

九
日 、
蒸
し
た
マ
ス
を
氏
神
皇
太
神
宮
の
神
前
に
供
え
た 。
同
地

で
は 、
さ
ら
に 、

新
築
祝
い 、

長
壽
の
祝
い
に
も
マ
ス
を
食
べ

た 。
青
森
県
中
津
軽
郡
西
目
屋
村
砂
子
瀬
で
は 、
旧
暦
六
月
十
日

始業生業民俗論II

の
稲
荷
神
社
の
祭
り
に
は
マ
ス
を
供
え 、

自
分
達
も
焼
い
て
食
べ

た
（
前
論
考） 。
福
島
県
南
会
津
郡
檜
枝
岐
村
で
は
か
つ
て
秋
祭

り
に
マ
ス
ず
し
を
作
っ
た
と
い
う 。
山
形
県
小
国
町
樋
倉
で
は
八

月
二
十
五
日 、
山
神
々
社
の
祭
り
に
際
し
て
毒
流
し
の
共
同
漁
榜

を
行
っ

て
い
た
と
い
う 。
ヤ
マ
メ
・
イ
ワ
ナ
な
ど
を
獲
っ
た
と
い

う
が 、
古
く
は 、
同
町
長
者
原
の
よ
う
に 、
マ
ス
・
イ
ワ
ナ
な
ど

を
あ
げ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る 。
海
の
魚
が
得
に
く
い
山
中

に
あ
っ

て 、

海
か
ら
渕
上
回
帰
す
る
大
型
魚
た
る
マ
ス
に
注
目

し 、
こ
れ
を
神
々
に
さ
さ
げ 、
直
会
に
自
ら
も
食
し
た
と
い
う
こ

と
は
む
し
ろ
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
た 。

③
サ
ナ
プ
リ
と
マ
ス

山
形
県
東
田
川
郡
朝
日
村
上
本
郷

に
お
い
て 、
六
月
十
六
日
の
サ
ナ
ブ
リ
に 、
早
乙
女
達
に
マ
ス
を

焼
い
て
御
馳
走
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
先
に
報
告
し
た 。
田
植
の

植
を
あ
げ
の
日
に
マ
ス
を
食
べ
る
と
い
う
の
は
こ
の
一
例
だ
け
で

は
な
い 。

例
え
ば
新
潟
県
中
魚
沼
郡
津
南
町
結
東
に
お
い
て
も
か

つ
て
は
行
わ
れ
て
い
た 。
結
東
は
信
猥
川
支
流
中
津
川
ぞ
い
の
ム

ラ
で
あ
る
が 、
そ
の
さ
ら
に
上
流
部
に
当
る
長
野
県
の
下
水
内
郡

栄
村
和
山
で
は 、
焼
畑
作
物
の
種
蒔
き
を
終
え
た
半
夏
生
に
マ
ス

・
ヤ
マ
メ・
イ
ワ
ナ
な
ど
を
獲
っ

て
食
べ
る
習
慣
が
あ
っ
た 。
田

植
終
了
祝
い
に
マ
ス
を
食
べ
る
事
例
は
秋
田
県
に
も
あ
っ
た 。
こ

れ
ら
の
習
慣
は 、
山
問
に
お
け
る
大
型
魚
の
形
姿
と
そ
の
味
の
魅
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力
に
対
す
る
認
識
は
も
と
よ
り 、
田
植
終
了・
種
蒔
終
了
の
時
期

が
マ
ス
の
潮
上
期
と一
致
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
起
こ
っ
た
も
の

で
あ
る 。

⑥
・

マ
ス
の
自
然
暦
ー
|

桜
の
花
（
朝
日
村
中
向）
・

ネ
コ
ヤ

ナ
ギ
の
花
（
真
室
川
町
高
坂）
・

ヤ
ナ
ギ
の
ベ
ッ
コ
（
住
田
町
小
股）

・
ヤ
ナ
ギ
の
芽
（
皆
瀬
村
小
安）
な
ど
を
マ
ス
の
硼
上
始
め
の
指

標
と
し 、
ウ
ツ
ギ
の
花
（
小
国
町
長
者
原）
を
マ
ス
漁
の
盛
り
の

目
標
と
し
た 。
ま
た 、
栗
の
イ
ガ
が
口
を
あ
け
る
頃
（
住
田
町
小
股）

．
稗
刈
り
の
季
節
（
釜
石
市
早
栃）
．

霜
が
降
り
て
河
原
グ
ミ
が

食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
頃
（
只
見
町
倉
谷）
な
ど 、
マ
ス
の
産

卵
期
の
指
標
も
語
り
継
が
れ
た 。
マ
ス
の
生
態
が
自
然
暦
を
以
っ

て
語
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は 、
マ
ス
潮
上
圏
の
人
び
と
の
マ

ス
の
生
態
観
察
の
蓄
積
が
マ
ス
漁
と
い
う
生
業
民
俗
と
か
か
わ
っ

て
定
着
し
た
も
の
だ
と
言
え
よ
う 。

⑦
•

河
川
漁
携
の
上
層
民
俗

小
論
で
紹
介
し
た
マ
ス
漁
の
技
術・
漁
具
な
ど
注
目
す
べ
き
も

の
が
多
か
っ
た
の
で
あ
る
が 、
小
国
町
樋
倉
に
お
い
て
一
月
十
五

日
に
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
網
の
予
祝 、
真
室
川
町
高
坂
の 、
イ

ワ
ナ
釣
り
に
お
け
る
禁
忌 、
朝
日
村
上
本
郷
の
「
下
り
大
助」
の

伝
承
な
ど 、
河
川
漁
携
に
か
か
わ
る
信
仰
的
上
阿
民
俗
の
上
で
注

目
す
べ
き
も
の
が
い
く
つ
か
見
ら
れ
た 。
さ
ら
に 、
只
見
町
倉
谷

7巻2号文学 ・ 芸術 ・ 文化

•
真
室
川
町
高
坂
に
は
マ
ス
の
尾
ヒ
レ
を
並
べ
て
飾
る
習
慣
が
あ

る
の
だ
が 、
こ
れ
に
つ
い
て
は
前
論
考
で
ふ
れ
た 。

ロ
・

始
原
生
業
複
合
に
つ
い
て

狩
猟•
河
川
漁
榜·
食
料
採
集•
加
工
素
材
採
集
な
ど
の
生
業

要
素
は
縄
文
時
代
以
来
続
い
て
き
た
も
の
で
あ
る 。
こ
れ
に 、
焼

畑
•

水
田
稲
作
等
を
加
え 、
山
の
人
び
と
は
実
に
複
雑
な
生
業
複

合
を
体
験
し
て
き
た
の
で
あ
る 。
小
論
に
お
い
て
は
冒
頭
に
示
し

た
山
形
県
西
置
賜
郡
小
国
町
樋
倉
の
佐
藤
静
雄
さ
ん
（
大
正
七
年

生
ま
れ）
の
生
業
複
合
の
実
際
を
な
る
べ
く
多
面
的
に
紹
介
し
て

み
た
の
で
あ
る
が 、
こ
れ
で
も
ま
だ
欠
落
し
て
い
る
要
素
が
あ

る 。
他
の
事
例
に
お
い
て
も 、
当
然 、
右
と
同
じ
レ
ベ
ル
の
報
告

を
行
う
べ
き
で
は
あ
っ
た
が 、
こ
こ
で
は
マ
ス
漁
を
中
心
と
し 、

他
の
要
素
を
割
愛
し
た
も
の
も
多
い 。
始
原
生
業
要
素
の
各
々
の

問
題
点
や 、

生
業
構
造
の
特
色
等
に
つ
い
て
は 、
全
資
料
が
出
そ

ろ
っ
た
と
こ
ろ
で
ま
と
め
て
分
析・
考
察
す
る
こ
と
に
し
た
い 。
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羽
正
春
『
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後
荒
川
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め
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る
民
俗
誌』
（
ア
ペ
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ス
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九
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） 。
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武
田
久
吉
『
農
村の

年
中
行
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（
龍
星
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一
九
五
五） 。



(

3
)

青
森
県
西
津
軽
郡
深
浦
町
大
山
で
も
マ
タ
ギ
の
シ
カ
リ

（
棟
梁）
が
夏
の
マ
ス
漁
を
と
り
し
き
っ
た
（「
始
原
生
業
民
俗

野本

論

I
マ
ス
漁
を
中
心
と
し
て

ー
r」) 。

(
4)

佐
藤
義
則
『
羽
前
小
国
郷
の
伝
承』
（
岩
崎
美
術
社
・一

九
八
0)．

山
形
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東
田
川
郡
教
育
会
『
東
田
川
郡
郷
土
教
育
資
料
」

（一
九
三
二）
ほ
か 。

(

5
)

拙
著
『
生
態
民
俗
学
序
説』
白
水
社
・一
九
八
七） 。

(

6
)

「
下
り
鮭」
の
伝
承
事
例
は
野
村
純一
「
鮭
の
大
助
の
来
る
日」

（『
昔
話
伝
承
の
研
究
」

同
朋
社
・一
九
八
四）
に
見
え
る 。

(

7
)

拙論
「
始
原
生
業
民
俗
論

|
ー

マ
ス
漁
を
中
心
と
し
で
ー
ー
I」
に

類
似
の
事
例
を
紹
介
し
た 。

(
8)

前
掲
(
7)
に
同
じ 。

始業生業民俗論 Il
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